



























































豚公爵に転生したから、今度は君に好きと言いたい３
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　波乱の幕明け









「スロウ様！　こっちに来ないで下さいっ！」

「ぶひー！　ぶひぶひー！」

　悪戯いたずらをして追い詰つめられたネズミのように、部屋の隅すみに後ずさる彼女。

　何かを胸の中で抱だき締しめるようにして、イヤイヤーと首を振ふり、目じりには涙なみだが浮うかんでいる。

「スロウ様はどうして、そんなひどいことが出来るんですか！」

　まず初めに言っておくが、俺とシャーロットの関係は常に良好だ。

　彼女はいつも俺のためを思って動いてくれるし、だからこそ今も俺は彼女のためを思って行動している。

「……ぶひーっ！　ぶひぶひー！……ぶーっ！　ぶひー！」

「あと、そんなオークみたいな声を出して！　何言ってるか分かりません！　ちゃんとした言葉で喋しやべって下さい！」

　例えば今だって。俺はシャーロットのことを思うからこそ、こうして迫せまっているのだ。

　しかし、傍はたから見れば俺は美少女に迫る悪役に見えるかもしれない。

　正直に言おう、間ま違ちがいなくそう見えるだろう。

　だが、これには深い理由がある。……ほんと、理由があるんだよ。




「ぶひー！」

「だから、何言ってるか分かりません！」

「おっと。それはごめん……熱くなるとついオーク語が出ちゃうっていうか……でもほら。シャーロット……さぁ、こっちにおいで。そして俺にその杖つえを渡わたすんだ！」

　亡国のお姫ひめ様という正体を隠かくしながら俺の従者を務める彼女。

　ポンコツでありながら、立派な魔ま法ほう使つかいを目指している彼女。心意気は素す晴ばらしいと思うけど、未熟な魔法使いの手に杖が渡ると様々な方面に迷めい惑わくをかけてしまう。だから、俺はその危険極きわまりない杖を渡すよう言うんだけど……シャーロットはこの杖は私のものだー！　と強きよう硬こうな姿勢を崩くずさない。




「幾いくらスロウ様だって、やっていいことと悪いことがあると思います！」
















「悪いことだって!?　俺は正しいことをやっているまでだ！」

「そんな！　私が間違っているって言うんですか！」

「そうだ！　シャーロット、君が全面的に間違っている！　だからぶひぶひー！」

　主従関係は従者が絶対服従が基本の形？

　一いつ般ぱん的にはそうかもしれないが……公爵家デニングは違うんだ。

　うちでは主あるじが馬ば鹿かなことをすれば、従者がぶん殴なぐってでも止めろと言われている。その結果、主が大おお怪け我がを負ったとしてもお咎とがめは一いつ切さいなし。

　そこらへんが、うちが武ぶ闘とう派はとも言われる所以ゆえんだろうな。

「シャーロット、君は完全に包囲されている。ぶひひ……さぁ、渡すんだ」

「いやです！　これは戦利品なんです！　私、スロウ様がそんなにひどい人だったなんて思ってもなかったから……悲しいです！」

　シャーロットは断固として、杖を渡さない構えである。

　はぁ……何で朝っぱらからこんなことになったのか。

　もうかれこれ十分近くも、バカげた話し合いを続けている。




　本日、朝。珍めずらしく俺は寝ね坊ぼうした。

　いつものランニング場所にやってこなかったため、俺の部屋まで起こしにきてくれたシャーロット。俺はノックの音にも反応出来ないぐらい爆ばく睡すいしており、部屋に入ってきたシャーロットに叩たたき起こされた。

　しかし、俺は目め敏ざとくシャーロットが腰こしに差した杖に気付いてしまう。

『シャーロット！　何で杖なんか持ってるの！　は！　まさか人の杖を盗ぬすんだんじゃ！』

　きっかけはセピスに纏まつわる事件。

　あの劇場で、シャーロットは盗とう賊ぞくの一人をえいやって倒たおして、床ゆかに落ちた杖を拾ったと言っていた。あの後色々あって、俺はそんなこんなを完全に忘れていたのだった。




「この杖は私のものですから！」

　彼女は杖をぎゅっと胸に抱かかえて、俺に渡す気は一切ないようだ。

　そこそこ値が張りそうな杖、前の所有者は盗賊の癖くせにいいもんをもってやがる。もしかしたら、あの貧びん乏ぼうっちゃまが持ってる奴やつよりも上等かも……いや、絶対に上等だろうな。

「幾らスロウ様でも渡せません！」

　だけど、俺はシャーロットが杖をゲットした経けい緯いを知っている。杖を戦利品と言い張る彼女だが、じゃあぽんこつ魔法使いである彼女がどうやってゲットしたのかというと……。

「シルバが言ってたよ！　シャーロットの足につまずいて気を失った馬鹿な盗賊がいたって！　だからその杖を戦利品と言うのはちょっと無理があるんじゃないだろうか！」

「偶ぐう然ぜんじゃないです！　今思うと、私の気き迫はくに押されて倒れた気がしますから！」

「シャーロットの気迫？　いやいや、何言ってるのさ。そんなのないよ。絶対にない」

「もうー！　そんなのどうだっていいじゃないですか！　少なくとも、これは私が勝ち取った杖です！　幾らスロウ様でも戦利品には手を出せない筈はずです！　だって公爵家デニングのルールですから！」

「ぐぬぬ……強ごう情じようだなぁシャーロットは……」

　くっ、ここで公爵家デニングのやり方を出すか。

　これはどちらかが折れなければ話が先に進まないだろう。だから。




「……仕方ない、だけどシャーロット。条件があるよ」

　はい、俺が折れました。

　いつだって俺はシャーロットに滅め茶ちや苦く茶ちや甘い。甘々すぎて、栄光の未来を捨てたぐらいの男だし。それに……公爵家デニングのルールで言えば、確かにあれは戦利品だ。




「父上がこのクルッシュ魔ま法ほう学園にやってくるまでには絶対に返してもらうから！」

「分かってます！　公こう爵しやく様に私が杖を持っているのが見つかったらお給料がまた減らされて……これ以上減ったら私、生きていけない……」

　俺の父上に怒おこられる未来でも想像したのか、ぶるぶると震ふるえるぽんこつ魔法使いさん。

　公爵家デニングから魔法の使用厳禁令を出されているシャーロットだけど、俺にとっても彼女の魔法が上手うまくなるにこしたことはない。真っ白豚ぶた公こう爵しやくとしての未来を決断した俺の隣となりに彼女がいるためには、シャーロットが一人前の従者となることが必要不可欠なんだから。




　だけど、悲しいことに……。

「杖……私の杖……はぁぁぁぁ、やっとゲットしちゃった……」

　シャーロットは俺達に魔法をもたらす精せい霊れいに好かれていない。

　それどころか光の魔法に適性のある彼女は、光の精霊達から存在を無視されている。

「私の杖……あ、そうだ。すぐに私の杖だって分かるように名前を彫ほろうっと」

　その内、杖に頰ほお擦ずりすら始めそうな彼女を見ながら、俺は最近のティナを見ていて気付いた一つの仮説を考える。平民であるティナは精霊に本心を打ち明けることで魔法に目覚め、めきめきと上達。正直、あれ程ほど上手くいくとは俺も思っていなかった。




「よおーし、練習するぞー！　スロウ様、私頑がん張ばりますね！」

　シャーロットの正体はあの亡国、ヒュージャックの王女。

　尊い血脈を受け継つぐ王女様であり、本来は精霊が快く力を貸す存在である。

　だけど、彼女は自分の出自を偽いつわり、自分自身の殻からに未いまだ閉じ籠こもっている。それが、潔けつ癖ぺき気味な光の精霊から快く思われていない原因なんじゃないだろうか。

　勿もち論ろん、俺の憶おく測そくだ。俺は精霊の姿を見聞き出来るだけで、彼らが力を貸す相手を選別する理由なんか丸っきり分からない。

「シャーロット。分かってると思うけど……」

　スキップで俺の部屋を出て行こうとするシャーロットを呼び止める。

　じゃあ魔法が使えるようになるかもしれないから、自分の秘密を明かしてみようとシャーロットに提案することは出来ない。

　いつか、彼女が話してくれるまで待っている。

　それが真っ黒豚公爵が決めた絶対の指針なのだから。




「分かってますよスロウ様！　人に杖を向けない！　オリジナル魔法に挑ちよう戦せんしない！　はしゃがない！　の三つですよね！」

「シャーロット、話はまだ終わってない！　こら、待て！」

「スロウ様が言いそうなことなんて大体、分かります！　だって私、魔法使い歴もう十何年だし、スロウ様の従者を長年やってますからーっ！」

　そう言って、ドタバタ階段を降りて行くうきうき気分の従者さん。

　その姿はまるで、欲ほしかった玩具おもちやを与えられた子供のようだ。




「……いい加減、魔法を諦あきらめてもいいと思うんだけどな」

　いや、いかんいかん。

　立派な魔法使いになりたいという幼い頃ころからの彼女の夢を俺が否定してどうする！　頭をぶんぶんと振りながら、窓から学園を一望する。

　すると男子寮りようの中から出て、走り去っていくシャーロットの姿が見えた。

「おーい！　モンスターが忍しのび込んでたぞー！」

「まぬけなオークだ！　そら、捕つかまえろー！」

　早朝のクルッシュ魔法学園。

　普ふ段だんであれば、まだ皆みんなは寮から出てこない時間帯の筈なんだけど、最近は違う。

「……」

　モンスターを追いかけ回す生徒に交じって長なが槍やり、大たい剣けんを持つ軍服の男達が学園中の至る所に立っていた。彼らは皆──ダリス軍の兵士である。

　普段は門兵を中心に二十人ぐらいの兵士しかいないのだが、今は武装した兵士がそこら中に溢あふれている。ざっと数えても、百人近くもいるかもしれない。

　裏切りの王室騎士ロイヤルナイトと化したセピスの事件があったから？　──違う。

「その立派なヒゲを見ろ！　そいつはオーク男だん爵しやくだぞ。お馬鹿なオークよりも数倍頭がいいから、武器を隠し持ってるかもしれないぞ！　気を付けろ！」

「こら、待たんか！　モンスターには近寄るなとあれ程言っているだろうが！」

「やばい。兵長のハインツ爺じいだ！　逃にげろー！」

　ヨーレムの街から学園に戻もどってくると、俺達は呆気あつけに取られたもんだ。

　守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンを中止に追い込んだセピスの裏切り。あの件は学園には全く伝わっておらず、クルッシュ魔法学園ではセピスの衝しよう撃げきを上回る大事件が起きていたのだから。




「迷宮ダンジヨン！　早く迷宮ダンジヨンに潜もぐらせてくれー！　俺もあの焰剣フランベルジユみたいなお宝をゲットしてやるんだ！」

「ばーか。お前が潜ってもお宝なんか見つけられねーって。精々スコップだろ」

　迷いの森に出来た異形の地。

　守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンに使われる筈だった迷宮ダンジヨンの存在が公表されたことである。

「お前、もう迷宮ダンジヨン探たん索さくの参加表明書、提出したか？」

「当たり前だろ。でも、さすがデニング公爵はやることがデカいよなあ。冒ぼう険けん者資格を取らないまま迷宮ダンジヨンに潜れるなんてさ、滅めつ多たにある機会じゃねえもん！」

　迷宮ダンジヨンの公表に合わせて、俺の父上であるデニング公爵の学園来訪も発表された。

　初めは俺の様子を見に来るだけの筈だったが、どうやら父上は王室騎士団ロイヤルナイツが隠いん蔽ぺいに奔ほん走そうしていたヨーレムの事件から迷宮ダンジヨンの存在に辿たどり着いたらしい。

　迷宮ダンジヨンは本来、軍が対処すべき問題である。

　それを王室騎士団ロイヤルナイツの都合で隠いん匿とくするとは何事か！　と父上は一いつ喝かつしたとかしないとか。また、どうせ僻へき地ちの魔法学園に来るのなら迷宮ダンジヨンを潰つぶすために兵士を動員するのでなく、学園の生徒達に協力してもらった方が将来のためになると父上は思い至ったらしい。確かに迷宮ダンジヨンは将来の入軍希望者の実力を試ためすにはもってこいで、我が父上ながら上手い手を思いつくもんだ。将来有望な生徒がいれば、軍に直接スカウトする気なんだろう。

「シューヤ、お前も朝から魔法の練習かよ！　てかさ、噂うわさで聞いたけどお前冒険者の資格持ってるんだってな。迷宮ダンジヨンってどんな感じなんだ？」

「……ずっと隠かくしてきたのに、何で俺が冒険者登録してることが広まってるんだよ！　全部ロコモコ先生のせいだー！　最悪だぁぁ！」

「おいシューヤ！　教えろって！　──あ、オーク男爵が逃げだぞ！　追え！」

「こら！　だから、生徒はモンスターに近寄るなとあれ程言っておるだろうが！」

　大きな森が情報を遮しや断だんし、隔かく離りされた閉へい鎖さ学園。

　たった数年間だけど、大勢の貴族が俗ぞく世せから離はなれて青春を送る広大な学び舎や。

　ヨーレムの街であんなことがあっても、クルッシュ魔法学園は呆あきれるぐらい平和だ。




「にしても、朝っぱらからうるせぇなあ。迷宮ダンジヨンが出来たぐらいで皆、慣れない早起きしてくれちゃって……お陰かげで俺の快適なランニング生活が……」

　迷宮ダンジヨン探索で成果を残すため、皆が朝から演習場に閉じ籠り魔法の鍛たん錬れんに励はげんでいる。

　シャーロットがあんなに頑かたくなだったのも、そんな生徒の姿に刺し激げきを受けたからだろう。

「しかし相変わらずシューヤは朝から友達に囲まれて、見せつけてきやがる……い、いや。別に羨うらやましいわけじゃないぞ……俺にだって友達はいるからな……数少ないけど……」

　しかし、今日はいつにもまして騒さわがしい。

　俺は窓を閉め、椅い子すにどっしりと座りなおした。

　シャーロットがあれ程杖つえに固こ執しゆうして魔法の練習に励もうとする理由。

　ぽんこつ魔法使いである彼女は、今度、学園にやってくる父上に良いところを見せたいと考えているのだ。

　俺の父上はシャーロットを認めていない。だけど学園で成長した姿を見せれば、シャーロットに対する態度も変わってくるかもしれない。そこには俺も同感なんだけど、果たしてそう上手くいくかと問われると疑問が残る。

　何せ、シャーロットはぽんこつ魔法使いだからな……。




「……ん？」

　と、そこで部屋のドアが叩たたかれた。

　控ひかえめながらしっかりと自己主張を告げるノックの音。

　俺の部屋に用がある奴やつなんて滅多にいない。

　自分で言ってて悲しくなるが、友達が少ないからだ。

「シャーロットかな？　いや、この感じは違ちがうか」

　シャーロットのノックの音と響ひびきが少し違う。シャーロットはもっと躊ちゆう躇ちよがないからな。中から俺が反応しないと、ドンドンと叩くこともあるし。

「はいはいぶひぶひー……今行きますよーっと」

　怪あやしいセールスだったら、即そく追い返してやろうと企たくらみつつ、とドアを開ける。

　けれど、そこにいたのはセールスマンではなかった。

　扉とびらの先には、明るい黄金の髪かみを持つ女の子。

　柔やわらかい大きな目元をぱちくりとさせて、俺をじっと見ていた。

　シャーロットの銀ぎん髪ぱつとは対照的な華はなやかな見た目。なのにこの子の周りだけ、空気がほわんと柔らかくなっているような……不思議な雰ふん囲い気きを持った女の子。

　じっとこちらを見つめ、微び笑しようを口元にたたえたまま動かない。




「……ぶひ？」

　頭の中が真っ白になりながら、しばし、俺はそんな彼女と見つめ合う。

　はて。こんな可愛かわいい子、学園にいただろうか。

　いや、いれば噂になっている。もしかすると新入生か？　だけど、時期がおかしい。というか男子寮に入れないだろ。この建物に入れる女の子は限られているからな。ならばメイドか生徒の従者か、でもメイド服は着てないし、この子からは従者っぽい感じがしない。

　それに、服の上からでも分かる二つに分かれる豊満なる丘おか。

「……」

　名付けるならば母なる包容力。

　類たぐいまれなる戦せん闘とう力を備えていそうな、服の下に隠れているそれ。まだ成長しきっていない、少女と言って差し支えのない年ねん齢れいなのに、アンバランスな身体からだを想像し。

「ごほん！」

　──あ、やばい。朝から何を考えているんだ。

　もう一度、彼女を見るとさっきは気付かなかった者達の姿も見えた。

　女の子の背後に、白マントを羽織る屈くつ強きような男達。

　ヨーレムの街では随ずい分ぶんな目にあわされた因いん縁ねんの王室騎士ロイヤルナイトを何人も従えて、彼女は何かが可笑おかしくて堪たまらないといったように、口元に手を添そえてくすくすと笑い出す。

「ふふっ。君って朝、早いんだね」

　雰囲気通り、柔らかな声だ。

「それと、ヨーレムではお世話になりました」

　しかし、そこで俺は気付いた。

　この女の子は最近、どこかで見たことがあるような。

　それに……ヨーレム？

　…………まさか。

　いや……でも、ヨーレムの街で一いつ瞬しゆん見まみえた記き憶おくの中にあるあの方と一いつ致ち。

　……え？　これってもしかしてドッキリ？　混乱状態の俺が余よ程ほど可笑しいのか、彼女は微笑をたたえたまま、ぺこりと頭を下げる。

　俺はそこで、ようやく終わりのない思考を停止し、行動を開始。

「い、いえ頭をお上げ下さいっ！」

「あ、やっと私が誰だれか分かった？」

「──ええ、分かりましたよ！　だから、頭を上げて下さい！　姫ひめ殿でん下か！」

　人呼んで、カリーナ・リトル・ダリス。

　この国、騎士国家ダリスの王女殿下その方であるのだから。








一章　騎士国家ダリスの王女様









　俺は世界の未来を知っている。

　さらに、アニメの登場人物キヤラクターならその行動原理まで大まかな予測が立てられる。

　けれど、そんな俺でも予測出来ない事態というものは幾いくつもあった。学園に忍しのび込んでいた傭兵ノーフエイスや裏切りの王室騎士セピス・ペンドラゴンの存在だ。だけど全すべては俺のアニメ知識の中で起きたことをなぞっただけ。心のどこかで、奴らの本質を知っているというアドバンテージがあった。

　つまり心の持ちようとしては、事前に対処出来ていたのだ。




「改めまして、おはようスロウ君。こんな朝早くからごめんね。私達も今、学園に到とう着ちやくしたばかりで、用件は騒ぎになる前に済ませた方がいいと思うから」

　しかし、これは違う。

　今、俺の正面にいる数人の騎き士しを従えた少女は、『シューヤ・マリオネット』にも出てこなかったけれど、ダリスの最重要キャラクターであることは疑いようがなく。

　アニメ版主人公シユーヤ・ニユケルンでも、接せつ触しよくすら出来なかった騎士国家ダリスの王女殿下リトル・ダリス。




「い、いえ。構いません、姫殿下」

「なら、良かった。もしかしたら、まだ寝ねてるかもしれないって思っていたから……だって、ほら。わざわざ起こすなんて申し訳ないし」

　控えめに笑うカリーナ姫。ふわっとした黄金の髪のせいか、一見華やかに見えるのにどこか儚はかなげ。

　普ふ段だんシャーロットを見ている俺でも、釘くぎ付づけになる。

　それにとっても良い匂においがするしスタイル抜ばつ群ぐん……ほっと胸を撫なで下ろしている彼女を見て、俺は確信する。

「あの……カリーナ姫殿下。クルッシュ魔ま法ほう学園に、何用で？」

『シューヤ・マリオネット』に至る筈はずの運命は、大きく変わってしまった、と。




　完全武装した数人の王室騎士ロイヤルナイトが男子寮りよう、四階廊ろう下かに立っている。

「──スロウ・デニング。用件は理解したな？」

「ええ、十分に。俺には詳くわしい話は何も教えない、つまり、そういうことですね」

　王女殿下は今、この場にいない。あの方は王室騎士ロイヤルナイト達が俺に事情を説明している間、物もの珍めずらしそうに俺の部屋を見物中。……いや、あの様子だと物色中と言ったほうが正しいか。

「お前の知るべきことは姫殿下が学園に滞たい在ざいされる間、面めん倒どうを見る、それだけだ。姫殿下のお相手など、本来であれば生徒風ふ情ぜいに与あたえられることのない栄えい誉よ。これ以上何を求めると言うのだ」

　そして、こうきたもんだ。

　枢すう機き卿きようらがヨーレムの街で用事を済ませている間、折角なので人前に出る機会の少ないカリーナ姫に魔法学園にいる同世代の若者との交流を深めさせたい。

　その結果がカリーナ姫の学園滞在。さらに滞在中、護衛の王室騎士ロイヤルナイトだけでなく、授業中など彼女の面倒を何かと見る者が必要だ。

　そこで白羽の矢が立ったのが俺。公爵家デニングという出自は家いえ柄がら的にも悪くないし、裏切りの王室騎士セピス・ペンドラゴンの蛮ばん行こうを食い止めたことに対する感謝の証あかしでもあると騎士達は説明した。

「……成る程。要するに、俺に姫殿下の暇ひま潰つぶしの相手をしろと」

　だけど、アニメの中では頑かたくなに表おもて舞ぶ台たいへ出ることのなかったカリーナ姫だ。

　枢機卿から言われたぐらいで学園に来るなんてことがあるだろうか？

「──貴様。無礼なことを言えばたたっ斬きるぞ」

「これは失礼。まだ、寝起きなもので」

　枢機卿らが今、ヨーレムの街で行っているらしいナニカ。

　それは間ま違ちがいなくセピスの後処理だろう。王室騎士ロイヤルナイトからドストル帝てい国こくに与くみする裏切り者が出たなんて世に広まれば、他国との同盟関係だって危あやうくなる。

　だから、あいつが王室騎士ロイヤルナイトを裏切ったという証しよう拠こ隠いん滅めつ。最近、妙みように羽は振ぶりの良いアリシアの様子を見ていれば、枢機卿がアリシアに金を握にぎらせたこともよく分かる。

　しかし、俺に対しては労ねぎらいの言葉も無かったし感謝もない。それどころか、王室騎士ロイヤルナイトらはセピスを止めた俺を憎ぞう悪おする始末。やつ等にしてみれば、対立関係にある公爵家デニングの人間が王室騎士ロイヤルナイトを出し技いたことが許せないらしいのだ。




「何だよあの面子メンツっ！　豚ぶた公こう爵しやくと喋しやべってるのは一刀両断ワンソードのダールトン卿だし、双ふた子ご剣けんクシュナー卿や狂乱バセクのデルバイン卿までいるぞッ！」

「そっちより今、あの豚公爵の部屋にいる女の子のほうだろ！　リトル・ダリスだ！」

「おい、ダールトン卿が睨にらんでるぞ！　静かにしろ、皆みんな！」

　廊下の向こうでは大勢の生徒が階段から顔だけ出して、俺達の様子をつぶさに観察。シューヤの姿まで見えるが、王室騎士ロイヤルナイトとの剣けん吞のんなやりとりまでは知られていないだろう。




「それで、どうなのだ。受けるのか、受けぬのか。この場で決めろ、スロウ・デニング。お前以外にも候補者は大勢いるのだ」

「……受けますよ。非常に光栄な話です」

「初めから素す直なおに頷うなずけばいいものを……しかし、分かっていると思うがセピスの件は──」

「分かっていますよ、ダールトン卿。俺の父上がどう捉とらえるかは知りませんが、俺個人としてはアイツに更こう生せいしてほしいと願っています。無む闇やみに口外する気はありません」

「……そうか。ならば、これ以上は何も言わん」

　でも、俺の父上がどう動くかは知らないけどな。

　王室騎士団ロイヤルナイツが守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンへ俺を誘さそった事実は既すでに父上の耳に入っており、公爵領地にいる母親からは一体何を考えているの！　とお叱しかりの手紙が来た。その矛ほこ先さきはシャーロットにも及および、俺の暴走を止めるのが従者としての仕事であると叱しつ責せきされ、手紙を読んだシャーロットは暫しばらく落ち込んでいた。

　俺と違って父上はアリシアに狼ろう藉ぜきを働いたセピスを断罪しようとするだろう。今思うと、父上はアリシアをかなり可愛がっていたからな……近い内にヨーレムで行われるだろう父上と枢機卿らの話し合いは、恐おそろしいことになりそうだ。

　俺に余計なとばっちりが来なければいいんだけど……くるだろうな……はぁ。




「ねぇ、つまらない話は終わった？」

　扉とびらを開けて、王女様が顔を出す。

　ふんわりと揺ゆれる黄金の髪かみ、鼻び腔こうをくすぐるフローラルな香かおり、そして……豊かな胸部は不敬なので意識しないようにしよう。

「──リトル・ダリスだ！　俺、伯はく爵しやく家なのに初めて見た……！」

「おい、シューヤ押すなって！　押すな！　うわ、ダールトン卿がこっち見てる！」

　マルディーニ枢機卿らの隠いん蔽ぺい工作のお陰かげか、セピスの裏切りは完全に秘ひ匿とく。

　だから、学園のやつ等は何も知らない。俺が守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンに関わっていたことも、アリシアがまた攫さらわれそうになったことも、俺と王女様との間に小さな縁えんが出来たことも。

「ごめんね、スロウ君。君には大変な迷めい惑わくを掛かけたというのに、ヨーレムの街ではろくな挨あい拶さつも出来なくて。それだけじゃない、ダールトンから話を聞いたかもしれないけど、この学園に暫く滞在することになったんだ」

　そう言って、カリーナ姫は頭を下げる。

　するとすぐさま黒くろ髭ひげの王室騎士ロイヤルナイト、ダールトン卿が俺をぎろりと睨んだ。

　はいはい、分かってるっての。

「カリーナ姫。頭を上げて下さい。それに、姫ひめ殿でん下かのお相手をさせて頂くなんて光栄です」

「……良かった。それじゃあ。よろしくね、スロウ君」

　第一印象は、目立つ外見とは裏腹にお淑しとやかな女の子。

　王女様は、色々と問題のある人だという噂うわさが耳に入ってきていたが、こう見ると随ずい分ぶんしっかりとした方じゃないか。

　王室騎士ロイヤルナイトにはああ言ったが、カリーナ姫のお相手が出来るなんて夢のようだよ。

　はにかみながら笑う彼女は『シューヤ・マリオネット』にも出てこなかった曰いわくつきのキャラクターで、シャーロットやアリシアと違うタイプの女の子。傭よう兵へいや裏切者の相手ばかりだった俺の人生に、新しい風が吹ふき込もうとしているみたいだった。







「教科書をひらけー。……おい、ひよっこ共。授業に集中しろって何度言わせんだ！」

「ハイランド！　貴様、姫殿下の前で何という言こと葉ば遣づかいだ！　真ま面じ目めにやらんか！」

　カリーナ姫の学園滞在。

　姫様の隣となりに俺がいることに誰だれかが文句を言うかと思ったら、そんな奴やつらも一人もいなかった。俺が姫殿下の相手をするのは当然と学園の皆には受け止められているらしい。

　公爵家デニング。学園にいる者の格ではアリシアを除いて断トツのトップ。貴族階級の若者が通うここでは、言葉には出さずとも家の格というものがモノを言うということか。

「えー、土の魔法は特に前線構築、簡易的な築城や──あー、いや。違った──」

「ハイランド。貴様はもっと威い厳げんを持った授業が出来んのか」

「あそこにいる黒髭は土の魔法を貶けなす時代錯さく誤ごの人間だ。えー、皆もああならずにだなー」

　しっかしまあ、今日の授業は特にひでえや。

　廊下から大おお柄がらの黒髭。多分あの感じだと騎士団時代は先生の上司だったんだろうダールトン卿がロコモコ先生の授業にだめ出しを入れ、先生は反発。ダールトン卿の反応は間違っていないんだけど、そもそも先生に魔法学の授業をさせる方がおかしい。噂では一部の生徒が学園長に抗こう議ぎに行き、急ピッチで魔法学の後任探しが行われているとの話だが……。

「何をぼさっと突つっ立っているのだハイランド。はよう授業を進めんか！」

「くそ……よりにもよってなんで学園に来るのが武ぶ闘とう派は筆頭のアイツなんだよ……こういう役目はオリバーが適任だろ……ダールトンなんて戦せん闘とう以外には役立たねえだろ……」

　終しまいには開き直ったのか、ロコモコ先生は教科書を朗読するロボットと化してしまった。

　しっかし、ちらちらと後ろを振ふり返ってカリーナ姫の姿を見ようとする奴らの多いこと。特にシューヤなんて何回目だ？　終いには隣でイラついたアリシアに足を蹴けられていた。

　あ。アリシアもこっちを見た。同じお姫様が来たことであいつもカリーナ姫の存在を意識したりすんのかな……と思ったら、俺を睨み付けているだけだった。

　……何だよ。




「ねぇ。スロウ君」

「ぶひ？」

「……ぶひ？　ふふっ、面おも白しろいね」

　おっといけない。

　気を抜ぬくと、俺はどんな時でもリアルオークに逆ぎやく戻もどりしてしまうのである。

　さらさらと、滑すべるような手て捌さばきで教科書の余白に文字を書き込んでいたカリーナ姫。ちらりと見ると、カリーナ姫の印象そのもののような小さく控ひかえめな字が見えた。

「こほん……何ですか？」

「ロコモコ・ハイランドのあれって、私がいるせいかな？」

「いえ、ダールトン卿が先生を威い圧あつしているからでしょう」

「そうなんだ……あの二人は相変わらずだなあ。昔からちっとも変わらない」

　そうは言ったが、姫様の存在も少なからず影えい響きようがあるだろう。

　ロコモコ先生は守るべき王女と碌ろくな挨拶も出来ぬまま、逃にげるように王室騎士団ロイヤルナイツを辞やめたとアニメでは語っていた。だからだろうか、先生がまともに顔を上げず、少しだけ自じ暴ぼう自じ棄きになっているように思えるのは。

「真面目に授業をせんか！　ハイランド！」

「……まじでうるせえなあダールトン！　何度も突っかかってくるんじゃねえよ！」

　その後、カリーナ姫は俺に先生の学園での評判を聞いて、ふうんと興味深そうに先生を見つめ続ける。彼女が何を考えているのか、俺には何も分からなかった。







　休み時間とは本来、ちょっとばかしの休息を得る時間である筈はずだが。

「カリーナ姫殿下！　是ぜ非ひ、この僕に案内をさせて下さい！」

「おい、俺が先に声を掛けたんだ！　殿下、俺、シューヤ・ニュケルンって言います！　学園滞たい在ざい中分からないことがあれば、何でも俺に聞いて下さい！」
















　彼女を取り囲む人の数は留とどまるところを知らないようで、一気に騒そう然ぜんとする教室。

　これは去年、アリシアに群がっていた男子生徒の数倍はいるかもしれない。

　でも騎士国家ダリスの王女様、カリーナ・リトル・ダリス。

　人前に滅めつ多たに姿を現さない姫様が学園にやってきたんだ。

　お近づきになれれば、今後どのような恩おん恵けいに与あずかれるか分からない。気持ちは分かるけど皆、目が必死すぎてかなり怖こわいぞ。

「あれ、何だ？　姫様からすっごく良い匂においがするぞ！」

「カリーナ姫殿下！　香こう水すいは、香水は何を！　まさか、ノイン＝ウラの限定品を！」

　怒ど濤とうの質しつ問もん攻ぜめに真しん摯しに答えるカリーナ姫を、アリシアが机に肘ひじをついて、ぶすっと見てる。表情には余り出ていないが、どこか不ふ機き嫌げんそうに見えた。

　シューヤがカリーナ姫の気を引こうと躍やつ起きになっているからだろうか？

「お昼は是非、俺と！　あ、もし食堂が嫌いやなら俺の部屋でも構いません！」

「姫様！　駄だ目めです！　こいつの部屋には占うらない用のでっかい蛇へびがいます！」

　俺だったら、ええい、後にしろー！　ってぶちぎれて魔ま法ほうをぶっ放すところだけど、カリーナ姫は丁てい寧ねいに対応。あの状じよう況きようで嫌な顔一つしないなんてとてもじゃないが俺には出来ない。

　しかし、アリシアの時以上に男子が迫せまっている。それはふくよかな胸と、カリーナ姫が持つ包み込むような魅み力りよくのおかげだろうか。

　さっきから、チラチラとその胸に視線を送る男が後を絶たない。

「姫様！」「姫殿下！」

　あっ、遂ついにカリーナ姫は人に埋うもれ、見えなくなってしまった……俺はたった数時間で学園一の人気者となったカリーナ姫に、心の中でエールを送った。




「……スロウ様。すごい人気ですね」

「滅多に姿を現さない姫殿下がやってきたんだ、仕方ないだろ。でもお前は顔を覚えてもらわなくていいのか？　目標は王室騎士ロイヤルナイトなんだろ？　あの方に気に入られればお前の夢も一歩前進だぞ」

　カリーナ姫とよく似た金きん髪ぱつの生徒だけど、学園ヒエラルキーでは中の中。

　グレイトロード子し爵しやく領の嫡ちやく子し、貧びん乏ぼうっちゃまは俺の傍そばまでやってきてもはや声すら聞こえなくなった王女様を見ている。こいつはあの輪に参加するつもりはないらしい。

「姫様の頰ほおが引き攣つってるのに誰も気付いてない。……はぁ、あいつら、バカですね」

「そんなことが分かるのか？」

「僕はスロウ様の変化も一いつ瞬しゆんで見み抜ぬいた男ですよ」

「確かに。お前は人をよく観察してる、そういうところは俺も見習わないとな」

　廊ろう下かに立つ黒髭、ダールトン卿きようは直立不動。

　人に埋もれた姫様を助ける様子は微み塵じんもない。

「スロウ様。今、姫様が一瞬、こちらを見ました。助けを求めているようです。こういう時は学園の支配者であるスロウ様の出番かと」

「誰が支配者だ。でもま、お前の言葉にも一理あるよ。面めん倒どうを見てくれと頼たのまれたわけだしな」

「面倒を見る……？　そうか。男子寮りようの朝の騒さわぎはそういうことでしたか」

「俺、ちょっと行ってくるわ、ビジョン。また後でな」

　立ち上がり、どすどす足音を響ひびかせながら歩く。ダイエットに成功しつつある俺は以前のような足音が出せなくなったことが不満だけど、それでも十分な効果はあったらしい。カリーナ姫の周りにいた奴らが俺の接近に怯おびえて蜘蛛くもの子を散らすように逃げていく。

「どっからどう見ても、支配者じゃないですか」

　……うるせえ。

　貧乏おべっか野や郎ろうの言葉は無視することにした。







「カリーナ姫。お昼ご飯です」

「……ありがとう、スロウ君」

「でも食堂で食べなくていいんですか？　あいつら、まだ待っていると思いますが」

「私が今、食堂に行ったらどうなると思う？」

「それは……朝以上の惨さん事じになるでしょうね」

　カリーナ姫は朝の食堂での惨事を思い出したのか、顔を強こわ張ばらせた。

　お姫様がやってきたということで、ほぼ全校生徒が一いつ斉せいに食堂に詰つめかけ大パニック。そのため、お手伝いをしているシャーロットなんかはそれはもう必死で働いていた。

「私。ここで人気あるんだね。そこは少し驚おどろいたかな」

　さすがに俺と一いつ緒しよの時は他の生徒も声を掛かけようなんて気にはならないみたいで、今のところ落ち着いた時間を過ごせている。だけどカリーナ姫は食事には手をつけず、クルッシュ魔法学園の景色をぼうっと眺ながめるばかり。厳おごそかなあの王城から、こんな騒がしい場所に連れてこられたら環かん境きようの変化にさぞや戸と惑まどうことだろう。

「俺と同時期に入学したアリシア。サーキスタの王女が学園にやってきた当初も見物人が凄すごいものでした。この学園は娯ご楽らくに飢うえているところがありますから」

「そういえば同じ授業だったね。あのアリシア姫もこんな気持ちを味わったのか……」

　近くには寄ってこないが、野次馬の数は今も増え続けている。

　中には殿下の姿をさささっとデッサンしている奴らまでいる。時折、顔をしかめているのは風景の中に俺がいるからか？　そいつはカリーナ姫にばれないよう俺が睨にらんでやると腰こしを抜かしやがった。あ、人ひと垣がきの中には目を輝かがやかせているティナもいる。貴族の生活に憧あこがれているティナにとっては、お姫様の来訪はまさに夢物語のようにも思えるんだろう。

「そういえば、さっきは気づいてくれてありがとね」

「え？　あぁ……あれですか」

　さっきの休み時間。

　ちょっと俺が威圧するだけで、カリーナ姫に纏まとわりついていた奴らは蜘蛛の子を散らすように逃げた。全すべて真っ黒豚ぶた公こう爵しやく時代の名残なごりなんだが、まだ俺＝恐きよう怖ふの象しよう徴ちようというイメージを覆くつがえすには至っていない。さらにノーフェイスを打だ倒とうした時の印象からか、俺を怒おこらせたらマジでヤバいなんてイメージが付いてしまったらしい。

「君が来ると皆みんなが逃げていくんだね……あれは可笑しかった」

　カリーナ姫は先ほどの皆が逃げて行く様子でも思い出したのか、小さく笑った。

　俺より一つ年上なのに、少しだけ子供っぽい感じがするお姫様。

　そんな姫様の隣となりで、俺は弁当を再び貪むさぼり続ける。カリーナ姫がお昼ごはんを食べ終わると、見計らったかのように王室騎士ロイヤルナイトがやってきて、姫様から空になった器うつわを受け取る。

「おい、俺のもついでに持って行ってくれよダールトン卿」

「お前……やはり、公爵家デニングの者達と同じように生意気だな」

　ついでとばかりに俺の分も渡わたすとぎろりと睨まれた。

　だけど、俺は気にせず王室騎士ロイヤルナイトをぱしりにしてやるのだ。正直、かなり気分がいい。

　……さて、聞き耳を立てていたダールトン卿がいなくなったから、聞くなら今だな。




「あのカリーナ姫、一つよろしいでしょうか」

「そんなに畏かしこまらなくっても構わないよ。何？」

「ならば、遠えん慮りよなく──カリーナ姫はどうして学園に？　今朝、王室騎士ロイヤルナイトは学生との交流が目的などと言っていましたが、あれは噓うそですよね」

「……へえ。君はどうしてそう思うの」

「ダールトン卿を筆頭にクシュナー卿やデルバイン卿……ロコモコ先生も言ってましたが、まるでこれから戦場に向かうかのような面子メンツですから」

「……確かに、君の言う通りかもね。幾いくら私の護衛といっても、騎士団の中で特に力に秀ひいでた者が揃そろっている。じゃあ、スロウ君。君は私達が何のために学園に来たと思う？」

「──迷宮ダンジヨン。より正確に言えば、迷宮ダンジヨン探たん索さくのため、かと」

　前に一度、迷宮ダンジヨンに潜もぐって手て酷ひどい目にあったって話をヨーレムで聞いたし……守護騎士ガーデイアンの最終試験も迷宮ダンジヨンだって花の騎士オリバーは言っていた。

「……驚いた。分かる人には分かるんだね、そうだよ、交流なんてただのおまけ。私達は迷宮ダンジヨンに潜るために学園に来たんだ」

「あー……すみません、立ち入りすぎたかもしれません」

「構わないよ。だって、私が何も言わなくても君ならきっと答えに辿たどり着く。それに君は私達の恩人だ。だから、本当の理由を教えてあげる」

　すうっと空気を吸い込んで、この国の王女様は喋しやべる。




「守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンは君も知っての通り、セピスの一件で即そく時じ、中止。私達はすぐさま王都に戻もどる筈だったんだけど……興味深い報告が届いてね。兵士が一人、迷宮ダンジヨンでドラゴンの幼体を見たってさ──ああ、その顔。私も同意見だよ、そんなのあり得ない。でも、ドラゴンの幼体はマルディーニの悲願なんだ」

「枢すう機き卿きようの？」

「ドラゴンの幼体を手て懐なずけることが出来れば、ヒュージャックの守護龍りゆうのように成長させることが可能かもしれないってさ。笑っちゃうよね、だけどマルディーニは本気なんだ」

　この世に存在するモンスター。元は、迷宮ダンジヨンから生まれ落ちた存在である。

　空を統すべる王。飛ひ翔しよう型モンスターの極きわみであるドラゴンも、始まりは迷宮ダンジヨンの中からだ。

　でも、ドラゴンの幼体が迷宮ダンジヨンに湧わくことなんて滅多にない。そんな報告が上がれば、冒ぼう険けん者ギルドがもっと躍やつ起きになっているだろう。幼体から調教に成功し、人の言うことに従うようになったドラゴンの存在は過去に数度、確かく認にんされただけだ。

「だから私が来たの。ほら、ドラゴンって光の魔ま法ほう使つかいに懐なつく傾けい向こうがあるじゃない？　それこそヒュージャックの守護龍のように」

「……迷宮ダンジヨンは今、軍の管かん轄かつ下です。幾ら枢機卿の望みでも、勝手な真似まねは……」

「そうね。だけど私が学園まで来れば、こっちのものじゃない？　反対なんて出来るわけもないって思ってたけど、どうやら当てが外れちゃった。公爵の許可がないとダメらしくて……私がお願いしてもだよ？　兵士は本当に公爵家デニングに忠誠を誓ちかっているんだね。これじゃあ王家の威い光こうなんてあってないようなもの」

「何て言うか……すみません」

「いいよ。代わりにもう一つの予定を消化しようと思ったから。……ねえスロウ君、どうして君が私の相手に選ばれたと思う？」

「それは……俺が公爵家デニングの人間だからでしょう。今、この学園にいる生徒で最も地位の高い人間は俺ですから」

　だから、こうしてカリーナ姫ひめを独どく占せんしていても誰だれも文句を言わないのだ。

「違ちがうよ」

　だけど、カリーナ姫はそれは間違いだと否定する。

「朝、騎き士し達に何を言われたのかは知らないけれど、私が君を指名したの。そもそも守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンに君を呼ぶようマルディーニに頼んだのも、私だからね」

「カリーナ姫が、ですか？」

「そう、私が呼んだの。最初は退たい屈くつ凌しのぎのつもりだったんだけど、シルバが公爵家デニングの話を色々教えてくれて君に興味を持ったんだ。ほら彼って嘗かつては君の専属だったじゃない？」

「……あいつ、変なこと言ってませんでしたか？」

　今はヨーレムの街で枢機卿に絞しぼられてるらしいシルバ。あいつは以前から規律違い反はんの常習犯だったらしく、これを機にお灸きゆうを据すえられているらしい。

　でも、あいつなら嬉き々きとして俺の話をするだろう。

「風の神童だった君がある日を境に変わってしまったって。婚約者フイアンセだったあのアリシア姫をほったらかしたり、笑い話じゃすまない悪戯いたずらに挑ちよう戦せんしたり、冬越ごしの食料を一人で食べ尽つくしたり。ノーフェイス捕ほ縛ばくの噂うわさを私が聞いたのは、その時だったよ。これはチャンスだと思って、私は君を──」「ダールトン卿っ！　ここにおられましたか！」

　そこへ、一人の兵士が血相を変えてやってきた。

　俺達の弁当の容器を捨てに行き、戻ってきたばかりのダ─ルトン卿は兵士の話を聞くと、顔色をサッと変える。

「──迷宮ダンジヨンはこちらの管轄から離はなれたと言ったのはどこの誰だ。迷宮ダンジヨンの件なら、あいつに任せればいいだろう」

「……ハイランド卿は姿が見つからず」

「っち、あの男。本当に役に立たん。分かった、俺が行こう……姫殿でん下か、お話が」




　何でも迷宮ダンジヨンから強力なモンスターが這はい出て、ダールトン卿に討とう伐ばつを頼みたいらしい。

　本来はモンスター討伐の経験豊富なロコモコ先生の仕事だが、姿が見つからないのだとか。カリーナ姫の許可を得たダールトン卿は兵士と共にその場を離れていく。

「……もし迷宮ダンジヨンから強力なモンスターが出てきても、学園は安心だね。セピスの暴走を止めたスロウ君が学園にいるんだから」

「そんなことはないですよ、俺なんて頭でっかちの豚ぶた……ぁ」

　その時、カリーナ姫を見るために集まった皆の背後を急いで横切るシャーロットの姿が見えた。どことなく嬉うれしそうなその姿。

　考えるまでもなく、魔法の練習をするために演習場に向かったんだろう。

「ねぇ、スロウ君。そろそろ教室に向かおう。私、君と同じ授業を沢たく山さん受けることにしたんだ」

「午後？　あ……申し訳ありません。カリーナ姫。実は俺、午後からの授業は全て免めん除じよされているんです」

　一年生でも先立って取れる座学系の授業。年度末の試験で優ゆう秀しゆうすぎる成績を取ったため、もう教えることは何もないと二年時の分は全て免除されているのだ。俺がその辺の事情を簡単に説明すると、カリーナ姫は顔をしかめた。

「さぁ、お立ち下さい姫殿下っ！」

　モンスター退治に向かったダールトン卿きようの代わりに、今度は細身のイケメン王室騎士ロイヤルナイトが近づいてくる。爽さわやかなハスキーボイスと腰に差した双ふた子ご剣けんが特とく徴ちよう的なクシュナー卿だ。陽気な男らしく、さっきまでは女子生徒とずっと喋り込んでいた。

　王室騎士ロイヤルナイトと言っても色々な奴やつがいるらしい。

「私はここの卒業生ですから、教室の場所は大体把は握あくしています！　公爵家デニングの彼を頼たよるまでもない、さぁ行きましょう！」

　底そこ抜ぬけに明るそうな王室騎士ロイヤルナイトに、渋しぶ々しぶ手を引かれるカリーナ姫。

　それは、実にシュールな光景だった。




「ぶひ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っと」

　立ち上がって、大きく伸のび。

　さて、と。普ふ段だんの俺なら自由時間にすることは決まっている。

　ダイエットだ。父上来訪に備え、少しでも瘦やせなくてはいけないのだ。

　だけど今日は違う──シャーロットだ。カリーナ姫に王室騎士ロイヤルナイトが付いているように、俺もシャーロットの保護者として彼女が杖つえで周りに迷めい惑わくを掛けてないか見張る義務がある。




　土の地面。

　演習場には植樹された木々や建造物は一いつ切さいない。魔法を練習するためだけの、だだっ広い空間。こんもりと膨ふくらんだ土の上で、練習に励はげむシャーロットはすぐに見つかった。

「おーい、シャーロットー」

「あれ。スロウ様。どうされたんですか？」

「シャーロットが皆に迷惑掛かけてないか気になってさ」

「もー、スロウ様の意地悪！　私は迷惑なんて掛けたことないです！」

「えっ。そうだったっけ……？」

　……この前の大食い魔法大会で俺に迷惑を掛けまくっていたことなんてすっかり頭の中から消えているご様子だ。

「そ　れ　よ　りですね！　ふふふ、驚おどろかないで下さいね」

　シャーロットが俺の服の袖そでを引っ張った。

　かなり舞まい上がった様子で、声が上うわ擦ずっている。

「何かいいことでもあったの？」

「もう！　私の魔法に決まってるじゃないですか！　私、魔法が上手うまくなってます！」

　何度聞いたか分からないその台詞せりふ。また杖の所持に関して、終わりのない攻こう防ぼうが続くのかと思いきや……。

　じゃあ、見てて下さいと鼻はな息いき荒あらくシャーロットは杖を握にぎりしめ、反対の手でぽいっと小石を宙に投げる。おっ、すぐに実じつ践せんに入るとは珍めずらしい。あー、これは固定化の魔法か。光の魔法の中でも、固定化はそこそこ難しい魔法なんだけど、シャーロットは難しい魔法に挑戦する傾向があるのだ。

　うんうん。でも俺、知ってるよ。失敗するんでしょ。

「いきます！　──光の固定クロツクロツク」

　小石が宙で静止。……一秒、二秒、三……そして、発光が消え、ぽとりと地面に落ちる。

　……は？　今のはなんだ？　幻げん覚かく？　シャーロットは幻覚なんて高度なことが出来たの？　俺は慌あわてて目をごしごしと擦こすった。

「スロウ様っ！　今の見てくれましたか!?　もう一回やりますね！」

　シャーロットは何度も小石を投げ、詠えい唱しようと共に杖を振ふるう。

　何度も何度も繰くり返す。毎回成功しているわけじゃない──じゃないけれど、形になっている。二回に一回は成功している。安定しているんだ。

　それだけじゃなく、今までと決定的な違い。

　光の精せい霊れいがシャーロットに協力している。亡国の王女でありながら、光の精霊から興味を持たれていなかったシャーロット。そんな彼女に精霊が興味を持っていた。

「す、すすっ……──すごいじゃないかシャーロット!!」

「わ！　スロウ様！」

　周りの生徒に引かれているのを承知で、俺はシャーロットの手を取った。

「奇き跡せきだ！　奇跡が起きたんだ！」

「奇跡って!?　ひどくないですか？　わわっわー！」

　彼女の手をしっかりと摑つかみ、ぶんぶんと振る。思いつく限りの言葉でシャーロットの健けん闘とうを褒ほめ称たたえると、彼女は誇らし気だったさっきとは打って変わり恥はずかし気。

　周りにいる生徒から呆あきれた視線で見られていたのに気付いたらしい。

「お祝いだ！　今日はご馳ち走そうにしよう！　いや、記念日にしてもいい！　こんな日が本当に来るなんて！　今日はシャーロット記念日だ！　奇跡が起きた日だ！」

「私、恥ずかしいです……スロウ様落ち着いて下さい！　……やめて下さい！」

「ぶひっっ！」

　俺は真っ赤になったシャーロットに突つき飛ばされた。




「……あの、それよりスロウ様。さっきちらっと一いつ緒しよにいる所が見えたんですけどカリーナ姫のお相手はどうなんですか？　やっぱり大変ですか？」

　その言葉に、演習場が静まった。

　あれだけ魔法の練習に一いつ生しよう懸けん命めいだったのに、カリーナ姫の話題になるやいなや、誰もが聞き耳を立てている。
















「別に俺は四六時中カリーナ姫と一緒ってわけじゃないよ。それに大変なのは俺じゃなくて、カリーナ姫の方。アリシアの時のあれ、シャーロットも覚えてるでしょ？」

「あれは凄すごかったです。アリシアがノイローゼにならなかったのが不思議なぐらいですから」

「今回は多分、あの時以上。サーキスタの第二王女と騎士国家ダリスの王女殿下じゃ、アリシアには悪いけど格が違う。それにカリーナ姫は余り表に出てこない人だから、この機会にお近づきになりたいって生徒が沢山いてね。……授業前の休み時間なんて人がわんさか。まあ皆みんなの気持ちも分からないことはないんだけどね」

「……何だか大変そうですね」

　まっ。シャーロットがあのヒュージャックのお姫様とばれたら、恐おそらくカリーナ姫どころの騒さわぎではないだろうけど。

　シャーロットの祖先は、その美び貌ぼうでドラゴンさえも虜とりこにしたぐらいなんだから。

「その辺は王室騎士ロイヤルナイト達が何とかするだろう。だからさ、シャーロット。さっきの魔法、もう一度見せてよ」

「カリーナ姫には強い護衛の方が沢山いますもんね。でも、分かりました……え？　い！」

　その後、シャーロットは魔力が切れてへとへとになるまで魔法を俺に披ひ露ろうしてくれた。

　ぽんこつ魔ま法ほう使つかいからの脱だつ却きやくを夢見る彼女の姿を俺はずっと見ていたもんだから、演習場に設置された時計は無常にも……。

「スロウ・デニング。お前、姫殿下との待ち合わせに遅おくれるなど……死ぬか？」

　授業後にカリーナ姫を迎むかえに行く約束をすっかり忘れ、王室騎士ロイヤルナイト達にしこたま怒おこられたのであった。

　だが、この時、俺はまだ何も気付いていなかった。

　待ち合わせ場所で、生徒に囲まれながらも丁てい寧ねいに対応する素す晴ばらしい王女様がその胸の中で何を考えていたのか。

　今のところ、非常に正統派に見えるカリーナ姫が何故なせ、アニメに出てこなかったか。

　その理由を、たった一日で俺は理解するのであった。







　カリーナ姫の学園滞たい在ざい二日目。

　事件は、すぐに起きた。

「おい、今日誰だれかカリーナ姫の姿を見た奴はいるか？」

「朝から誰も見ていないらしいぞ！」

　カリーナ姫の姿がどこにもない。

　既すでに特定班によって、カリーナ姫が学園滞在中に受ける授業カリキュラムは皆の知るところとなっており、どの時間帯にどの場所にいるかなんて情報は完全に丸まる裸はだか。

　人のプライバシーを盗ぬすみ見るとんだ変態がこの魔法学園にはいたらしい。

「姫様は寝ね坊ぼうされたに違ちがいない！」

「我らが姫はお茶目なところもあるんだな、チームの皆に伝えろ！　姫様は寝坊だと！」

　はぁ、王女様ってのは大変だなぁ。

　学園に来てまだ二日目なのにもう親衛隊みたいな存在が出来つつある。授業に来なかったら喜ばれる俺とは大違い。

　だが、姫様は次の授業にも来なかった。

　俺と共に受ける筈はずの授業にも来ておらず、何があったのかと心配に思っていると。

「新情報だ！　王室騎士ロイヤルナイトがまだ女子寮りようの前に立っているらしいぞ！　寝坊じゃない！　これは体調を崩くずされた可能性が高くなったぞ！」

「なぁ、やっぱりお見み舞まいに行ったほうがいいんじゃないか!?　皆で行ったらあの怖こわそうな王室騎士ロイヤルナイトだって話を聞いてくれるかもしれないし」

「バカかシューヤ。女子寮は男子禁制だ。すぐさま摘つまみ出されるぞ」

　廊ろう下かを歩いていればカリーナ姫に関する噂うわさがどこからともなく聞こえてきて、学園はカリーナ姫の噂で持ち切りだ。でも体調不良ねえ。まあ、カリーナ姫が普段いる王城の環かん境きようを考えたら……ここは喧やかましすぎるからなあ。




「考えなしの奴やつらが大勢いるから、姫様は出てこなくなったに違いありませんよ」

「おい、ビジョン。お前、俺の昼ご飯はもっと丁寧に運んでこい。スープ、溢あふれてるだろ」

「スロウ様、知っていますか？　──昨日は午後の授業もひどかったようですよ。中には見物人が押し寄せ過ぎて授業にならなかったこともあったとか。あぁ、おいたわしやカリーナ姫。ていうか、スロウ様。僕たちでカリーナ姫のところまでお昼ご飯を届けにいきませんか？　カリーナ姫のお世話係に任命されたスロウ様なら行けるかと、ついでに僕も行きます」

「誰がお世話係だ。それに女子寮は男子禁制だ。お前までシューヤみたいなこと言ってどうするんだよ」

　ダメだ、貧びん乏ぼうっちゃままで興奮してやがる。

「どうした、いきなり黙だまり込んで」

「……スロウ様、後ろに」

「ん？　……うわっ、ダールトン卿きよう、何故ここに」

　立派な髭ひげを生やした王室騎士ロイヤルナイト。いかつい黒髭が特とく徴ちよう的なダールトン卿が俺の真後ろに突っ立っている。驚きの余り、危あやうく椅い子すから転げ落ちるところだった。

「スロウ・デニング。付いて来い──」

　それは、一刀両断ワンソードの異名を持つ王室騎士ロイヤルナイトからの救きゆう援えん信号であった。




「ちょっと見てよあれ！　何で豚ぶた公こう爵しやくが女子寮に入ってきてるの！」

「だ、駄だ目めだよそんなこと言っちゃ～。変に目を付けられたら大変なんだから！」

「ふん。何よ公爵家デニングって。うちだって泣く子も黙る……あ、デニング様、こんにちは～」

　あーあー、何も聞こえないー。俺は何も知らないー。

　心を無にして、ぶひぶひぶひ。

　目の前には王室騎士ロイヤルナイトダールトン卿のでかい背中。この男がいなければ女子生徒の花はな園ぞのから俺はすぐにでも叩たたき出され、俺の学園生活に新たな伝説が生まれるだろう。

　豚公爵が遂ついに女子寮に忍しのび込んだ、と。

「でも……前と比べたらすっごく瘦やせたよね」

「ねぇ貴女あなた、喋しやべりかけてきなさいよ。今なら玉たまの輿こしよ！　そりゃあ公爵家デニングは戦いくさ馬ば鹿かばっかりだけど、あの人は勘かん当どう寸前って噂だし……戦場に行かされるなんてことは……」

　視線が痛い……

　けれど、罵ば詈り雑ぞう言ごんというばかりじゃない。今までとは、ほんのちょっぴり反応が違う。

　すれ違い様に俺にぺこりと顔を下げる女の子がいたり、嫌けん悪お感かん丸出しの視線が明らかに減っている。中には俺に話しかけようか迷ってるらしき子もいるみたいだし。

「シャーロット。この反応は……」

「スロウ様は公爵家デニングなんですから、これが当たり前なんです！　それよりも！　スロウ様、私なんかが王女様のお部屋に伺うかがってもいいんでしょうか」

「何を言ってるんだシャーロット。俺達は一いち蓮れん托たく生しようでしょ！」

「でも、私！　何の役にも立てませんよ！」

「喧しいぞ、従者」

「ご、ごめんなさいっ！」

　階段を一段一段上りながら、話し続ける俺達を叱しかり飛ばす王室騎士ロイヤルナイト。

　俺は王室騎士ロイヤルナイトに乞こわれ、体調の優すぐれないカリーナ姫の部屋にまで連れて来られているのである。もしや俺特製のヒールをカリーナ姫に掛かけてあげろとかだろうか？

　そして、女子寮最上階にあるアリシアの部屋へと続く扉とびらを通り過ぎて、カリーナ姫の居室まで辿たどり着くやいなや王室騎士ロイヤルナイトは躊躇ためらうことなく扉を開け、中に入っていく。

「え、勝手に入っていいんですか？」

「構わん」

「カリーナ姫の許可は取ってないですよね。その感じだと……」

「……構わん」

　いや、カリーナ姫は構うだろ。

　だけど、しかめっ面つらの王室騎士ロイヤルナイトはそれ以上喋るつもりは無さそうだった。

　中の造りは俺の部屋と余り変わらないが、部屋の広さは倍近く。肌はだ触ざわりのよさそうな絨じゆう毯たんが敷しかれ、張り出し窓。男子寮の一階の通つう称しようタコ部屋に住んでいる者達が見れば、嫉しつ妬との気持ちすら起きないだろうまさに勝ち組の住居。

「ここから先へ行けるのはスロウ・デニング、お前だけだ」

　そんな不ふ吉きつな言葉と共に、王室騎士ロイヤルナイトは寝しん室しつへと繫つながる扉の前に俺を引っ張り出した。

「従者、お前は部屋の隅すみに立ってそいつの帰りを待っていろ。姫ひめ殿でん下かの機き嫌げん次し第だいだが、それ程ほど時間は取らせん筈だ」

　え？　俺一人だけで中に入るの？　王室騎士ロイヤルナイトもついてこずに？

　ちょっと待て、そんなことは聞いてないぞ。

「スロウ・デニング。部屋の中で見たものは全すべてお前の心の中に秘ひめておけ。中で見たことを外で喋ろうものなら──」

「あーもう！　分かってるよ！　本当に王室騎士ロイヤルナイトってのは面めん倒どうな奴らばかりだな！」

　勝手な王室騎士ロイヤルナイトによって開かれる王女様の寝室の扉。

「──では、健けん闘とうを祈いのる」

　ノックすらせず、さらに絶対に許可も取っていないだろうカリーナ姫の寝室に、俺は背中を押され強ごう引いんに押し出されたのだ。




　甘く香かおる、そこは異世界。

　カリーナ姫の寝室という名の桃とう源げん郷きよう。

　だが──体調を崩されたと噂のお姫様はそこにはいなかった。




「ふっふーん。ふふーん。ふーん」

　目に入ったのは薄うすピンク色のパジャマを着て、ベッドに寝ねそべる女の子の姿。

　だらけきった顔にぴょこぴょこと飛び跳はねている寝ね癖ぐせ。そして、もぐもぐと動く口。

　あ、これは、見てはならない王女様の素すだと俺は直感。だから急いで回れ右。しかし。

「ぐはあ！」

　あの王室騎士ロイヤルナイトによって音も立てずに扉は閉められており、俺の額にジャストミート！

「──だ、誰っ!?」

「あいたたた……カリーナ姫……俺です」

「え……」

　暫しばしの沈ちん黙もく。

　そしてクッキー片手のまま、ベッドの上で寝そべる殿下と見つめ合う。

「ええええええええええええええええええ」

　クッキーの粉ふん砕さいを確かく認にん。がばっと頭を上げ金色の前まえ髪がみがふわりと浮ういた。

　そしてカリーナ姫はシーツを頭から被かぶって叫さけんだ。

「ダールトン！　どうしてスロウ君を勝手に私の部屋に入れたの！　……もう！　ダールトン！　さいっあく！」

　だが、返事はない。寝室の外に今も待機している筈だが、ダールトン卿は姫の呼びかけをわざと無視しているようだった。

「あの……カリーナ姫？」

「……私。そんな名前じゃ、ないから」

「いや、そんなこと言われましても……」

　しかし、俺は未いまだ信じられない。

　俺が今さっき見た姿は本当にカリーナ姫なのか？

　頭の上からシーツを被り、その姿はまるでふて腐くされた子供のよう。

　とてもじゃないが、昨日生徒達に優やさしく応こたえていた彼女には見えなかった。

「………………帰って」

「えーっと、あの……皆みんな、待ってます。姫ひめ様が体調を崩されたんじゃないかって心配してる者達も大勢い、いますよ？」

　だが、シーツの中からは何とも言えないうめき声が聞こえてくるだけ。

　カリーナ姫はシーツの中から一向に出てくる気配がなく、さっきのご機嫌な姿から察するに別に体調が悪いというわけでもなさそうだ。

　膨ふくらんだベッドの住人に、俺は根気強く何度も話しかけるが、返事が無い。

　取り付く島もないとはこういうことか、俺は額に手を当てて、白い天てん井じようを仰あおぐ。

　しかし、俺には心当たりが無い。一体、なぜカリーナ姫はこのようなことになったのだろう。あ……そう言えば、カリーナ姫は引き籠こもり姫とか言われていたな。




「……スロウ君。全部、君の父親のせいだよ」

「どういうことですか？」

　麗うるわしの王女様はシーツの中から顔だけ出して、その姿はまさに引き籠り姫。

　恐おそる恐る俺の他ほかには寝室に誰だれもいないことを確認すると、ぽつぽつと語り始めた。

「……マルディーニから、デニング公爵からの迷宮ダンジヨン探たん索さくの許可は下りたって連れん絡らくが来た。でもそれは、何日も先……。ってことは、私は暫しばらく学園にいないといけない……後何日も王女様らしく慣れない顔で笑ったり……ニコニコ手を振ふったりしないといけないの！」

「あの……それが一体……」

「だから～わかんないかな[image: ～][image: ～]！　昨日の姿なんてぜーんぶ噓うそ！　頑がん張ばって王女様らしく振ふる舞まっただけなんだってば！」

　苛いら立だちをぶつけるかのように、枕まくらが飛んでくる。

「スロウ君、私はこの部屋から出ないからね。ぜ[image: ～][image: ～]ったい！　だって私は王女様っぽく振る舞った！　私、頑張ったから、お休みはあって然しかるべき！　それにここって胸や腰こしばかり見てくる男の子ばっかり！　昨日みたいな日が今日も続くなんて絶対に嫌いや!!」

「う、うわ！　暴力反対！　って、うわ！　どうして地面に花か瓶びんの破は片へんが！」

　どこか部屋が荒あれていると思ったら、床ゆかにはカーテン、窓ガラス、時計、教科書……様々な物が壊こわされて散らばっている。台風でもきたのかと言わんばかりの無残な室内。

「君が出て行くまで、私は徹てつ底てい抗こう戦せんする！　出てって！」

　おいおい、全然おしとやかじゃねえじゃねえか！

　でもだから黒髭ダールトン卿、あんなに疲つかれきった顔をしていたのか…。

　……いや、ちょっと待て！　あの黒髭野や郎ろうはまさかこのカリーナ姫の説得を俺に一任したのか？　無理だろ！　俺は引き籠りカウンセラーじゃねーぞ！

　カリーナ姫は頭だけシーツから出した状態のまま、かたつむりのような姿で俺に抗議。

　さすがに姫様のお世話役として認識されている今、ずっと姫様に引き籠られたら嫌な噂うわさも立つかもしれないしな……何とか外に出てきて欲しい。

　俺はカリーナ姫の攻こう撃げきが落ち着くのを待って、話しかける。

　何度も何度も、ポジティブに。食堂のご飯が美味おいしいとか、空気が綺き麗れいとか。

「カリーナ姫……えっと……学園は楽しいですよ……」

「何が楽しいの？　昨日は大変なだけだったけど」

「えーっと……と、友達と一いつ緒しよに遊んだり？」

　それは……自分でも思ってもいなかった言葉だった。

　学園が楽しい？　俺は何を言ってるんだ？　学園なんて公こう爵しやく領地から逃にげ出して、シャーロットと二人楽しく暮らすための避ひ難なん場所でしかないのに。

　それに友達だって？　何を隠かくそう、俺は友達が非常に少ない。休み時間だって、基本沈黙だし。でも、俺は思いつく限りの楽しいイベントを喋り倒たおし、時間が許す限りカリーナ姫を外に出すよう説得し続けたのであった。




　しかし、結果は無残。

「ぶひぃ……」

　不ふ甲が斐いなさに打ちひしがれながら、さらに男子禁制を掲かかげる女子寮りようの皆からの非難の視線を浴びながら、階段を下りて行く。

「ぶひー。ぶひ……ぶひぶひ」

「ふむふむ……なるほど、なるほど」

　やっぱり俺に引き籠りの説得なんて無理なんだよ。

　俺は太めの身体からだを縮こまらせながら、隣となりを歩くシャーロットに姫様とのやりとりを大分ぼかしながら伝えた。姫様は昨日の熱ねつ狂きようぶりが嫌になってしまっただけだと。

　もしかしたらもう外に出てこないかもしれない、と。

「でも、スロウ様は頑張って説得されたんですよね。なら絶対、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「……大丈夫？」

　カリーナ姫の説得は失敗に終わってしまった。

　そう考えていたんだけど、シャーロットはそう思わないらしく。

「お姫様が部屋に閉じ籠った理由はよく分かりませんけど、きっと出てくると思います」

　自信満々にそう言い切るシャーロットに、俺は面めん食くらった。

「……どうして？」

「だってスロウ様は──私を、外に連れ出してくれましたから！」

　そう言う、彼女の顔は相も変わらず自信に満ち溢あふれていた。







　ドドドドド！　ドドド！　ドドドー！

　オークの行進？　違ちがう、俺の足音である。

　これまでとは異なる圧あつ倒とう的なスピードで朝の学園を爆ばく走そうする俺の足音だ！

「スロウ様、す、すごい！　タイムも上がってきましたね！　オークだってそんなに速く走れませんよ！　これでもうスロウ様のことリアルオークなんて言う人はいません！」

「ちょっと演習場を突つっ切って来るよ！　この時間帯今ならまだ誰もいないから！　ぶひひー！」

　もういつものコースは飽あきてしまった！

　あのガタガタ地面をダッシュすることで、バランス感覚を養うんだ！

「わー！　スロウ様、前！　前見て下さい！」

「ん？　……う、うわああああいあああああああ！」

　すぐ先に道を横切る例の黒くろ猫ねこ。

　どうやら、風の大精せい霊れいさんは朝の散歩を楽しんでいたらしい。

　……が、おいそこで止まるなよ！　その身軽な身体で退どけよ！

　だけど奴やつは絶対に退かないとでも言いたげな眼まな差ざしで、その場に静止。

　このままでは大精霊さんを蹴け飛とばしてしまう！　本当は魔ま法ほうで俺なんか簡単に吹ふっ飛ばせる大精霊さんだが、シャーロットの前でペットとしての毎日を謳おう歌かしている。

　今だって、ああしてびっくりした猫を演じてるしな！

「ぶひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい」

　まずい！　踏ふんづけてしまう！　風の大精霊さんを怒おこらせたら後が怖こわいし、めんどいだから。大精霊さんを避さけるように、地面の上をずさああああああ。

「いってぇ……」

　あーもう、何であんな所にいるんだよ……。

　どうせシャーロットの様子を見に来ただけだろうけど、わざわざ俺の進行方向にいる必要はないだろ！　俺はすかさず杖つえに手を掛かけ。だけど──。

「スロウ様、足のケガは魔法で治さないんですか？」

「これは前方確認を怠おこたった俺への罰ばつとして、暫く残しておく」

「……偉えらい！　偉いです！　ご立派になられました！」

　ふん、当たり前だ。俺は最近、この学園でも評判急きゆう上じよう昇しようの良い子ちゃんだからな！

　ってぁぁ！　あの化け猫どこに消えやがったっ!?　文句を言おうと思ったら、元げん凶きようである風の大精霊さんはいなくなっていた。……あの野や郎ろう！

「そんなえらいスロウ様に朝のプレゼントです！　じゃあはい、どーぞ」

「プレゼント？　あぁ……」

　シャーロットの手から直接、渡わたされる瘦やせ薬。

　内容物はもう半分以上無くなっており、液体の中からはミミズが顔を出して、こんにちは。解放される日が近いことを理解しているのか、今日も元気にウネウネとうねっていた。

「……シャーロット。ジュースは？」

　この瘦せ薬、液体が減ってきたことで、次し第だいに濃のう度どが高まり味も濃こくなってきたのだ。どんどんとまずくなってきて、さながらドブ水を飲んでいる気分。最近は少量でも飲むと、頭がキーンとして涙なみだが出る。さらに吐はき気けも止まらない。

　さすがに身の危険を感じたので、俺は出来るだけ身体に優しい飲み方はないかと考案。

　そして、辿たどり着いた。

　多量の甘いジュースで、原液を薄うすめて飲む。単純故ゆえに効果は絶大。

「はい、これでいいですか？」

「あ、もうちょっと……シャーロット。もうちょっと入れて！」

「そんな子供みたいなこと言ったらダメです。はい！　どうぞ！」

　シャーロットから渡された薄まった瘦せ薬。そいつを見ないよう瞼まぶたを閉じ、眉み間けんに皺しわを寄せる。特に意味はない。思考に没ぼつ頭とうしている感じを出して、覚かく悟ごを決めているだけだ。

「スロウ様……！」

　シャーロットは俺の静かな抗議に気付いてくれたのか、ハッとした声を出す。俺だって瘦せ薬が飲みたくないからこんな顔をしているわけではないのだ。ただ……味がね……。

「す、スロウ様……カリーナ姫ひめが……」

「そうだね、カリーナ姫だ。シャーロット、よく今俺が考えていることわかったね」

　そうである。

　俺は今、引き籠りと化したカリーナ姫のことを考えていたのである。

　カリーナ姫のお世話係に任命されてからはや三日目、俺に与あたえられた任務は彼女のお世話でなく、どのようにして彼女をあの部屋から連れ出すかに変わったのだ。

　しかし、引き籠りからの脱だつ却きやく法なぁ……。美味しいもので釣つるか、お金で釣るか、それとも珍めずらしい綺麗な石で釣るか……。

　いや、今ので出てくるのは俺か、貧びん乏ぼうっちゃまか、シューヤぐらいだろう。

「スロウ様、スロウ様」

「むむむむむ。今、ちょっと忙いそがしいから……」

　ぐらぐらと視界が回る。

　シャーロットが俺の肩かたをぐらぐら揺ゆらし出したからだ。

「分かった、分かったからシャーロット、荒あらぶらないで！　ちゃんと飲むから！」

「違います！　あそこ！　見て下さい！　カリーナ姫ですよ！　あそこに！」

　そんな馬ば鹿かな。

　あの頑かたくなに外に出ない宣言をしたカリーナ姫が、たった一日で外に出てくるわけがない。

　しかし──シャーロットの言う通り、姿あり。

　早朝、まだ生徒の大半は穏おだやかな眠ねむりについているだろう時間帯。

　姫殿でん下かは周りをきょろきょろ確かく認にんしながら、挙動不ふ審しんな姿で歩いていた。護衛の王室ロイヤル騎士ナイトを連れていないが、あれは間ま違ちがいなく殿下だ。

　背せ丈たけの大きな木々の枝を一本一本凝ぎよう視しして、何かを探しているようだ。

　まさかカリーナ姫……昨日俺が伝えた伝説の喋しやべる小鳥を探しにきたのか？　俺とシャーロットがその場に立ち竦すくんで、カリーナ姫の行動を静かに観察していると、ようやく彼女は俺達の存在に気付いたようで。

「……スロウ君、何でこんな朝早くに！　それにこれはち、違う！　これはえっと……眠り過ぎて早起きしただけ！　別に私は喋る鳥を捕つかまえようとしたわけじゃなくて……！」

　他ほかにも急に外の空気を吸いたくなったとか、やることが無くて暇ひまだったからとか、カリーナ姫は息が続く限り、怒ど濤とうの言い訳を繰くり返した。

　イマイチ要領を得なかったけれど、結局は喋る手のひらサイズの小鳥なんて、そんな子供みたいな迷めい信しんを信じたりはしないということが言いたかったらしい。

「理解してくれたならいいんだけど……ていうか、それ何を持ってるの？」

「シャーロットが持ってるのはそれはその……俺の瘦せ薬です」

　自分で言ってて泣きたくなってきたぞ。

「中にミミズが浮うかんでるのは私の気のせいかな……」

　カリーナ姫はシャーロットが持っている瘦せ薬の原液を見て、えらくビビっていた。

　ていうか冷静に考えて、最初はあの原液をそのまま飲んでたなんて頭可笑おかしいよな。幾いくらシャーロットが作ってくれたと言っても、ミミズ液だぞ……あれ。

「これはえっとですね、カリーナ姫様！　私特製の瘦せ薬なんです！　中に入ってるミミズは鷹の爪ホークロー商会から買い付けたモンスターでっ────あ、私はスロウ様の従者のシャーロットと言います！」

　シャーロットは自分が俺の従者であることを簡単にカリーナ姫に伝え、俺が飲んでいる液体についての説明を始めた。仰ぎよう々ぎようしく、何度もぺこぺこと頭を下げながらシャーロットは言う。しかし、カリーナ姫はドン引きしたまま、シャーロットを見るばかり。

「──だからスロウ様はあっと言う間に瘦せたんです！　ですよね、スロウ様！」

「う、うん……理解はしたけど君……それ、本気で言ってるの？　スロウ君もスロウ君だよ。君の従者がここまでインチキ商会にはっきりと騙だまされてるのに、効果あるとか噓うそつくのはよくないと思う」

　カリーナ姫は俺のシャーロットへの涙ぐましい気き遣づかいなんてお構いなしに、ばっさりと切り捨ててしまうのだった。

「わ、わーっ！　カリーナ姫、ちょっとこちらへ！」

　俺は彼女の手を取って、木こ陰かげに移動。

　カリーナ姫の滞たい在ざい初日。授業中、分からないことがあれば俺に小さな声で質問していた彼女だけど、俺はすぐにカリーナ姫の知識がかなりのものであることに気付いた。

　王都で英才教育を受けていた彼女にとっては、この瘦せ薬がシャーロットの言う効果なんてこれっぽちもないことがすぐに分かったんだろう。

　慌あわててカリーナ姫に事情を説明する。

「シャーロットはあれが本物の瘦せ薬だって信じてるんだから、やめて下さい！」

「え、えぇ……あれが瘦せ薬って、頭お花畑すぎない？　世間に疎うとい私だって分かるのに」

「いいんですよお花畑で！　そこがシャーロットの良さですから！」

　シャーロットは人を疑うということを全く知らないから、自分が騙されてるなんて微み塵じんも考えていなかったのだろう。でも……それでいいんだ！

　俺はシャーロットに人を疑うことを知らない心の綺き麗れいなままでいてほしいのだ！

「……君も中々ひどいこと言うね」

「何の効果もないことぐらい分かってますよ！　でもシャーロットが信じてるんです！」

　俺は基本的にシャーロットのやることについて、反対はしない。

　だから客観的に見たらおかしいということについても、黙もく認にんしてしまう傾けい向こうがある。

「あー…………スロウ君、後ろ」

「え？　う、うわ！」

　振ふり返れば、どよ～んと沈しずんだ空気の従者さん。

　木々の間から顔を半分出して、じっと動かない。俺はカリーナ姫に説明することに忙しくて、シャーロットがこっそり忍しのび寄り、聞き耳を立てていたことに全く気付けなかった。

「あー、いや。シャーロット。誤解しないでほしい」

「スロウ様、私騙されてませんから……！　それに頭もお花畑じゃないですからー！」

「シャーロット！　違ちがうんだ！　俺はそんなこと思ってない！」

「鷹の爪ホークロー商会はインチキじゃないですし、私の瘦せ薬は絶対に効果あるんですからー！」

　ですからー、ですからーと。

　シャーロットの声が早朝の学園に響ひびき渡り、消えた。

　彼女の足音が聞こえなくなると、辺りはしんとして鳥のさえずりが小さく耳に響く。カリーナ姫が目線だけで鳥の居場所を探さぐっていて、俺と視線が合うとちょっと顔を赤くした。




「スロウ君…………ごめんね。私が口を挟はさむ問題じゃなかったみたいだ」

「いえ……いいんですよ。実際、飲むのは嫌いやでしたから……」

「でも、これで君と従者である彼女の仲が悪くなったら嫌だし」

「大だい丈じよう夫ぶです。シャーロットはこれから食堂でお手伝いがあるので帰っただけです」

「お手伝い？　……ふうん、公爵家デニングに雇やとわれている従者でもお金に困ることがあるんだ……。あ、それならスロウ君。いい考えがあるんだけど」

　カリーナ姫は何かを思いついたらしかった。

「君の従者も誘さそってさ、私と一いつ緒しよに迷宮ダンジヨンに潜もぐらない？　彼女も喜ぶんじゃないかな。迷宮ダンジヨンはお金稼かせぎにはピッタリだ」

「俺達学生が迷宮ダンジヨンに潜るのは父上がやって来るまで禁止されていますし、無理ですよ」

　すると、王女様は俺のおでこに人差し指を当てて。

「スロウ君。私は騎士国家ダリスの王女だよ？」

　微び笑しようを添そえて、王女は言った。








二章　迷宮ダンジヨンとモンスター









「はぁ[image: ～][image: ～]、やっと終わった。マットー先生の授業、やたら厳しんだよなあ。徹てつ夜や明けの身にはきついって言うかさあ」

「なーに言ってんだシューヤ。お前は徹夜関係無く、居い眠ねむりの常習犯だろ」

　授業の合間に訪おとずれる短い休み時間は俺にとって苦痛の時間だ。

　ビジョンが一緒じゃなければ、俺がやることはなにもない。席についたまま教科書をつまらなそうに眺ながめるか、騒さわぎ出して喧やかましい奴やつらをぼうっと見つめるだけだった。

　でも、最近は違う。

　暇な時は、窓の外を眺めればいい。

　そこには名も知らぬ大勢が学園を移動する姿が見えるだけじゃなく──。

「さて、と。シューヤ、そろそろ行くか？」

「おう！」

　彼女の後ろにぞろぞろと付いていく人の流れは大名行列のよう。カリーナ姫はビジョンと似ている金きん髪ぱつだが、人を惹ひきつけるオーラがあいつとは段違い。

　さらにカリーナ姫の傍かたわらに立つ完全武装した王室騎士ロイヤルナイト達。さすがに迷宮ダンジヨンで姫の警護を任される予定だけあって貫かん禄ろくもあり、有名な奴ばかり。たった数日であいつらの追っかけまで出来たみたいだ。奴らも姫様の思いを知っているだろうが……枢すう機き卿きようから生徒達との交流を図はからせろとの命を受けているためか、群がられている殿下を助ける様子は微塵もない。

　殿下に手を焼いているらしい奴らのことだ。多少の荒あら療りよう治じは覚かく悟ごの上で、学園の皆みんなとの交流を図らせたいんだろう。カリーナ姫は内心、不満たらたらだろうけどな。

「握あく手しゆして下さい！」

「姫殿下！　こっち向いて下さい！　俺の占うらないで殿下の未来を占わせてください！」

　占い？　姫様相手に勇気がある奴がいるみたいだな。悪い占いが出たらどうするんだよ……と思ったら、あれシューヤかよ。さっきまでは俺と同じ教室にいたかと思ったら……忙せわしなさすぎるだろ。それにあの野や郎ろう、少しでも自分に興味を持ってもらおうと必死だ。あいつにはアリシアという将来結ばれることが確定な女の子がいるっていうのに……。

　お、カリーナ姫が立ち止まった。

　まさか、シューヤの声に反応した？　あいつのヤバイ占い、受けちゃうの……？　と思ったら……空を見上げた。どうやら校舎の中から姫様を見守っている俺の視線に気付いたようだった。

　でも、どうして俺のこと睨にらんでいるのだろう。

「ささ、そのおっぱげふんげふん……カリーナ姫ひめ殿でん下か！　俺の手を！」

「おい、お前！　どこを見て喋しやべってるんだよ！」

　あぁ、そういうことか。カリーナ姫に外へ出るよう説得した際、学園の楽しいエピソードをアニメ中のシューヤの生活を参考にして言った。

　確かに授業に出たらリア充じゆう生活が送れるかもとは言ったけどさ……そんなにすぐ楽しい生活が待っているのだったら俺だってこんなに苦労してないのだ。

「え！　う、うわ！　ダールトン卿きよう！　俺はそんなつもりでは！　ああ、違うんです！　俺は別に！　う、うわあああああ！　許して下さい、出来心で！」

　さすがにセクハラまがいのことをされれば、王室騎士ロイヤルナイトも黙だまってはいないようだ。

　俺は姫様に心の中でエールを送りながら、彼女の視線から逃にげるようにして頭を教室に引っ込める。そして、休み時間の暇ひま潰つぶし対策として持ち歩いているモンスター図ず鑑かんを引っ張り出して視線を落とした。

「……しっかし迷宮ダンジヨン探たん索さく。まさか、シャーロットがあんなに行きたいって言うとはなぁ」

　魔ま法ほうの成功が、ぽんこつ魔法使いである彼女に大いに自信を持たせたようだった。







「うわー。すごい沢たく山さんのモンスターが載のってますね！　あと、スロウ様！　ページをめくるのが早いです、私まだ全部読んでません！」

「えっ、そんなに時間掛かかる？　殆ほとんど絵じゃん」

　夕方、通りに置かれた木製のベンチに隣となり合って座り、俺は迷宮ダンジヨン探索に向けた予習の真っ最中。隣となりには俺が持つ本を横から一心不乱に覗のぞき込むシャーロット。

　しかし先ほどから俺達の距きよ離りがどうにも近い。

　シャーロットの白い腕うでが本を持つ俺の腕にあたり、気になって仕方がなかった。

「ほら、ここ見て下さい！　劇物を取り込んだスライムなんて全部同じような形で分かりませんから、時間を掛けて読み込まないと！　間違って踏ふんだら大変です！」

　分厚い図鑑には迷宮ダンジヨン内部に生きる多くのモンスターが記き載さいされている。

　シャーロットが熱心に読んでいるのは水が意思を持ったモンスター、可愛かわいらしい沢山のスライムが描えがかれているページである。

「スライムは近付かない限り大丈夫だよ。動きがのろまだからね」

「私はスロウ様程ほどモンスターに詳くわしくありませんから、しっかり勉強しとかないといけないんです！　ふむふむ……次のページ、お願いします」

「──やっぱり一番かっこいのはリザードマンだろ！」

　周りには、俺達と同じようにモンスター図鑑に夢中になっている奴らがいる。

　彼らは皆、軍が主しゆ催さいする迷宮ダンジヨン探索に参加する者達だろう。今、このクルッシュ魔法学園では迷宮ダンジヨンに潜ひそむモンスターについて勉強することが密ひそかなブームとなってるんだ。

「いやいや、俺はユニコーンを推おすね。見ろ、この鬣たてがみ。リザードマンにこの色いろ艶つやは出せない。それにユニコーンは清らかな女の子しか背中に乗せないんだぞ。だから、俺が学園長になったらユニコーンの乗馬体験を必ひつ須す授業にする！　学園の不純異性交遊は全面禁止にするんだ！」

「あ！　スロウ様、見て下さい！　こっちには色んなオークが載ってますよ！」

　モンスター図鑑は、迷宮ダンジヨンに潜むモンスターをイラスト付きで説明している図鑑だ。

　特に俺が持っているモンスター図鑑は冒ぼう険けん者ギルドが製作している特注版、モンスターも特とく徴ちようごとに分類され、かなり詳しく記載されている。

「これってこの前学園に忍び込んだオーク男だん爵しやくじゃないですか！」

　さて、今はデフォルメされたオーク男爵にキュンとしてる彼女こそ、俺の思い人であるシャーロットだ。

　本当はその後にリリィ・ヒュージャックと神聖な名前が続くのだけど、彼女の真実を知っているのは俺だけである。

「実物はあんなに威い厳げんたっぷりなのに……絵だと可愛いですね……」

「そ、そうかな」

　俺にはオーク男爵のどこが可愛いのかさっぱりだ。だってオーク男爵はオークに立派な髭ひげが生えただけだぞ、でもシャーロットには萌もえポイントがあるらしい。まあ、シャーロットはあの恐おそろしい風の大精せい霊れいさんをペットにしてるぐらいだしな……。

「思ったんですけど、スロウ様が持ってる図鑑って他の人のより凄すごくないですか？」

「俺は本物の冒険者が使うものを取り寄せているからね。でも、シャーロット。カリーナ姫達と一緒に迷宮ダンジヨン探索に参加するって本気？　昔はあんなにモンスター嫌ぎらいだったじゃん……俺がオークの真似まねでぶひぶひ言ってただけで泣いてたし」

　それとなく、様子を窺うかがってみる。

　シャーロットの故郷、ヒュージャックは大陸北方より南下したモンスターによって滅ほろぼされ、今もモンスターに占せん領りようされている。何度もダリス、サーキスタ等の連合軍によってヒュージャック奪だつ還かんが検討されたが、その圧あつ倒とう的なモンスターの数から未いまだ実現には至っていない。

　今でも女王陛下の守護騎士ガーデイアン、ドルフルーイ卿などは強きよう硬こうにヒュージャック奪還を主張しているが、あそこはもはや手の出せない魔境と化している。

「泣いたのはず～っと昔の話でもうモンスターなんて怖こわくありません！　スロウ様、次のページ捲めくって下さい！」

　そういう彼女の言葉は勇ましい……のだが！

「あ……スロウ様、また私のこと口だけって疑ってる顔してます」

「ぶひ!?　べ、別にそんなこと思ってないよ！　本当だって！」

　シャーロットには悪いが、図星だった。

「でも、いいです！　私が迷宮ダンジヨン探索の力になれなくても、王室騎士ロイヤルナイトの方々がいるなら深く潜れるかもしれませんし、迷宮ダンジヨンってお金が沢たく山さん稼かせげるって話ですし。ねぇスロウ様。とっても珍めずらしい迷宮鉱物ドロツプを見つけたら、パパッと売ってお小こ遣づかいにしましょう」

「ほー……それはとっても良い考えぶひねえ」

「スロウ様！　口調！」

「おっと、いけない。えー、それはとっても良い考えなので……そうしましょう！」

「やった……！」

　彼女の言葉は力強くて、一いつ緒しよにいると俺まで元気が出る。

　それだけじゃない。

　シャーロットの幸せそうな姿を見ていると、俺までこう……心の底から嬉うれしくなってくる。俺達が出会った頃ころ、悲しみに暮れていたシャーロットと今の君は別人で、俺はもう傍そばにいるだけで幸せなのだ。自分で言ってて恥はずかしくなるが、事実なんだから仕方がない。

　のろけ、そう、これは惚のろ気けだな。

　俺が彼女のことを好きな理由は沢山あるけど一番は──ひたむきさ、とでも言えばいいのか。目に見えるものじゃなくて、近くにいると感じるものだ。




「あ、デニング様もモンスター図鑑読んでるんですか!?　うわ！　しかもそれ！　本物の冒険者が使ってるメッチャ高い奴じゃないですか！」

「……」

「お、俺！　貴方あなたみたいに強くなりたいんで！　今度の迷宮ダンジヨン探索、頑がん張ばります！」

「……」

「スロウ様！　スロウ様が話しかけられてるんですよ！」

「え、あ……俺？　あ……あぁ、頑張ってくれよな」

「はい！　では！」

　癖くせのある茶ちや髪ぱつの貴族生徒。

　キラキラと輝かがやく瞳ひとみで、名も知らぬ誰だれかが去っていく──。

「あ──おい！　そこのお前、ちょっと待て！」

「え？」

「迷宮ダンジヨン探索は本来、命懸がけで行うものだ。少しでもやばいと思ったら、即そく撤てつ退たいしろよ！」

「は、はい！　分かりました！」

　こうして話しかけられるようになったのもきっと全すべて俺の隣にいる彼女のお陰かげ。アニメのように彼女を失いたくないと思ったから、俺は全てを取り戻もどすことにしたんだ。




　夕暮れの太陽が輝き、学園を照らしている。

　俺が持っていた図鑑はいつの間にかシャーロットの手の中だ。

「お前あの噂うわさ聞いたか？　姫様、どうやら俺達よりも先に迷宮ダンジヨンに潜もぐるらしいぜ。しかも、あの王室騎士ロイヤルナイト達も一緒に！」

「迷宮鉱物ドロツプでも探すのかな、でも姫様ぐらいの立場なら欲ほしいって言えば何でも手に入ると思うけどなぁ」

　迷宮ダンジヨン、それは迷宮核ダンジヨンコアと呼ばれる鉱物によって発生するモンスターの世界。

　そんな迷宮ダンジヨン探索への誘さそいを、シャーロットは二つ返事で了りよう承しようした。

　ヨーレムの街で劇場に行くと言い出した時もそうだが、今のシャーロットには目指すべき自分！というものがあるようで……。

　迷宮ダンジヨン内では王室騎士ロイヤルナイト達が手分けして、ドラゴンの幼体を探すらしい。

　幼ドラゴン、もし市場に流れれば金貨百枚……いや、三百枚は下らない曰いわく付きのモンスター。枢すう機き卿きようの悲願らしいが、意外とカリーナ姫も乗り気のようだ。でもロコモコ先生は姫様達の迷宮ダンジヨン探索に最後まで反対していた。王室騎士ロイヤルナイト達が迷宮ダンジヨンを荒あらせば、その分だけ迷宮ダンジヨンは自衛のために一時的に大量のモンスターを生み出すからな……。




「どうしたのシャーロット。何か気になるモンスターでもいた？」

「あ……いえ……その」

　シャーロットが一枚のページに視線を落とし、瞬まばたきもせずじっと見つめていた。

　そこにいたのは大空の覇は者しやとも呼ばれる、ドラゴンだった。丸々数ページにもわたって特集されているドラゴンの、名だたる逸いつ話わなんかを読んでいたようだった。

「シャーロット、それは──」

　草原に立つ一人の女性を見守る黒こく龍りゆう。

　よく見れば巨きよ大だいな黒龍に寄り添そう女性の足元に、黒くろ猫ねこの小さな姿も見える。

「そいつは確か……」

　知能の高い龍には様々な逸話がある。

　その中でも飛び抜ぬけて有名なのは、やはりヒュージャックの守護龍だろう。

　嘗かつて、大陸中央部に存在したヒュージャックは、北からモンスターの侵しん攻こうを度たび々たび受けていた。ドストル帝てい国こくと日夜争い、自分達の領土を求め続ける北のモンスターは騎士国家ダリス、水龍国家サーキスタよりもヒュージャックを与くみしやすしと判断したのだ。農耕に勤いそしむ朴ぼく訥とつ気質な国が、北の強力なモンスターに攻せめられればひとたまりも無い。

　だけど、ヒュージャックには強大な守り手がいた。




「ヒュージャックの……守護龍セクメトか」

　かの国がモンスターに襲おそわれる度、どこからか現れる黒龍。

　いつしか黒龍はヒュージャックの守護龍と呼ばれるようになり、守り神の如ごとく崇あがめ奉たてまつられるようになる。しかし守護龍は、見返りもなくあの国を守っているわけではなかった。守護龍はモンスター殲せん滅めつの代価と言わんばかりに、時代時代の姫ひめを連れ去ったのだから。

「スロウ様は……守護龍って本当にいたと思いますか？」

　モンスターに狙ねらわれながら、モンスターに救われる歪いびつな関係。ヒュージャックは守護龍に守られながら、いつか龍に頼たよらずとも自衛出来るようにと国力を増強し続けた。

　枢機卿はドラゴンの幼体を手に入れられれば、見返りなく国を助けるような守護龍に成長させたいと望んでいるのだろう。

「ああ、いたと思うよ。龍は気位が高い生き物で、約束を大切にする。嘗てのリリー姫は自分の未来と引き換かえにモンスターの殲滅を望み、黒龍は実行した。そして、黒龍は彼女が亡なくなってからも約束に縛しばられ続けたんだろう」

「心を奪うばわれたからって、その人が亡くなった後もずっと国を守り続けることなんてあるんでしょうか。それに国を守るモンスターなんて本当にいたのかなって……だって、本当にいたなら──あの時──」

「シャーロット。幾いくら龍が長生きとはいえ、守護龍セクメトが最後に現れたのは百年も前の話だよ」

「あ、そうでした……私、何を言ってるんだろう」

　その後もずっとシャーロットは、思いつめた顔で何かを考えていた。

　これまでこうしてヒュージャックに関わる話題は避さけていた彼女。

　俺に故郷の話を振ふってくることなんて記き憶おくに無い。

　黒龍セクメトとヒュージャック。シャーロットの祖先は自分の身を黒龍に差し出し、国を守った。けれど十年近く前、彼女の祖国はモンスターに敗やぶれ、滅びた。

　ヒュージャックの誰もが期待したのだろうが、守護龍は現れなかった。

　強大なモンスターも寿じゆ命みようには勝てないと言うことか。




「シャーロット。良かったらそれ、あげようか？」

「とっても高そうですけど、いいんですか？」

「俺はもう読み終えちゃったからね。それに今度、新しいのが届くし」

「わっ……ありがとうございます、スロウ様！　私、大切にします！」

　過去を知る俺からすれば、シャーロットがモンスターの本を渡されて喜ぶなんて想像も出来なかった。昔はモンスターのイラストを見ただけで、怖がっていたような子なんだ。

「それじゃあ、私。食堂のお手伝いに行ってきますね！　ちなみにですけどスロウ様、今日のデザートは豪ごう華かです！」

　そう言って、シャーロットは図ず鑑かんを抱かかえ去っていく。

　でも……大だい丈じよう夫ぶかなあ。

　シャーロットはもう小さくないから大丈夫って言うけど、モンスターはなあ。劇場で盗とう賊ぞくを相手にするよりハードルが高い気がするんだ。

　何せシャーロットの祖国はモンスターによって滅ぼされたのだから。

　ヒュージャックからデニング公こう爵しやく領地に逃にげて来る間はずいぶんと怖い思いをしたようで、俺と出会ったばかりの頃は毎日うなされてばかりだった。

「……」

「──ねえ」

　一人、物思いに耽ふけっていると、いつの間にか誰かが目の前に立っていた。

　太陽の逆光を浴びて目がくらむ、それでも俺には彼女が何者か理解出来た。

「……お前、デニングに何か用があるのか？」

「シューヤ。貴方は先に行ってて」

『シューヤ・マリオネット』の主人公様と、メインヒロイン様だ。

「アリシア、お前。ヨーレムの街から帰ってきたら、ちょっと変わったよな。ま、別にいいけど」

　アリシア、そして隣となりに立つ燃えるような赤あか髪がみの名前はシューヤだ。アニメの中では救世主として帝国に挑いどんだシューヤだけど、今は戸と惑まどってアリシアを見ていた……が。

「……あっ。そうだデニング。俺、お前に頼たのみたいことがあるんだった」

　思わず、身構える。

　アニメの中では対立していた俺達だけど、今だってその構造は変わらない。

　この学園に入学してから、シューヤとは常に対立してきた歴史がある。

　きっかけは忘れた。だけど、昔の俺はこいつの行動が全て気に食わなくて、何かとちょっかいを掛かけては喧けん嘩かの毎日。いや、みなまで思い出す必要はない。

　喧嘩の内容も大体、俺の方が悪いんだけど……今いま更さら仲良しごっこするつもりは俺には──。




「今度、軍主しゆ催さいの迷宮ダンジヨン探たん索さくに俺も参加するんだ。それで相談なんだけど……俺、迷宮ダンジヨンには一番に潜りたくてさ、お前の力でどうにかなんない？　お前って公爵家デニングの人間だろ？　だから、こう……なっ、わかるだろ？」

「は？　いや、それはさすがに無理だと思うけど……」

「そこを何とか頼むって！　俺、ここを卒業したら軍に入りたくってさ！　ほら今って物ぶつ騒そうな時代だろ？　学園に危険人物が忍しのび込んでたり迷宮ダンジヨンが出来たり、軍に入ってこの国を守りたいんだ。だから迷宮ダンジヨンに潜って活かつ躍やくして、お前の父上の記憶に残りたいんだよ！　なっ、頼むよデニング」

「あっ、ああ……分かった……」

「うぉぉぉし、やった！　助かる！　じゃあ、俺は先に行ってるからなアリシア！　もうデニングと喧嘩するなよ！　ていうか、お前ら。ヨーレムで絶対に何かあったよな！」

「もう、シューヤ！　早くあっち行きなさいってば！」

　二人のやりとりは仲なか睦むつまじい友達のそれ。

　またアニメのようにお互たがいを意識しているようにはとても見えない。

　シューヤは借金のためにアリシアにこき使われているし、アリシアもシューヤのことを都合の良い召めし使つかいとしか見ていない。……いや、こいつらの関係は俺には関係ないか。

「はははっアリシア。怒おこるなって！　じゃあな！」

　それよりもシューヤだよ。

　あいつは今までのことが無かったかのように、俺に話しかけてきやがった。

　何だよ……これじゃあ、俺が一人ひとり相撲ずもうを取っていたみたいだ。

　シューヤのことを意識していたのは、どうやら俺だけのようだった。

「……いいのか？　あいつ、先に行っちゃったけど」

「いいの！　それより豚ぶたのスロウ。リトル・ダリスのお守もり、うまくやってるみたいじゃない。私、正直言いましてかなり驚おどろきましたわ」

　アリシアはベンチに腰こしを下ろす。

　そこはシャーロットがさっきまで座っていた場所。

「驚いたって……何でだよ」

「一日でギブアップだと思ってましたから。あの方が授業に出てくるなんて、驚きよ」

「まさかお前……カリーナ姫のあれ、知ってるのか」

「リトル・ダリスは王家の催もよおしでも何かと理由をつけて欠席してましたから……ま、あの方は特別ですから文句を言う人なんて誰だれもいませんけど。だから学園でも初日だけ頑がん張ばって後は適当な理由で引き籠こもるかなって思ってのに……どんな技わざつかったのかしら」

「別に俺は何もしてないよ。それより話ってカリーナ姫のことか？」

「貴方あなたがリトル・ダリスと迷宮ダンジヨンに潜もぐるって噂うわさを聞いたんだけど……本当？」

「……耳が早いな」

　そこに迷宮ダンジヨンの話をする生徒が大勢、通り過ぎる。

「剣けんはだめだ！　ナイフにしろ！」

「いや、剣でいく！　俺にとっては迷宮ダンジヨンは遊びみたいなもんさ」

　盛り上がる彼らをアリシアは冷めた目で見つめていた。

「……迷宮迷宮ダンジヨンダンジヨンって馬ば鹿かみたい。それに軍も冒ぼう険けん者ギルドに迷宮ダンジヨンの管理を任せることもせず、森の中に放置するなんて……公爵様の考えが私、信じられませんわ」

　迷宮ダンジヨンの扱あつかいは国によって対応が違ちがう。

　だけど大体はアリシアの言う通り──迷宮ダンジヨンの発見と同時に冒険者ギルドに管理を一任するか、迷宮ダンジヨンを潰つぶすために大勢の兵士を送り込むのが通例だ。

　そしてこの国、ダリスでは後者が一いつ般ぱん的。

　迷宮ダンジヨンの管理を冒険者ギルドに託たくせば莫ばく大だいな税収が手に入るが、弊へい害がいも大きすぎる。

「サーキスタにはあの大迷宮ダンジヨンがあるから、お前が不安に思う気持ちも分かるけど……」

「あのね、私は学園のことを思って言ってるの！　だって外から迷宮ダンジヨンにモンスターが侵しん入にゆうして、万が一にでも迷宮核ダンジヨンコアが奪われたらどうするのよ」

「関係の無いモンスターが迷宮ダンジヨンに入らないように、あんなに沢たく山さんの兵士が迷宮ダンジヨンへの入り口を見張ってるんだろ」

「私はね、あれぐらいじゃ甘すぎるって言ってるの。冒険者ギルドなら、それこそ周辺のモンスターを根絶やしにするぐらい徹てつ底てい的にやりますわ」

　暗くら闇やみの最深部に鎮ちん座ざし、迷宮ダンジヨン内にモンスターを生み出し続ける迷宮核ダンジヨンコア。

　迷宮ダンジヨンの生死に直結するそれは、人だけでなくモンスターにとっても価値がある。金銀財宝を求めて迷宮ダンジヨンに潜る冒険者のように、迷宮ダンジヨンの支配を求めるモンスターがいるからだ。

　人が迷宮核ダンジヨンコアを手にすれば迷宮ダンジヨンの全すべては崩ほう壊かいし、モンスターが迷宮核ダンジヨンコアを手にすれば迷宮ダンジヨンの全てを手に入れられる。

　だけど、迷宮ダンジヨンを攻こう略りやくするのはモンスターと言えど、並なみ大たい抵ていのことではない。迷宮ダンジヨンから生み出されたモンスターが、外部から迷宮ダンジヨンに侵入するモンスターを命がけで排はい除じよするからだ。

「もし外部のモンスターが迷宮核ダンジヨンコアを手にして、大侵攻を起こしたらどうするのよ。こんな場所でアレが起きたら、考えるだけでもゾッとしますわ……」

「大侵攻だって？　そんな大おお袈げ裟さな……」

　大侵攻。

　それは、迷宮核ダンジヨンコアを手に入れ迷宮の支配者ダンジヨンマスターとなった外部のモンスターが、迷宮ダンジヨン内部のモンスターを率いて外に進軍する大災害を指し示す。

　だけど実際は大侵攻なんて滅めつ多たに起こるものじゃない。迷宮主ダンジヨンマスターになれるぐらいのモンスターは、たとえ迷宮ダンジヨンの力を得ようとも人間の軍隊には勝てないと理解している。

　だから、迷宮ダンジヨンの最深部に引き籠ったりして力を蓄たくわえる奴やつらが大半だ。

「貴方から公爵様に言ってよ、あんなもの出来るだけ早く壊こわしたほうがいいって」

「言ってって……俺にはどうすることも出来ないよ。迷宮ダンジヨンを出来るだけ無傷で保つよう指示を出したのは父上だ」

「デニング公爵は──貴方の言葉なら聞く」

「……何を根こん拠きよに」

　アリシアが心配する大侵攻を、俺は一度アニメの中で見たことがある。

　裏切りの守護騎士ガーデイアン、セピス・ペンドラゴンが持つ香こう水すいによって、迷宮主ダンジヨンマスターであったドラゴンは我を失い、迷宮ダンジヨンのモンスターを引き連れて地上に進軍した。

「公爵様は今でも最大の理解者。違う？」

「父上は俺の言うことに反対はしないだろうけど……大丈夫だ。来週には迷宮ダンジヨンは潰れるんだから。それにこんな辺境に、迷宮核ダンジヨンコアがある場所にまで辿たどり着けるような外部のモンスターがいるなんてあり得ないよ」

「……絶対なんてない」

「何心配してるんだよアリシア。大丈夫だって。何もない」

「何か起こったらどうするのよ。私なんてね、傭よう兵へいに王室騎士ロイヤルナイト！　二度も最悪な目にあってるの！　そこにきて迷宮ダンジヨンが生まれたなんて！　嫌いやな予感しかしないじゃない！」

　感情的な声を上げるアリシアだが、俺はここまでこいつが迷宮ダンジヨンを嫌きらう理由を知っている。

「……何かあれば、また助けてやるよ」

「……え」

　冒険者の楽園と呼ばれる、自由連れん邦ぽうのダンジョン都市。あそこにある迷宮ダンジヨンを全て合わせても、比ひ較かくすら出来ぬ迷宮ダンジヨンがアリシアの故郷には存在する。

　北からやってきたモンスターが造り上げた大迷宮ダンジヨン『悪魔の牢獄デーモンランド』。

　南方魔王ハンニバルと呼ばれる迷宮主ダンジヨンマスターの脅きよう威いを身近に感じ続けているアリシアは迷宮ダンジヨンの恐おそろしさを、この学園の中で誰よりも知っているのだ。学園の外に迷宮ダンジヨンが出来て、いても立ってもいられないんだろう。

　でもアリシアに独力で迷宮ダンジヨンを潰す力はない。それは今のシューヤにも言える。

　だから自分に出来ることを考えて、軍に顔が利きく俺に頼たよってきた。

「二回目だって、三回目だって助けてやる。いや、もう回数なんてどうでもいい。何度だって、助けてやる。絶対何かがあるって言うのなら、絶対に助けてやる」

　ずっと後こう悔かいしていた。

　ずっと、何かが心に引っかかっていた。

　俺がシャーロットと一いつ緒しよにいたいという自分の我わが儘ままを通すために、誰かを不幸にしたとすれば、その先に幸せはあるんだろうかって。

　そして俺のせいで一番、辛つらい思いをしたのは誰だろう。

　公爵家デニングか、騎士国家ダリス、それともシャーロット？　──違う。

「シャーロットに言われたよ。俺がまず謝らないといけないのは、お前だって」

　それは、きっと。今、俺の隣となりに座る彼女、アリシアだ。

　元、婚約者フイアンセ。アニメの中ではシューヤと共に正しさを追い求める、同盟国サーキスタの第二王女メインヒロイン。




「今までお前には今まで沢たく山さん迷めい惑わくを掛けた。悪いと思ってる。でも、今更お前はもう俺の言葉なんて信じられないと思うから、これからは行動で示すことにする」

　それは元婚約者フイアンセに対する、俺が在りたい自分であるための決意表明プロローグ。

　既すでにシャーロットにははっきりと伝えているけれど、アリシアにはまだだった。

　ヨーレムの街ではたとえ同じ部屋に泊とまっていたと言ったって、俺達の間には埋うめられない距きよ離りがあった。俺とアニメ版ヒロインの間は隔かく絶ぜつしていた。

　……別に信じてくれなくたっていい。

　ただ、俺はこれからの行動ではっきりと自分の意思を示していきたいんだ。

　そして、少しずつアリシアとの関係も修復して、これは俺の勝手な希望だけど、いつか許してくれる日がくればいいと思っている。

　そして、その兆きざしは、正直……ある。

　あのセピス・ペンドラゴンの事件からアリシアは変わった。

　たまに、本当にごくたまにだけど、話しかけてくれるようになったんだ。

　距離のある友達同士が交かわすようなやり取りだけど、俺は本当に嬉うれしかったんだ。

「う、うん。分かった……」

　でも……あれ？

　今のアリシアはなんか──らしくない。

　隣でもじもじして。学園の入学当初、アリシアを見物にきた男子生徒達を邪じや魔ま！　と切って捨てたあいつにはとても見えない。多分、この学園では一番の美び貌ぼうを誇ほこる留学生。アニメではメインヒロインを張っていたのだから当然だ。

「お、お前……怒おこったりしないのか？」

「……貴方、私のことを何だと思ってるの？」

「いや、だって少し前までは顔突つき合わせるたびにこう……色々あっただろ」

「……そう、されたいの？」

「いや！　そんなことはない！」

「じゃあ、しない」

「わ、わかった。ありがとう……いや、ありがとうってのも変だな……でも、ありがとう」

　……何だこれ、やりにくい。

　お互たがいに初めて会った時のような初うい々ういしさと言えばいいのだろうか。

　距離感が、近い。あれ？　それに、さっきから身体からだが触ふれ合っているのに離はなれる気配も無い。こんなのって信じられない。ていうか、アリシア。何でお前まで赤くなってるんだよ！　いつもなら触さわるなあああって怒るシーンだろ……？

　何だよこの生ぬるい空気…………今すぐにでもこの場から逃にげ出したい……けれど、先に限界を迎むかえたのはあいつの方だったらしい。

「……約束！　今の言葉は絶対に……忘れないから……じゃ、じゃあね！　シューヤが待ってるから！」

　捲まくし立てるように言うと、アリシアは去っていった。

　スカートから覗のぞく白い足と華きや奢しやな後ろ姿を眺ながめながら、俺は心臓の鼓こ動どうが収まるのをゆっくりと待つ。

「おい、今の見たか？」

「あぁ！　今のってあれだろ　ナンパだ！　豚ぶた公こう爵しやくって意外と積極的なんだな！」

　待て待てよ、おい！　アリシア相手にナンパだって？　いや待て待て待て！　そんなのあり得ないから！　ていうか皆みんな、途と中ちゆうから静かになったかと思ったら……俺達に大注目してたのかよ！　こりゃあいかん！

　俺はダッシュでその場から逃げることにしたのだった。




　　　●




　葉が空を遮さえぎり、奥に入れば光すらも届かぬ樹海。

　空を仰あおいでも、太陽も見えない。

　一度迷い込めば、戻もどることさえ難しいとされる迷いの森を支配するのは音だ。さらさらと葉が擦すれる音や、風の音。透すき通る小川が流れる音。そして時折、聞こえるナニカの唸うなり声。

「ぶひっ、ぶひっ」

　アリシアがあれだけ迷宮ダンジヨンを潰せ潰せ言うもんだから、俺は熱くなった頭を冷ますためにも学園の外に広がる森までやってきた。

　外出は届け出が必要だが、俺は門兵にちょっとお願いすれば顔パスで外に出られる。

　これがアリシアが俺を頼った理由の一つだろう。

「アリシアめ、あんなに不安そうな顔するから俺まで心配になってきたぞ。でも、そんな都合よく大侵攻なんかが起こってたまるか。セピスの香水が使われるってわけでもないのに……」

　繁しげみからこちらを窺うかがうモンスターの赤い双そう眸ぼう。

　森の奥へと歩みを進めるにつれ、モンスターの数が増えていく。同時に慌あわただしく動き回る兵士の姿も見えた。学園の穏おだやかな喧けん騒そうから離れ、俺は非日常へと突とつ入にゆうしていく。

　学園に近づき過ぎたモンスターを兵士達が森の奥へと駆かり立てている。

　このモンスターの大半は迷宮ダンジヨンから間ま違ちがって外に出てきてしまったモンスターだろう。

　行く場も無く、人の気配を感じて興味本位で近づいてきたのだ。

「しっかしアリシアの言うことも間違ってないんだよな……。ノーフェイスにセピス、俺が未来を知ってからおかしなことが起き続けてるし……どちらも重要キャラクターだけど……おっと、そこのお前！　オーク男爵には必要以上近付くな！　そいつは興奮している時は獰どう猛もうになる！　喉のどを食いちぎられるぞ！」

「……これは若様！　どうされました！」

「ちょっと皆が心配でな──おい、そっちのお前ら！　深追いするな！　これだけ人の気配があれば、驚おどろかすだけでモンスターは逃げて行く！」

「ハ！」

「それと、迷宮ダンジヨンの入り口は現在、幾いくつ確かく認にんしたっ？」

「三つを確認！　迷宮ダンジヨン探たん索さくで使用予定の一つを残し、全すべて潰つぶしております！」

「出来たばかりの迷宮ダンジヨンならそんなもんか……だけど、警けい戒かいを怠おこたらず徹てつ底てい的に今後も探してくれ。迷宮ダンジヨンはデカくなるほど、新たな入り口を生み出すものだ！」

「ハッ！」

　──だけど、結局。

　それ以上の入り口が見つかったという報告は最後まで受けなかった。




　　　●




　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる木々の先にある迷宮ダンジヨンの入り口は兵士によって厳重に守られていた。

　外部から迷宮核ダンジヨンコアを欲ほつするモンスターが入ってきたら大変だからな。父上や学園の皆が迷宮核ダンジヨンコアを壊こわすまでは手付かずのままの迷宮ダンジヨンでないといけないのだ。

「姫ひめ殿でん下か。お気をつけ下され」

「ありがとう、じゃあ。行ってくるね」

　片かた膝ひざをつき、顔を伏ふせようとする兵士を制する姫様。

　さすがに兵士は教育が行き届いている。羽目を外しがちな学園の奴やつらとは大おお違ちがいだ。

「若もご武運を。生まれたてとはいえ迷宮ダンジヨンは魔ま境きよう。何が起こるか分かりませぬぞ」

「ハインツ、お前も学園の留守を頼たのむぞ」

「ハ！」

　白しら髪が交じりの兵士。

　すっかり顔かお馴な染じみとなった老兵から挨あい拶さつを受け、俺はしっかりと頷うなずいた。




「──シャーロットは俺の傍そばに」

「は、はい！」

　まず感じたのは、頰ほおを撫なでるひんやりとした空気。

　森の中に流れる冷気とは根本的に違う寒気と異様な臭しゆう気き。そして道とも言えぬ洞ほら穴あなの先から聞こえる、ナニカ達の声。

　通路の壁へき面めんに置かれた松明たいまつのゆらめきが、ことさらに恐きよう怖ふを煽あおっていく。

　そして、光の届かない深い世界へ潜もぐっていくと──景色は一変する。

　迷宮ダンジヨン。それは迷宮ダンジヨン最深部で、静かに浮うかぶ迷宮核ダンジヨンコアによって生まれた世界。

　骸むくろが蘇よみがえり、モンスターが闊かつ歩ぽする、人間の常識が全く通じない魔の領域。通路の壁かべから突然武器が出てくることもあれば、モンスターが生まれ落ちることもある。

　言葉を持たぬ迷宮核ダンジヨンコアの意思によって、地中に作り出される闇やみの世界。

　モンスターは土に還かえり、再び仮かり初そめの命を与あたえられ世に現れる。迷宮ダンジヨン内部で人が死ねば、姿そのままに動く屍しかばねとして蘇ることさえあるという。

　迷宮核ダンジヨンコアがあり続ける限り、異界の循じゆん環かんは終わらない。

『迷宮ダンジヨンは、生死の区別なき魔境である』

　──行き場を失った死者の魂たましいが、ここで蘇るとも言われている。

　何が起きても不思議じゃない、謎なぞに包まれた地下空間。入り組んだ細い通路で構成され、地下に進むほど光が失われていく。このような迷宮ダンジヨン探索を行う者を冒ぼう険けん者と呼び、彼らは珍めずらしい迷宮鉱物ドロツプや迷宮核ダンジヨンコアの破は壊かいを目指して潜り続ける。

　……俺には絶対、務まらない仕事だろう。




「スロウ様、迷宮鉱物ドロツプってどんなタイミングで出るんですか？」

「迷宮鉱物ドロツプなら……シャーロット、あそこをよく見ていて。多分、今からドロップする」

　シャーロットはワクワク顔で壁から生まれ落ちるナニカを見る。

　壁から剝はがれ落ちるように、生まれるそれが迷宮鉱物ドロツプ。

「わあ！　……何だろう、これ。え、スコップ？」

「……ゴミだよシャーロット。こんな浅い場所で落ちる迷宮鉱物ドロツプなんて滅めつ多たに大したものは出ない」

　迷宮核ダンジヨンコアはモンスターを生み出すだけじゃなく、あのように迷宮ダンジヨンから有用な武器さえ落とすのだ。一説には、迷宮核ダンジヨンコアは人間を誘おびき寄せるためにあのようなことを行っているとも言われている。

「スロウ様！　また！　あ……またスコップ……。何でこんなにスコップばっかり出てくるんでしょう」

「噂うわさじゃ、そのスコップを使ってモンスター達は自分の住すみ処かを迷宮ダンジヨン内に造っているらしいとか色々言われてる。でもモンスターが本当にスコップを使ってる目もく撃げき例はないけどね。もっと深く潜れば珍しいものもドロップするかもしれないけど、まだ浅い階層だから、仕方ないよシャーロット」

「……スコップってお金になりますか？」

「なると思う？」

「……」

　迷宮ダンジヨンで探索物探しを楽しみにしていた様子のシャーロットだが、こればかりは仕方がない。迷宮ダンジヨンの上層でそうそう良いドロップを拾えることなんて滅多にないのだ。

　これがあの『悪魔の牢獄デーモンランド』なら表層でも話は違ってくるんだけど……アニメの中でシューヤの師し匠しようだった高位冒険者、火炎浄炎アークフレアが持つ焰剣フランベルジユだってあそこの中層で見つかったって話だし。

「……騒さわぐな、デニングの従者。邪じや魔まをすれば、置いてくぞ」

「ひい。ごめんなさい！」

　アリシアの故郷、サーキスタの辺境に存在する『悪魔の牢獄デーモンランド』。

　大迷宮ダンジヨンを支配する迷宮主ダンジヨンマスターが大侵しん攻こうを選せん択たくすれば、サーキスタは壊かい滅めつすると言われている。だが、有り難がたいことに今のところ南方魔王ハンニバルに大侵攻の意思は無く、『悪魔の牢獄デーモンランド』は二つ名持ちの高位冒険者達による格好の狩かり場ばとなっている。

　ここ数十年はサーキスタからの支し援えんを受けた高名な冒険者が徒党を組み、迷宮核ダンジヨンコアの奪だつ取しゆに燃えているが未いまだ迷宮主ダンジヨンマスターの姿を見ることさえ出来ていない。




「──姫殿下、前方からオークの群れ！　私がおびき寄せます！」

　王室騎士ロイヤルナイトも迷宮ダンジヨンを勉強したのか、動きに淀よどみが無い。

　モンスターが設置したトラップを解除したり、モンスターハウスと呼ばれる部屋を避さけたり、的確に迷宮ダンジヨンの構造を先読みし、奴らのお陰かげで俺達は危なげなく迷宮ダンジヨンを潜っていく。

「ありがとう、クシュナー。こっちに誘ゆう導どうしてくれれば、私が殲せん滅めつする」

「姫殿下。順調ですな」

「そうだねダールトン」

　しっかしカリーナ姫の歩き方や、視線の動かし方を見ていればよく分かる。

　彼女は学園の生徒よりも、遥はるかに魔法使いとしての力量が上だ。王室の人間として枢すう機き卿きようらから英才教育を受けていたというのも理由の一つだろうが、何と言っても精せい霊れいからの愛されっぷりが半はん端ぱない。今は光の魔法を主に使ってモンスターを殲滅しているが、カリーナ姫の傍を飛ぶ精霊の姿を見るかぎり、恐おそらく水と風の魔法も使えるだろう。

　今まで生徒の相手ばかりでストレスが溜たまっていたのか、光の魔法を用いて瞬またたく間まにモンスターを倒たおしていく。

　そんな姫様をシャーロットがじっと、見ている。

　光の魔法使いとして才能に溢あふれた彼女を観察して、シャーロットが得られるものは余りないだろう。二人の間には正直、差がありすぎる。

「……ダールトン。兵士から報告があったのって、この辺りだっけ」

「ええ。ですから徹底的に探します。クシュナー、デルバイン、ハイネ。散開しろ、姫殿下には私がつく」
















「「「了解ラジヤー」」」

　王室騎士ロイヤルナイトが散っていく。

　奴らの目的はドラゴンの幼体らしいけど……。

　ドラゴンのように自立心の高いモンスターは、はっきりとした自我が生まれるとすぐに迷宮ダンジヨンの外に出てしまう。けれど自我の生まれた後のドラゴンは人に懐なつかないし、枢機卿も途と方ほうも無い夢を見るもんだよな。




「……デニング。ずっと、こいつら。こんな感じか？」

「ええ、凄すごいものです。圧あつ倒とう的ですよ」

　途と中ちゆうからは冒険者としての過去を持つロコモコ先生も合流。

　ドラゴンの幼体を探す王室騎士ロイヤルナイト達の代わりとしてカリーナ姫の護衛に就つく予定だったみたいだけど……今のカリーナ姫を見る限り、護衛の必要は全くないだろう。

「この様子じゃあ、俺が来る必要も無かったか」

「正直、カリーナ姫がここまで魔法に長たけていると思っていませんでした」

「姫殿下は、並の王室騎士ロイヤルナイトよりもお強いからな……王室騎士団ロイヤルナイツに入って、初めてその力を目まの当たりにした時は悔くやしかったもんだ…………っ、デニング。今の言葉は忘れろ」

　俺は知っている。

　先生が守ると誓ちかった相手から逃にげ出したことをいつまでも気に病やんでいることを。

　滅多に力を振ふるわないのに、過か剰じような戦力を持つ王室騎士団ロイヤルナイツ。

　その在り方に疑問を持ち、王室騎士団ロイヤルナイツを抜ぬけ出した先生。

　どたばた騒ぎの中、守るべき王女に別れの挨拶も出来ず、先生は逃げるように王室騎士団ロイヤルナイツを逃げ出したらしい。

　だから先生はダリス王室に対していつまでも負い目を持っていた。そしてアニメの中ではシューヤ達を通じて王室騎士団ロイヤルナイツと関わり、自信を取り戻もどしたことも俺は知っている。

「あ、ロコモコ・ハイランド。来てたんだ」

「ひ──姫殿下っ！　ご、ご無ぶ沙さ汰たしております……。今までまともな挨拶が出来ず……申し訳ありません……」

「挨拶？　……ああ、貴方あなたが騎士団を辞やめたあの時のことも含ふくめてってこと？　……それなら私は何も気にしてないよ。気にするような性格でもないし。知ってるでしょ？」

　カリーナ姫に対して恐きよう縮しゆくしまくるその姿、いつも元気なロコモコ先生とは大違い。

　そんな先生を見てカリーナ姫は立ち止まる。彼女が対応していたモンスターは全てダールトン卿が引き受けている。まさに阿あ吽うんの呼吸だ。

「それよりも私が学園に来て一番驚おどろいたのはね。ハイランド卿、貴方だよ」

「……お、俺ですか？」

「うん。騎士団ではいつも暗い顔をしていたのに、こっちでは生き生きとしてたから。生徒にも慕したわれてるようだし、私は貴方の選択は間ま違ちがってなかったと思うよ？」

「……」

「今の貴方は王室騎士ロイヤルナイトでもないし、これからはこの学園を守ってあげてね。了りよう解かい？」

「──は、はい！　お任せください!!」

　何かに打たれたかのような、先生の顔。

　王室騎士ロイヤルナイトの必ひつ須す技能とも言える光の魔法に、最後まで目覚めることのなかった王室騎士団ロイヤルナイツの落ちこぼれ。

　そんな先生を救ったのは──リトル・ダリス。

　あの寝しん室しつに逃げ込んでいた人とは思えない、王女様の言葉。

　感動し、抱だきつかんばかりのロコモコ先生を、ダールトン卿が一いつ瞬しゆんで引き剝がす。

　だが、俺は何となく理解したのだ。カリーナ姫ひめと共に学園にやってきた王室騎士ロイヤルナイト達がことあるごとに先生にちょっかいを掛かけていたのは……彼らなりの気き遣づかいってやつだろう。

「ハイランド！　姫ひめ殿でん下かの慈じ愛あいに感激するのも勝手だが貴様の授業態度は甚はなはだ疑問だ！」

「何だこら、てめエやんのかダールトン！　人の顔を見ればグチグチ言いやがって！　今はもうてめえは俺の上司でもなんでもねえんだぞ！」

　さて。

　何か吹ふっ切れたような先生の顔を見れば、自ずと分かる。

　王室騎士団ロイヤルナイツを辞めたことに対して自責の念を持っていた先生のイベントが終わったのだ。

　いやー、まさか先生の問題がこれだけあっという間に解決してしまうとは。

　……これってある意味、未来を変えた俺のお陰だよな？

　だけど、そんな美しいシーンを台無しにする悲鳴が俺の隣となりから上がった。




「スロウ様！　もももっ！」

「桃もも？」

「モンスターです！　あっちから沢たく山さん来ます！」

　迷宮ダンジヨン内部で大声を上げるのは、マナー違い反はん。

　だけど、彼女はそんなこと知らないとばかりに叫さけび声を上げる。

　そして、シャーロットが見つめる先には……おっと、確かにモンスターの集団だ。いつの間にか仲間を呼び集めてきたんだろう。

「あれ、あれ、あれ！　スロウ様、モンスターが！　わぁぁぁ！　来るっ！　わああ！」

「シャーロット！　ナイフを振り回したら危ないよ！　少しは落ち着いて！」

　シャーロットは王室騎士ロイヤルナイトに向かって、何とかして下さいと腕うでを摑つかむ。

　──彼女は大いにパニクっていた。

　そして、王室騎士ロイヤルナイト達は珍ちん妙みような視線をシャーロットに向け、カリーナ姫もくすくすと静かに笑いながら自らの力でモンスターを圧倒していく。

　その後も王室騎士ロイヤルナイト達は時折、物もの珍めずらしそうにシャーロットを見つめる。その視線はヨーレムの街でセピスが当初、シャーロットに向けていた視線と同一のもの。

　つまり──。

「わああああ！　あれ、あれ！　にょろっとしたのが来ます！　にょろっとしたのが！」

　──本当にその子、あの公爵家デニングの従者なの？

　という意味の込こめられた、よくあるあれ、である。







　星がない夜空。

　窓の縁ふちに腕を置いて、茂しげる森をどこまでも眺ながめる。

　吹き込む風のそよぎを感じながら、学園の喧けん騒そうが噓うそのように静まりかえる時間帯は物思いに耽ふけるにはちょうどいい。

「──ぶひいいいい──ぶいいいいい───」

「──ぶひ[image: ～][image: ～][image: ～]。ぶひ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　……俺じゃないぞ。

　どこかの迷宮ダンジヨンを這はい出して、自然の中で生きることを決断した本物オークさんの声だ。

　森に囲まれたクルッシュ魔法学園は夜になると周囲の森からは時折獣けものやモンスターの声が聞こえてくるんだ。一部では怖こわい、不気味だなんて声が出て、森の中に住むモンスターを一いつ掃そうすべきなんて主張もあるが、生態系を崩くずすわけにはいけないと放置されている。

「──ぶひ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「──ぶっひいいいいいいいいいい」

「にしてもうっせえなあ……迷宮ダンジヨンのシャーロットよりうるさい……」

　迷宮ダンジヨン探たん索さくでの失態。

　あれからシャーロットの落ち込みようは半端なかった。

　意い気き揚よう々ようとしていた出発前とは大違い。石ころには威い力りよくを発揮したシャーロットの魔法はモンスター相手には全く通用しなかった。しかも、カリーナ姫の迷宮ダンジヨン探索に影えい響きようが出るかもしれないとのことで俺とシャーロットだけ先に迷宮ダンジヨンを出る羽目になった。

「あんなに落ち込むことは無いんだけどなぁ……」

　学園に戻る道中、シャーロットは何度も何度も俺に謝った。

　俺に恥はじをかかせたと思ったらしい。

　だけど別に俺はシャーロットに強さを求めていなかったし、いきなり迷宮ダンジヨンで活かつ躍やくなんてのも無理な話である。

　俺達はすぐに迷宮ダンジヨンを出てしまったため、やることがなくなった。学園内をうろつこうにも、俺がサボってるとも思われたくないので一日中部屋の中でだらだらと過ごしていた。折角なので迷宮ダンジヨン探索の反省会でも開こうかと考えたが、シャーロットは意い気き消しよう沈ちんして自室に引き籠こもり。

　これではカリーナ姫と立場が逆。第二の引き籠り姫が現れてしまったのだ。




「でも……カリーナ姫。ちょっとだけ元気になってたな」

　迷宮ダンジヨンから無事に帰き還かんしたカリーナ姫は、学園に戻って来ると大勢の生徒から話を聞かせて欲しいとせがまれていた。そんなお願いにカリーナ姫は快く答え、枢機卿の思おも惑わく通り学園の生徒達と交流を深めていた。

　生徒に囲まれながら、俺の姿を見つけるとカリーナ姫はやれやれとばかりに首を振る。

　残念ながら──ドラゴンの幼体は見つからなかったようだ。

　そんなカリーナ姫の姿を見ていると、前にシャーロットが言った言葉を思い出す。

『だってスロウ様は──私を、外に連れ出してくれましたから！』

　あの言葉の意味は、後で考えるとすぐに分かった。

　俺と彼女が出会ったばかりのあの頃ころ。

　極度の外出嫌ぎらいだったシャーロットを、頑がん張ばって外に連れ出したことを言っていたんだろう。

「──ぶひ[image: ～][image: ～]ぷぴ[image: ～][image: ～]」

　………あの頃の俺は、必死だった。

　公爵家デニングで心に傷を負った子供を保護するためには理由が必要だ。

　俺は少しでもシャーロットが元気になるように、うちで役に立つと皆みんなに思わせるために、外が苦手だというシャーロットを外出させるために試行錯さく誤ごを繰くり返した。

「──ぶひ～…………」

「オークの声も小さくなってきたし、そろそろ寝ねるか……」

　窓をぴしゃっと閉めると、後ろからノックの音。

　不意の来訪者。

　一瞬、カリーナ姫かと思ったが、さすがに王女様がこんな夜よる遅おそくに来ることはないだろう。あの王室騎士ロイヤルナイト達が許すはずもない。それにこのノックの仕方には覚えがあった。




「──シャーロット。どうしたの？」

　第二のカリーナ姫と化した少女のご登場であった。







　髪かみはぼさぼさで、やつれている。目はちょっとだけ赤くて、覇は気きも無い。

　こんな姿は父上から杖つえの使用禁止を告げられたあの時以来かもしれない。

　無言で見守っているとシャーロットは椅い子すに深々と腰こしを下ろし、暫しばらく意気消沈した様子で俯うつむき、塞ふさぎ込んでいる。

　垂れ下がる髪の毛で表情を窺うかがい知ることは出来なかった。

「……私、昔と何にも変わってません」

「そんなことないよ。あの頃より魔ま法ほうが格段に上手うまくなった」

「でも、モンスター相手には何も通用しませんでした。それにあんなに取り乱すなんて……今なら平気だと思ったんですけど……お姫様にまであんなにみっともない姿見せちゃって……ごめんなさい」

「モンスターが苦手な人は沢山いる。それに年ねん齢れいを重ねたからって苦手意識が完全に消えるわけじゃない」

「……スロウ様にも苦手なものってあるんですか？」

「あるよ」

「……教えて下さい」

「シャーロットのペット」

　即そく答とうだった。

「あいつ、何かあったらすぐ俺のこと威い嚇かくするし。実は俺、あいつに苛いじめられてるんだよ」

　シャーロットは笑った。

　俺の話を冗じよう談だんだと思ったようだ。

　でも、これが事実なんだよな。シューヤがアリシアの奴ど隷れいというならば、俺は大精せい霊れいにこき使われている。シャーロットが与あたえる飯がまずければ、俺が上等な餌えさを用意しなければいけないし。シャーロットに近付く不届き者がいれば大精霊さんの機き嫌げんが悪くなるので、時には物理的にお引き取り願っている。

「はぁ。ちょっと魔法が安定したぐらいで調子乗って……暗い所でモンスターを見て慌あわてて……うぅ、私は本当にダメな従者……ほんと情けないです……」

「そんなことないよシャーロット」

「私が怖がらないモンスターなんて、あのミミズぐらいのものなんです……魔法も使えないし、怖がりだし、私が出来ることと言ったら、メイドのお仕事ぐらい……あ、でも、この前お皿割っちゃったんだった……はぁ、ダメな従者で……我わが儘ままも言っちゃうんです」

「我儘？」

「……スロウ様。私、今日はここで一いつ緒しよに寝てもいいですか？」

「ぶひっ!?」

「あんなに沢たく山さんのモンスターを見て、怖くなっちゃいました。ヨーレムの街で、一緒に寝て。一緒のベッドだったのは最初の一日だけでしたけど、よく眠ねむれたんです」

「いいよ。じゃあ、俺はこっちのソファーで──」

「もう一つ我儘です……スロウ様も一緒がいいです、昔みたいに……だめですか？」

　こういうシャーロットのお願いは、昔はそれはもう毎日のように繰り返された。

　幼い頃の彼女はモンスターだけじゃなく、夜の暗くら闇やみを特に怖がった。きっとヒュージャックからデニング公爵領地へ落ち延びるまで壮そう絶ぜつな体験をしたんだろう。一人で夜を明かしたこともあったみたいだし、それは幼い子供が経験するには余りに過か酷こくなものだ。

「いいよ、シャーロット。久しぶりに、一緒に寝よう」

　それに……ダメなわけがなかった。







「んー。ここは原点に戻もどって、オーク」

「じゃあ私は……今日初めて見たあのにょろにょろ、クルクルワーム」

「もう名前覚えたんだ。ムか……じゃあ俺は──」

　ベッドの上で、俺達はモンスターしりとりに興じていた。

　シャーロットは俺があげたモンスター図ず鑑かんを見て随ずい分ぶんと勉強したんだろう。

　モンスターしりとり無敗を誇ほこる俺と良い勝負をするなんて大したもんだよ。

　しかし、あれだな。

　沢山のモンスター名を口にすると、嫌いやでもアニメのあれを思い出す。

　あのセピスが隠かくし持つ香こう水すいによって引き起こされた大侵しん攻こう。迷宮主ダンジヨンマスターの土龍ドラゴンを地上に呼び出し、シューヤの覚かく醒せいに繫つながったアニメの中でも大きな契けい機き。

「シャーロット。君の番だよ」

「……そういえば私。スロウ様に聞きたいことがあったのを今思い出しました」

「俺に？」

「……ずばり！　アリシア様との仲は、どこまで進展したんですか？」

「ぶ！　ちょっと待ってよ！　どうしてここでアリシアの名前が出るのさ！」

「だって、皆が噂うわさしてます！　二人がアツアツだったって！」

「シャーロット！　詳くわしく！」

　すると、シャーロットはこの前、アリシアと俺が何か親密に話をしていたと学園中で噂になっていることを教えてくれた。

　……。

　あー、あれか。迷宮ダンジヨンを潰つぶせってアリシアに言われた時。

　確かに変な空気になったけど……噂になるようなことは何もない。

　ただ、俺は今までの贖しよく罪ざいを行動で示すと伝えただけ！

　それにアリシアも一度終わった関係をほじくり返されるのは良い気がしないだろう。俺はアリシアとの間には何もないことを伝え、シャーロットの誤解を解くことに懸けん命めいになった。

「……」

　しかし追つい及きゆうの手を緩ゆるめないシャーロットの興味を逸そらすため、俺は最近発売されたばかりの最新モンスター図鑑をシャーロットに披ひ露ろうした。意外とミーハーなところがある彼女は有名な冒ぼう険けん者の人物紹しよう介かいが載のったページを読むのに没ぼつ頭とうしている。

　ちらりと覗のぞき込めば、最近Ｓ級に至った優やさしげな男。紅蓮の瞳ウルトラレツドと呼ばれるカリスマ冒険者。アニメの中でも大活躍したあいつの人物紹介を読んでいる。

　名前も経歴も全すべて不明。過去の多くが謎なぞに包まれている冒険者ギルドの若きカリスマのページを読んでいたシャーロットは不意に顔を上げ、呟つぶやいた。

「スロウ様は……私もこの人みたいに秘密を隠してるって言ったらどうしますか？」

「えっ、シャーロットが秘密？」

「このギルドマスターさんは沢山のことを秘密にしてるって書いてます。もし私もこの人と同じように大事なことを秘密にしてたら──それも小さな秘密じゃないです。大きな、お～きな秘密です」

「……そうだなぁ。お昼ごはん抜ぬき、とか？」

「スロウ様！　頭お花畑の私ですけど、ちゃんと真しん剣けんに答えて下さい！」

「まだ覚えてたか……でも、そうだなあ。もしシャーロットが秘密を隠してるならそりゃあ知りたいけど……俺は多分、シャーロットが言ってくれる日を待つと思うよ──」




　俺の答えを聞いて納なつ得とくするところがあったのか、シャーロットはその後すぐに夢の世界に旅立ち、俺は考え事の真っ最中。

　いや、しかしさっきの答えは完かん璧ぺきだったな。

　相手を急せかさない、それでいて懐ふところの広さを併あわせ持つ完璧な答え。

　我ながらよく言えたもんだと感心する。

「……」

　でも、内心。

　本当にそれでいいのか？　と自問自答をしている俺が心の中にいるのもまた事実だった。




「……にゃあん」

　ランプの明かりを消して、さて俺も寝ようと思った時に風の大精霊さんがやってくる。

　部屋の扉とびらが開かれた音も聞こえなかったが、こいつに関しては何を考えても無む駄だ。よく見れば口元に何かの食べかすがついている。一体どこで、何をやっていたのやら。

「──なぁ風の大精霊さん。シャーロットはどうして急に魔法に成功したのかな」

「光の精霊が考えていることなんて分からないにゃあ」

　アニメの中でシャーロットはドストル帝てい国こくと南方の間で起きた戦争に翻ほん弄ろうされながらも、結局最後まで魔法に目覚めることはなかった。

　けれど、今。

　僅わずかにであるが魔法に目覚めかけている彼女を見て、俺の頭の中には一つの仮説が浮うかんでいる。

「光の精霊はシャーロットの心境の変化に反応した……俺はそう思うが違ちがうか？」

　だけど、風の大精霊さんは何も言わない。

　大精霊とは精霊の親玉。

　俺はそのように認にん識しきしているがあながち間違いでもないだろう。風の大精霊さんが風の精霊とたまにしている追いかけっこの様子から、こいつらの間には明確な上下関係というものがあることが分かる。

　だけど、それ以上のことは何も分からない。

「……」

　風の大精霊、アルトアンジュは何も語らない。

　人間にはその辺の事情を教えてはくれないのだろうか。

　けれど、俺にはその沈ちん黙もくが無言の肯こう定ていのように思えてならなかった。

「じゃあ、質問を変えるよ。大精せい霊れいさんはシャーロットが秘密を打ち明ける、そんな未来は来ると思うか？」

「……来ないと思うにゃあ。でも──」




　　　●




　お前一人になら、打ち明ける未来があるかもしれない。

　風の大精霊はその言葉をグッとのみ込み、ベッドにダイブ。そして、寝ねた。

　ベッドの上で、ぐ～ぐ～と寝息を立て始めたのだ。




　　　●




「……まじかよ。普ふ通つうあのタイミングで寝るか？」

　好きの反対は無関心とはよくいったもの。

　風の大精霊さんはシャーロットには興味ありだが、俺のことなんてどうでもいい。

　昔からそうだった。俺がどれだけ苦労しても、こいつは手助けもしてくれない。

　だけど、こいつだけというわけでもないのだ。アニメの中でもそうだったが、大精霊なんて存在は皆みな、自分勝手な奴やつばかりということを俺はよく知っているのだから。

「はぁー…………シャーロットと二人きりだと思ったのに……ま、いいか」

　シャーロットに寄り添そうように眠る風の大精霊さん。

　その光景はあの頃ころと比べたら、随分と平和なように思えて……俺はちょっとだけ、嬉うれしくなった。








間章　亡国の姫ひめと公爵家









　景観素す晴ばらしき大自然がどこまでも広がっている。

　限りない緑と共に、人々が暮らすその地こそデニング公こう爵しやく領。

　風に愛されし公爵領地には、たとえそこで生活する彼らの目には見えずとも数多あまたの風の精霊が住まう豊かな地となっている。

　そんな公爵領地には当時、六歳にして既すでに二人の専属騎き士しを伴ともなう子供がいたのだ。

「クラウド。付いて来てくれ、緊きん急きゆう事態だ」

「緊急事態ですか？　って……ちょっとスロウ様！　どちらへ行かれるのですか？　許可も無しに外出すれば、また公爵様にお叱しかりを受けますよ」

「父上は今、王都ダリスにいる。お目付役のお前が報告しなければバレないさ……そうだな、シルバ、お前も来てくれ。荒あら事ごとになりそうだ」

「よっしゃ！　ちょうど暇ひましてたところです！」

「あの……スロウ様！　無茶をやって怒おこられるのは自分なんですがっ！　勝手な行動は困ると言っているではないですか！」

　立派なお召めし物ものを着た子供が赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた館やかたの中をずんずんと歩き、紅くれないの外がい套とうを羽織った二人の男が慌あわてて子供の後ろに付いていく。執しつ事じや召めし使つかい達が廊ろう下かの脇わきに逸それ、彼らの後ろ姿を微笑ほほえましげに見守っていた。




「だからクラウドの旦だん那な、何回言えば分かるんすか……？　俺達はただスロウの坊ぼつちゃんの後を付いて行けばいいんですよ、坊ぼつちゃんは俺達には分からない何かが見えてるみたいなんですから」

　未まだあどけない、成長期真っ盛さかりの黒くろ髪かみの少年。

　子供にシルバと呼ばれた少年が、先を行く悩なやまし気な長身の男に話し掛かける。

「……お前は吞気のんきだなシルバ。暗殺者だぞ暗殺者、デニング公爵領地ですらそんな物ぶつ騒そうな連中が出入りする時代になったのだ。スロウ様に万が一があったらどうする」

「そん時はまた俺が助けますよ」

「自信過か剰じようだ、世界は広いぞシルバ。お前より強い者などごまんといる」

「……旦那確か、ダリスから出たことないって言ってたじゃないですか。その点で言えば、俺の方が世界のことをよく知ってるっての」

「……」




　齢よわいにして二十を少し超こえたぐらいだろうか。

　少年から舐なめられているようにも思える大おお柄がらの男はシルバとの会話を打ち切り、先を歩く幼い子供を見つめた。

　デニング公爵家における直系三男。

　風の神童として名を馳はせる子供は、既に次期公爵となることが宿命付けられている麒き麟りん児じだ。

　そして数か月前、スロウ・デニングが暗殺者に狙ねらわれた事件を機にデニング公爵は一人で外を出歩く癖くせがある愛息に両翼の騎士ツインナイトと名付けた二人の護衛を付けた。

「クラウドの旦那。ヒュージャックがモンスターに攻せめ込まれてから坊ちゃんはちょっと変わりましたね」

　右う翼よくの騎士、クラウド・ムスタッド。

　デニング公爵家の分家筋にあたるムスタッド子爵家の若く、才さい気き溢あふれる次男坊。

　赤みがかった茶ちや髪ぱつと如何いかにも生き真ま面じ目めそうな仏ぶつ頂ちよう面づらが特とく徴ちよう的で、今も口を堅かたく結んで歩く実直な男はスロウのお目付役として命ぜられた。

「スロウ様はヒュージャック戦乱に対し何も出来なかったことで心を痛めておいでなのだ。……お優やさしい方なのだ。あと旦那はやめろ、自分はまだそれ程ほどの年ではないぞ」

「旦那、寝ね癖ぐせついてますよ。それに俺達に比べたら充じゆう分ぶん、大人ですよ」

「む……それはそうだが、比べる相手が若すぎる」

「それもそうっすね」

　そういって軽く笑う少年の名はシルバ。

　こちらは年若き平民の少年ではあるが、数か月前に起きた暗殺事件からスロウを助け、その剣けんの腕うで前まえはデニング公爵を唸うならせた程ほど。

　お目付役のクラウドと違い、平民剣士の役割はスロウ・デニングの守護。

　ただその一点のみ。

「さぁ、行きましょう坊ちゃん。今日はどんな楽しいことがあるんですか？」







　早朝から馬を出し、森の道をひた走る。

　もぐもぐと馬に乗りながらパンを食べ、時に農作業に勤いそしむ領民に手を振ふり、自然の中で逞たくましく生きる動物達に敬意を払はらい、鳥の心地よい鳴き声をお供に風を切る。

　爽さわやかな風を感じながら、幾いく重えにも枝分かれする道を迷うことなく馬に乗った二人の騎士が疾しつ走そうする。朝あさ露つゆが葉先に溜たまり、きらきらと輝かがやいて見えた。

　だが、それを楽しむ余よ裕ゆうもなく、スロウはただ思考に没ぼつ頭とうしていた。

「スロウ様。このまま行けば、ヒュージャックとの国境沿いに近づきます」

「坊ちゃん。さすがにこれ以上は無理だ」

　シルバと共に馬に乗るスロウはすっと目を細め、三つに枝分かれした先の一本を見つめた。

「違う、そっちじゃない。あっちだ。あっちに進め」

「この先に何があるんすか？　坊ちゃん」

「行けば分かる。後、俺は今考え事をしているから暫しばらく、話しかけないでくれ」

「よっしゃー！　わっかりました！」




　いつしか獣けもの道みちに差し掛かり、三人は馬を下り、道なき道を歩き続ける。

　明るい光が差し込む森の中は動物達の楽園だ。

　朝方に軽い雨でも降ったのか、時折透すき通った冷たい滴しずくが落ちてくる。長身のクラウドは頭に掛かる枝を鬱うつ陶とうしそうに払いながら先導。

　そうして暫く森の中を進むと、開けた場所に出た。

　幾つもの馬車や荷馬車が止まり、羽は振ぶりの良さそうな者達からごろつきまで多種多様な人間が下げ卑びた笑い声を上げていた。彼らは即そく席せきだろう壇だんの上に立たされた十数人の人間を興味深そうに眺ながめ、熱心に商談中。その光景は秘密の商談といっても差し支えなく、何が商品であるかも考えるまでもない。三人は木々の木こ陰かげに隠かくれるようにして、視線の先で行われている奴ど隷れい売買の様子を見つめた。

「……クラウドの旦那。この国って奴隷売買禁止っすよねえ」

「当たり前だ、ダリスは規律と伝統を何よりも重んじる。そのために同盟締てい結けつ時、自由連れん邦ぽうと一ひと悶もん着ちやくがあったことをお前も知っているだろうシルバ」

「……そっすよねえ。お、あの舞台で喋しやべっているおっさん。あいつが付けているネックレス、反逆を示す逆十じゆう字じ架か。自由連邦の反逆ギルド、まさか公爵領地にまで手を伸のばしてるとは驚おどろきっすね」

「どれだけ目が良いんだお前は」

「旦那、目がいつも通り細いですけどまだ眠ねむいんすか？」

「ふざけるな」

　ダリスでは原則、奴隷売買は禁じられている。

　何でもありの自由連邦と違ちがい、この国は厳格な規律を何よりも大切にしている。

「あの子ら。あの様子じゃあきっとヒュージャックから逃にげてきて……国境沿いに網あみを張った自由連邦の商人の手に落ちたか。見事に綺き麗れいどころばっかり捕つかまえて……あのおっさんの趣しゆ味みが丸わかりっすね」

「難民の大半はサーキスタから自由連邦に逃げたと聞いたが……モンスターの包囲を突とつ破ぱしてダリスに逃げてくる者もいたのか…………」

　二人の声を聞き流しながら。

　奴隷商人に捕まったのであろう者達の真ん中に、目を凝こらさないと分からない程存在感の無い女の子を目にした時、スロウの顔色が俄にわかに変わった。

「……そういうことか」

　精霊に聞くまでも無く、スロウは理解した。

　モンスターとヒュージャックとの間で起きた戦争は決着がついたにも拘かかわらず、ドストル帝てい国こくはこれ幸いとヒュージャックに兵を投入している。

　奴らが一体何をしているのか、スロウは見当を付けていた。

　ヒュージャックの姫──シャーロット・リリィ・ヒュージャックは未いまだ行方不明だ。







「──これはこれは、この場所を知るならば自由を愛する同士か、もしくは乱入者か」

　密林の中から突然現れた三人へと手て揉もみをしながら近づいてくる老人がいた。

　恐おそらくはこの場の中心人物なのだろう。壇だん上じようの男と同じように彼もまた反逆ギルドの証あかしである逆十字のイヤリングを付けていた。

「前者であれば歓かん迎げいするのですが……おや、そちらの子はあの子に興味がおありの様子……見たところ年ねん齢れいも近く、年とし頃ごろになればさぞや良い遊び相手になるでしょう」

「坊ちゃん。あの女の子に付けられた値段を見てください。他の女とは桁けたが違う、さぞや名のあるところの娘むすめだったんでしょうね」

「不謹きん慎しんだぞシルバ」

「おっと、すみません。旦那」

　だが、シルバの言う通り、確かに破格の値段設定がされていた。

　この場にいる中では一番の価値があの女の子に付けられている。

　あの女の子が高貴な血筋の生まれとは理解しているのだろう、辺境で買い叩たたかれるよりはより客のいる場所で捌さばくつもりに違いなかった。

「……」

「坊ぼつちゃん？　どうされたんですか？」

　しかし、スロウは焦あせっていた。

　空気に漂ただよう底知れない怒いかりの憤ふん怒ぬ。

　風の大精せい霊れいが放つ感情が大気に溶とけ、気配に敏びん感かんな精霊が我先にと逃げ出している。




「……同士、というわけではなさそうですねえ」

　ごろつきや用心棒らしき男達もスロウ達の様子をちらちらと窺うかがい始めている。

　老人は三人の中で唯ゆい一いつの大人、朴ぼく訥とつなクラウドに目を向ける。

　騒さわぎを起こせば用心棒達やこの場にいる同士が黙だまっていないぞとの脅おどしを視線に込こめるが、当の本人は澄すました顔。

　自由を愛する彼らは気付かなかった。

　彼らの祖国では馴な染じみがないかもしれないが、その紅に染まる外套は騎き士し国家ダリスでは何よりの正義の証。




「あーシルバ、我らが主あるじはこの者達を大層、不ふ愉ゆ快かいに思っているご様子。だが自分達は生あい憎にく、持ち合わせが無いので彼女達を買いとることは出来ない。しかーし、ダリスでは奴隷売買は違い法ほうである。ついでに言えばここはデニング公こう爵しやく領で自分たちは領主から正式に叙じよされた騎士だ」

「確かにこういう役回りは平民である俺に相応ふさわしいっすね」

　クラウドは主の怒りを鎮しずめるかのように、わざと大きな声を出し大おお仰ぎような演技をした。シルバはそんな不器用なクラウドの気持ちを汲くみ取ると、スロウの前にしゃがみ込む。

　シルバの目に映るスロウの顔は、今まで見たことのない表情をしていた。

　泣きそうな、それでいて怒おこっているような。

　何かに怯えているような、けれど覚かく悟ごを決めたように構えている。

「坊ちゃん、あんたは命令すればいいんだ」

「……命令？　ああ、そうか……そうだったな」

　平民の少年はこの風の神童と呼ばれる子供が好きだった。

　天てん涯がい孤こ独どくの身である自分ではあるが、生涯をこの子供の騎士として過ごしてもいいかなと思えるぐらいに気に入っていた。その中にはダリスの大貴族、デニング家に仕えることで自分もいつか爵しやく位い的なものをもらえたりしないかな？　といった下心もあるにはあったが。

「坊ちゃんはあるがままにいればいい。そのために俺ら、両翼の騎士ツインナイトがいるんですから」

「スロウ様。そいつの言う通り、自分とシルバがいれば大たい抵ていのことは何とかなりましょう」

　スロウは胸に手を添そえて、騎士の構えを取る二人を見上げる。

　葉の隙すき間まから差し込む光で顔が良く見えないが、本当に自分には勿もつ体たいない者達だ。

　彼らの期待に応こたえるためにも、スロウは躊ちゆう躇ちよせず言った。

「この場をぶち壊こわせ」




　スロウ・デニングの声に応えるが如ごとく、歩み続ける二人の騎士。

　クラウドは、ダリスでは到とう底てい許されない奴隷市場を怒りの感情を交えて見み据すえ、隣となりに立つ年若き少年に向けて言う。

「シルバ、お前には左方を任せる。自分が右方をやる」

「クラウドの旦だん那な。足、引っ張らないで下さいね」

　シルバは即席だろう壇上に立ち、どこまでも自由の信しん奉ぽう者しやである者達を気の毒そうに見つめた。自由を愛する仲間として、あれは反面教師だなと一人胸の内で納なつ得とくすると、いつものように前を行く先せん輩ぱい騎士へ茶々を入れる。

　だが、駆かけ出す二人の表情は真しん剣けんそのもの。

　即座に抜ばつ刀とうし、護衛の者達と戦せん闘とうを開始。躊躇することなく、公爵領地で違法な商あきないを行っていた者達を斬きりつける。

「……」

　しかし、スロウ・デニングは彼らが引き起こす騒ぎには目もくれない。

　彼はじっと、鎖くさりに繫つながれた幼い女の子のみをその目に焼き付けていた。

　くすんでしまった銀色の髪かみを持つ小さな女の子。

　彼女は騒そう然ぜんとする騒ぎに目もくれず、他の者達のように逃げ出すこともせず、耐たえ忍しのぶようにして、大きな瞳ひとみでどこか遠い空を見つめている。

　のどかな緑と共にあるデニング公爵領の雄ゆう大だいな景色も、その子の瞳には映っていないようだ。スロウには今、銀ぎん髪ぱつの女の子が何を考えているのか分からなかった。

　そしてその両りよう腕うでで抱だき締しめている物体も、一体何なのかよく分からなかった。




〝スロウ。僕らは逃げるよ〟

「……あぁ、教えてくれてありがとう。大精霊の怒りは俺が鎮める」

　精霊の声がこうもはっきりと聞こえることなんて、これまで無かったことだった。

　そう、スロウ・デニングという子供は精霊の声に誘さそわれてこの場にやってきたのだ。

　今にも暴れ出しそうな大精霊がいると聞いて、慌あわててやってきたのだ。

　精霊の声。本来は聞こえる筈はずもない自然の恵めぐみがもたらすのは吉きつ報ぽうばかりではない。以前、聞こえた時は森で大規模な山火事が発生し、未み曾ぞ有うの大災害となる寸前であった。

　そして、今。

　精霊達が何のために、自分をこの場に連れてきたのか理解する。

（風の大精霊……ヒュージャックの姫ひめと共にダリスへ落ち延びてきたのか……！）

　ヒュージャックは滅ほろび、逃げ込んだお姫様と大精霊。

　彼らが何を望み、何をこの騎士国家ダリスにもたらすのか分からない。

　もしかすると、彼らはこの公爵領地に災いをもたらすかもしれない。

　でも、知ってしまったからには放ほうってなんていられなかった。

（このまま放っておいたら公爵領地が甚じん大だいな被ひ害がいを受ける───さて、風の大精霊。お前は今、どこにいる？　それに一体、お前はどんな姿をしているんだ）

　デニング公爵家の神童は覚悟を決め、歩き出した。
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「……ええい！　何をやっている！　相手はたかが二人だぞ！　お前たちを雇やとうのに一体幾いくらの金を払はらったと思っている！」

　逃げて、逃げて、どこまでも逃げた。

　何度死んだと思ったか分からない、何度お腹なかが空すいてひもじい思いをしたか分からない。

　一番悲しかったのは、自分のために散っていく命を見ることだった。

　何度泣いたか分からない、何度これは夢だと思ったか分からない。

「あの二人は公爵家デニングの騎士です！　そんじょそこらの騎士じゃない！　王室騎士ロイヤルナイトに匹ひつ敵てきする、いや、それ以上の武者ですぞ！」

　もうお城も町も、きっと、ボロボロになっているんだろう。

　何もかも壊されて、記き憶おくの中の景色は全すべて無くなっているんだろう。

　皆みな、自分を置いてどこかに行くのが、幼いながらも理解出来た。

　皆がどこに行ってしまったのか、幼いながらも分かってしまった。

　そして、最後には私は一人になった。

　幸せな記憶が塗ぬり潰つぶされ、もう死んだ方がマシだと何度も思ってしまった。

「だから、私はこの場でことを起こすのは反対だったのです！　この国で公爵家デニングに喧けん嘩かを売るなど自殺行こう為いだ！」

　だから、私は決めた。

　もう泣かない。絶対に泣かない。

　だって、私は全部忘れるから。服も杖つえも全部取られて、もう私はお姫様なんかじゃない。記憶にあるもの全部が噓うそなんだ。

　噓だから、悲しくない。

　涙なみだだって、もう出ないのだ。

　目に映る世界もぼやけて見えた。カラフルだった筈の世界は色を失い、近くのものでさえはっきりと見えなくなってしまった。

　だから、受け入れないこと。

「貴様らは、何なのだ！　何故なぜ──！」

　全てを拒きよ絶ぜつすることが今のシャーロットに出来る唯一の辛い世界への反はん抗こうだった。
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　世界を拒絶した幼いシャーロットは己おのれを取り巻く状じよう況きようの変化に気づかなかった。

　壇の下でどこからともなく現れた二人の騎士が戦っている姿も、自分以外の者達がすっかり逃にげ出したことも。

　ぼんやりとした世界に誰だれかが入り込んで来る。

　薄うす目めを開ければ、背せ丈たけは自分と変わらない男の子が目の前にいた。大人じゃない、それだけでシャーロットは少しほっとした。

「───こんにちは。俺の名前はスロウ。君は？」

「……」

「俺の声、聞こえてる？」

　だけど、シャーロットは一言も発しなかった。

　聞こえているけど、咄とつ嗟さに恥はずかしさを感じてしまったからだ。

　自分も少し前まではもっと上等な服を着ていたのだ。ふわふわで温かくて、着ているだけで毛布に包まれているみたいに柔やわらかな服。近い年ねん齢れいの男の子にこんな姿を見られたくない。けれど自分の思いを知ってか知らずか、男の子は喋しやべり続ける。

「あいつらに捕つかまった人たちは皆みんな逃げたみたいだよ。君は逃げなくていいの？」

「……」

　やはり無視。

　呼び掛かけにも応じず、幼子はただ虚こ空くうを見つめるだけであった。

「困ったな…………ん、それは──」

　そこで、スロウはシャーロットが抱き締めているものに注目した。

　実はさっきから気になっていたのだ。

　恐おそらくはぬいぐるみなのだろうそれは目が半分取れていて、左足からは綿が飛び出し片耳もない、何か怪かい物ぶつを意識して作られたかのような、おどろおどろしい生物へと変へん貌ぼうしていた。一体どんな動物をイメージして作られたのか興味があった。

「そういえば、それ。君が持っているそれは何？　随ずい分ぶんとぼろぼろだね」

　その言葉に初めてシャーロットは反応を見せた。

　ぎゅっと身体からだに力を入れて、抱かかえるものを力強く抱き締めた。

　スロウはこれこそがヒュージャックの姫ひめ君ぎみと世界を繫ぐ小さな糸だと直感。

「子犬かな？　それとも猫ねこかな…………足が四本あってー耳も小さい。子犬さんだ。当たってるでしょ？」

　シャーロットは目の前の男の子を、大きな瞳で睨にらみ付けた。

　このぬいぐるみはシャーロットにとっては友であり、これまで自分を励はげまし続けてくれた戦友でもあった。シャーロットにとっては一体どこをどう見れば子犬に見えるのか理解出来なかったのである。

　目線を下げてシャーロットは自分が抱き抱えているものを見た。そこにはボロボロに汚よごれたぬいぐるみ。黒い左目も無くなってる。確かに、間ま違ちがえるのも無理はないのかもしれない。

「……がう」

　小さくて掠かすれるような声だった。

　言葉を忘れてしまった人間が再び言葉を取り戻もどそうとするような、手て探さぐりで自分の声を確かめているような不ふ明めい瞭りような音だった。

　シャーロットは全部忘れた筈だった。

　でも、子犬だなんて言われてシャーロットは黙だまっていることなんか出来なかったのだ。

「可笑おかしいな。俺には、子犬さん以外には見えないけど」

　本当は男の子の言葉に反応するつもりは無かった。

　この世界は全部噓だから、無視してやろうと思っていたのに。

　シャーロットの瞳の中に首を傾かしげているスロウの姿が鮮せん明めいに映っていく。

　この子は子犬さんじゃないのに。違うのに。この子は思い出が一いつ杯ぱい詰つまっているぬいぐるみだ。

「……ち、がうの。このこ、は」

　蘇よみがえる。

　もう忘れようとした記憶が、シャーロットの頭の中に蘇る。

　辛い記憶。忘れたいと思った辛い記憶の前に、幸せだった記憶を見つけてしまった。

「このこ、は、ね」

　シャーロットの小さな身体がびくりと震ふるえた。

　忘れようとした記憶の中に、忘れてはならない大切な記憶を思いだしたから。幸せだったあの頃ころがシャーロットの胸に押し寄せてきた。

　もう泣かないと思っていた筈なのに。一筋の涙が流れてからは堰せきを切ったように、あっという間。溜たまりに溜まったものを吐はき出すように。

　一度、息を吸い込めば止まらなかった。

「このこ、はっ、ひうっ、こぶあ、さんっ、ひぐっ、ひぐ」

　溢あふれるようにして流れる涙を止めようとシャーロットは必死で目を擦こすった。

　その様子を見てさすがのスロウも焦あせる。風の神童と呼ばれたスロウも目の前で女の子に泣かれた経験は無かったのだ。

　それに今も風の大精せい霊れいがどこかから自分達の様子を観察している。

　この子を泣かせれば、どんな目にあうか分からない。

「ちょっとストップ！　ごめん！　俺が悪かったから泣かないでよ！　頼たのむよ！　君に今、泣かれたら色々とまずいんだ！」

「うぅぅ。まちがえた、くせにぃぃ、ひぐっ、う、う、うわあああああああんん」

「ほら！　ぶひいぶひい。こぶたの真似まね！　ブヒいブヒい！　だからごめんよ！　泣き止やんでよ！」

「うわあああああん、ぜんぜん、ちがううぅぅぅぅ」

「ぶっひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」

　全然似てないし、余りにもふざけた男の子だと思った。

　暫しばらく泣き続けると、身体を優やさしく包む風を感じる。

　そこで、ようやくシャーロットは気付いた。

　私、まだ生きてるんだ。

　そんなシャーロットを慰なぐさめるかのように足元に黒くろ猫ねこがやってくる。

　ヒュージャックを逃げ出す時から、ずっと傍そばにいてくれた優しい子。

　表情が柔らかくなるシャーロットとは対照的にスロウは固まった。その小さな生物こそが、風の大精霊。今この場を支配している精霊の親玉だと気付いたからだ。

　スロウも大精霊と呼ばれる存在とこうして出会うのは初めての経験だった。

　思わず全身に余計な力が入る。黒猫は上うわ目め遣づかいでスロウを見つめ、口を開いた。

「にゃああん」

《お前なら、こちらが何を求めているか分かってるはずだにゃあ》

　しかし、その見た目に騙だまされてはいけない。

　今もスロウに殺気を叩たたき付けてくる不気味な存在は人の身では推おし量れぬ規格外。

　シャーロットには鳴き声としか聞こえていなくとも、スロウにはきちんとした言葉で届いている。

「にゃおおおおん」

《にゃあの代わりにシャーロットを守ってくれる人間が必要だにゃあ》

　第一印象は怪け我がをしたでっかい化け猫。

　幼いシャーロットの足元に現れた巨きよ大だいな黒猫と風の神童スロウ・デニングの間で繰くり広げられる見えない風の攻こう防ぼう、大精霊が巻き起こす力をスロウが必死で押さえつけていた。

「……話を聞くから、その殺気は……抑おさえてくれ」

「え？」

　泣き疲つかれてぐずるシャーロットにもスロウの言葉は聞こえていた。聞こえていたけれど精霊の声が聞こえないシャーロットには、スロウの言葉の意味は分からなかったのだ。

　スロウは疑ぎ問もん符ふを浮うかべるシャーロットを見つめ、何でもないんだと微笑ほほえんだ。

「にゃあん」

《約束にゃあ。シャーロットをこれから守ってもらうにゃあスロウ・デニング。理解したらシャーロットが持っているこぶたを撫なでるにゃあ》

　風の大精霊がデニング公こう爵しやく領にやってきた理由。

　それは風の精霊が噂うわさする神童を一目見たかったから。

　さらに眼鏡めがねに適かなえばシャーロットの保護を求めようと思っていた。

　本人を前にした大精霊の思いは予想以上。

　風の大精霊が放つ威い圧あつ感かんを前にしても、動じないのは期待出来る。

　少なくともヒュージャックにこれ程ほどの人間はいなかった。

「分かった。君が暴れないなら、俺は何でも言うことを聞く……」

「あばれてないもん！　わたし、あばれてないもん！」

「……？　あぁ、違うよ。君のことじゃないって！」

　シャーロットは大きな瞳ひとみで睨みつけた。

　けれど泣き声は響ひびかない。もう泣くことに疲れてしまったようで、それよりも目の前の変な男の子のほうに興味が湧わいたらしい。

　幼いシャーロットを世界に引き戻したかと思うと、突とつ然ぜん独り言を呟つぶやく男の子。

　すると、ぐ～と情けない音がして、シャーロットは突然お腹なかを押さえた。

「あ……これはあれだもん……」

　その音が可笑しくてスロウは笑った。

　風の大精霊が醸かもし出す殺気に比べれば、ほのぼのしすぎていると思ったのだ。

「……う～」

「あはは、ごめんごめん。でも、お腹が空すいているんだね」

「……うん、おなかすいた」

「じゃあ、美味おいしいご飯を後で一いつ緒しよに食べよう」

　シャーロットはどうしようかとちょっとだけ考え、ぎゅっと抱だき締しめるぬいぐるみをスロウの胸に押しつけた。

「……うん。あと、この子は、こいぬさんじゃありません」

「そうだね、俺が間違ってたよ」

　スロウは苦く笑しようしてぬいぐるみの頭を優しく撫でた。

　誰も気づかぬが、それは風の大精霊との約束を了りよう承しようした証あかしに他ほかならず。

《スロウ・デニング。お前はシャーロットを守るにゃあ。シャーロットの素す性じようがばれないように力を尽つくすにゃあ。そのためだけに、生きるにゃあ》

　第二印象は親バカだった。

　けれど気持ちの良すぎるぐらい、清すが々すがしい程の親バカぶりだとも思ったのだ。

　風の大精霊がシャーロットのことをとても心配していることはよく分かったし、これ以上この子に辛つらい目にあって欲しくないという思いはスロウも同感だった。

　しかし彼が余りにもあっさりと決断した一番の理由は、こっそりとお姫ひめ様を守るって何だか物語の中に出てくる英えい雄ゆうみたいでカッコいいとも思ったからだ。

「さて、とっくにあいつらの戦いも終わってるようだし、俺の家に戻って一緒に美味しいスープでも飲もうか」

「うーん……うん、おなか、すいた」

「そういえば、君の名前はなんていうの？」

「…………シャーロット」

　スロウはシャーロットがそっと口から零こぼした名前を頭の中で何度も反はん芻すう。

　精霊達から聞いていた名前だけど、やっぱり本人の口から聞くとありがたみが違った。

「シャーロットか。これから長い付き合いになりそうだけど……よろしくね」

「……うん」




　公爵領地の森の中。

　二人の騎き士しが奴ど隷れい市場を制圧する中で、幼い二人は出会った。

　女の子は自らの素性を隠かくし、男の子は何も知らない振ふりをする。

　全すべてを知りながらも男の子は傷ついた一人と一いつ匹ぴきを受け入れた。

　どこまでも楽天的に、まあ何とかなるだろと甘い期待を寄せながら。

　そんな男の子の最大の誤算は、明日公爵領地にやってくる婚約者フイアンセの彼女より、亡国の姫を好きになってしまったということなのだろう。
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「っくそ～！　もう一回だ！」

「お前さ～、魔法鉱石の力も込こめられていない剣けんに魔法の力を付与エンチヤントさせようなんて無理だって。素す直なおに小こ遣づかい貯ためて本物を買えって」

　夕ゆう闇やみ。

　もはや太陽も沈しずみかけだというのに、打ち鳴らされる超ちよう常じよう現象は止まらない。

　精霊に愛された者達による奇き跡せきの力。魔法練習のために設置された演習場は、今日も杖つえを握にぎる魔法使いや、ぶんと剣を振るう平民の姿で溢れている。

　それは本物の兵士達が利用する、練兵場さながらの熱気であった。




　遂ついに、翌週まで迫せまった迷宮ダンジヨン探たん索さく。

　迷宮ダンジヨンに潜ひそむモンスター相手に少しでも有利に戦えるよう各おの々おの、練習に励はげむ。

　ある者は魔法制せい御ぎよの向上を、またある者は新しい魔法の習得を目指し、教科書を片時も離はなさない。さらに生徒の中には、杖ではなく剣を握る平民生徒の姿さえもある。

　デニング公爵の来訪は──魔法学園を卒業した後、軍属を志望する彼らにとってはカリーナ姫よりも意味のあることなのだ。

　そして、そんな彼らの間に交じり、亡国の姫と黒くろ髪かみの少女が杖を振るう。




「そういえばシャーロットさんって、お姫様と喋しやべったことあるんでしたっけ」

「カリーナ姫？　うん、あるよ。でも……ほんとに少しだけだけどね」

「お姫様ってどんな方なんですか？　私もお話ししてみたかったんですけど、お姫様の周りっていっつも男の子達が群がってるじゃないですかー……私、遠目からしか見えなくて……あ、でも。お姫様がちょっと引いてるのは分かりましたけど」

　公爵家デニングの直系男子。

　スロウ・デニングの専属従者であるシャーロットにとっても、デニング公爵の来訪はビッグなイベントなのであった。

　悲しいかな、スロウ・デニングを溺でき愛あいするデニング公爵ではあるが、その従者である彼女は、いてもいなくても変わらない存在だ。シャーロットはそんな自分への評価を見返したい。あわよくば、お給料アップも目もく論ろんでいるのである。

「……うーん。何て言えばいいかな……おっとりしてるけど、魔法も上手で綺き麗れいで……完かん璧ぺきな人、かな？　あ、でもスロウ様。ティナちゃんとちょっと似てるって言ってたよ」

「私とお姫様がですか？　えー……全然似てないと思いますけど……」

　しばしティナは考え込み、シャーロットの胸むな元もとを見つめ、自分のそれを見る。

「……ティナちゃん。どうして今、私を見たの……」

「あ、いえ別に。ただ先せん輩ぱいむっつりだなーと思って。でもカリーナ姫大きいからしょうがないですよね。でも、お姫様。しょっちゅう先輩のこと部屋に呼び出して……まさかあの二人、お姫様の部屋であんなことやこんなこと……」

「そ……そんなことあるわけないでしょ！」

「あははっ、シャーロットさんが遂に怒おこった」

「別に怒ってないよ！　ティナちゃんが変なこと言うから！」

「そうですかぁ？　さっきからずっとシャーロットさん、機き嫌げん悪そうでしたよ？　でも、私も気持ち……分かりますけどね。だって今日は先輩に魔法を見てもらう予定だったのに、急にお姫様に呼び出されて……私もちょっと楽しみにしてましたから。でも、気持ち切り替かえてもっと魔法に集中したほうがいいと思います」

「集中してるってば！」

「その割には、シャーロットさん。さっきから全然、魔法成功してないじゃないですか。五回連続で失敗してますよ」

「これは……調子がちょっと悪いだけで……」

　ティナの言葉はまさに、図星だった。

　彼女の主あるじであるスロウは最近はカリーナ姫のことを常に考えているようで、学園を歩いていればぴったりと寄り添そう姿を日に何度も見かける。別にスロウは自分のものではない。というか、そんなこと考えるだけでもおこがましい。公爵家デニング直系の男の子を、お情けで従者になったような自分がそんな風に考えるなんて……。

　これは何て言うか、いつも一緒にいた男の子を突然現れた人に取られてしまったような感じとでも言えばいいんだろうか。つまり、ちょっと寂さびしいのである。

　でも、スロウがカリーナ姫ばっかり構うのであれば、こっちにもこっちの考えがある。

　魔法の練習にたっぷりと励んで、スロウをびっくりさせてあげるのだ。

「あ！　今度はシャーロットさん、眉み間けんに皺しわ寄ってる！」

「ち、ちがう！　私はスロウ様がちゃんとお役に立ててるか心配で暗い顔してただけ！　だってカリーナ姫のお相手はスロウ様のお仕事だから！　はいこの話終わり！　私もう何も喋らないから！」
















「......あー。冗じよう談だんですからシャーロットさん、怒らないで下さいよ」

「──ちょっと平民、うるさい。でも、貴女あなた達。何やら少し興味深い話をしてましたわね」

　さっと現れる、尊い人ひと影かげ。

　甲かん高だかいハスキーボイスの主は、演習場とは無む縁えんの存在。

　クルッシュ魔法学園における小さな女王様、アリシア・ブラ・ディア・サーキスタの到とう来らいに演習場がざわついた。高貴なサーキスタのお姫様がこんな演習場に来ることは滅めつ多たにない。噂うわさでは女子寮りよう最上階には小さいながらも魔法の練習が出来る部屋もあるという。

「アリシア様！　どうされたんですか？」

「シャーロットさん。貴女に聞きたいことがあるんですけど……ちょっとお時間よろしいかしら？　あれ……何で杖なんか持ってるの？　確か、公こう爵しやく様に杖の所有を禁止されていませんでしたっけ？」

「あ、これはその……一時的に認められたというかその……」

「そうなの？　まぁ、私には関係ありませんけど」

　アリシアの傍そばにはいつもお供をしている赤あか髪がみの少年がいない。

　あの高飛車な王女様が家来を連れていないなんて珍めずらしいこともあるもんだ。けれど、彼女には魔法の練習をするなんて気持ちはこれっぽっちもないようで。

　ならば、一体何のために──？

「……あ、アリシア様。お久しぶりです！　それでシャーロットさん、私、あっちの友達に呼ばれてるみたいなので……ちょっと行ってきますね～」

　ティナはいつだって俊しゆん敏びんだ。

　それに人の機き微びを見み抜ぬく力にも長たけている。

　アリシアの機嫌の悪さをすぐさま感じ取り、その場から逃にげる。火の粉が降りかかるのはご免めんである。君子、危あやうきに近寄らずというやつである。何せ彼女はこの学園では最下層とも言える平民なのだから。

「相変わらず忙せわしない平民だこと。それよりシャーロットさん。あいつ。あのリトル・ダリスと……いっつもどんな話してるの？」

「え、スロウ様のことですか？」

「それ以外に誰だれがいるのよ」

「あの……それは私もあんまり知りませんけど」

「知らない？　シャーロットさん、貴女ってあいつの専属なんじゃないの？」

「専属ですけど……」

「専属なのにどうして知らないの？」

「そんなこと言われましても……」

　そりゃあシャーロットだってスロウとカリーナ姫ひめがどんな話をしているのか気になるが、主のプライベートを根ね掘ほり葉は掘ほり聞き出すわけにはいかないだろう。

　それに彼らは……未来の女王陛下様と大貴族、公爵家デニングの元神童様なのだ。

　きっと自分には分からない国の行く末なんかを話しているんだろう。姫様が部屋から出てこない時は、たまにすごく疲つかれた顔をして帰ってくるし。

　部屋の中で難しい討論なんかをしているに違ちがいないとシャーロットは見当付けている。

「シャーロットさん。いい？　貴女は専属。公爵家デニングの専属従者ってのは一いつ般ぱん的な従者と意味が違う。そこは分かってますわよね？」

「えっと……はい。それは分かってますけど」

　主と、生も死も重なり合う──公爵家デニングの専属従者サーヴアント。

　常にお傍に控ひかえ、主の苦く悩のうを理解し、戦場では共に力を振るう。

　公爵家デニングの専属従者は兵士にも一目置かれる、特別な立場の人間だ。

「分かっているなら話は早いですわ。あいつらが何を喋ってるか探さぐってきて頂ちよう戴だい！」

「む、無理です！　探るなんて器用なこと、出来ません！」

「無理じゃない！　シャーロットさんはあいつの専属従者でしょ！」

　シャーロットは無理だと言うが、アリシアも一歩も退ひかず。

　何で私、アリシア様に怒られてるんだろう？　と思いながら、今後シャーロットが知った二人の情報をアリシアに伝えるなんて約束を強ごう引いんに結ばされたのであった。




　　　●




「殿でん下かが俺を見て微笑ほほえまれたぞ！」

「違う！　俺だよ！　俺の変顔を見て笑ったんだ！」

　ここ数日。

　シャーロットからカリーナ姫と二人きりの時、一体何を話しているのか聞かれるようになった。俺が姫様のお相手なんて大役を本当に務められているのかシャーロットなりに心配しているんだろう。

　魔法の練習で忙いそがしい筈はずなのに、本当に心優やさしい従者さんだよシャーロットは。

「あの！　その！　握あく手しゆしてください！」

　しかし、カリーナ姫の人気ぶりはまじで凄すさまじいな。

　誰かがカリーナ姫のことを学園に舞まい降おりた天使と表現している奴やつがいたが、あれはもしかすると……あながち間違いじゃないのかもしれない。

　なにせ彼女と同じ授業の者はそれだけで狂きよう喜き乱らん舞ぶし、少しでも自分の顔を覚えて貰もらおうと訳の分からない行動をし始める。教室移動の僅わずかな時間でさえ、その麗うるわしい姿を見るために何重もの人ひと垣がきが出来るのだから。

　しかしそんなバカ達……おっと、失礼。あいつらは知らないのだ。

　自室を一歩出れば、お淑しとやかで完璧な天使として振ふる舞うカリーナ姫ではあるが、よーく観察してみると、表情の微び細さいな変化が見てとれることを。

「おっぱ──姫！　あ、違う、カリーナ姫！　何で俺を見てくれないんですか！」

「ちょっとアンタ！　姫様に向かって今、何て言ったのよ！」

「別に何も言ってねーよ！　強しいて言えば心の声だよ！」

　例えば今。

　姫様は誰かの破は廉れん恥ちな呼び方を聞き、それでも愛想良く「いえ……良いんですよ……あはは……皆みなさん、今日も元気ですね……」なんて振る舞っていたが、よく見れば両手を握にぎり締しめプルプルプル。

　握手を求められれば嫌いやな顔せず静かに微笑み、だけど大きな瞳ひとみを細め、こめかみを引きつらせる。

　ああ、まずいまずいよあれは。カリーナ姫、あれは完全に怒ってるよ。

　顔も、心なしか赤らんでるし。

「近くで見れば、わあ。素す晴ばらしいおっ!?　う、うわ！　何でダールトン卿きようが！　ううわあああああああ！」

　そして彼女は黄金の毛先をクルクルと指で弄いじくりながら、物もの憂うげに空を見上げるのだ。

　……あ、きた。

　その視線の先は流れる雲ではなく、俺。校舎の中からカリーナ姫の様子を温かく見守っていた俺を若じやつ干かん赤らんだ顔でキッと睨にらみつけているのだ。

　あれは私じゃどうにも出来ないから、君のアレでこの面めん倒どうな人達をどうにかして！　早く！　と言っているのだ。

　だから俺は窓をガラッと開き、周りの奴らを睨みつける。誰も気付かない時は教室の中から魔ま法ほうで誰かの髪かみ型がたをメチャクチャにしてやったりもする。すると、誰かが俺の存在に気付き、まずいまずい豚ぶた公こう爵しやくの機嫌が悪くなったぞーと騒さわぎ始める。

　その間にカリーナ姫はさささとその場を逃げ出すのである。

「おい……また、豚公爵が姫様に近づく奴らを虐いじめてるぞ」

「自分の従者に近づく奴だけじゃなく、今度は姫様まで自分のものにするつもりか……公爵家デニングだからってやりたい放題……あ、い、いえ！　何でもありませんよデニング様！」

「……」

　これでまた俺の評判が悪くなる。

　そして、カリーナ姫のＳＯＳが一日に何度も起きると、決まって翌日。




「スロウ・デニング。お前の仕事だ」

　カリーナ姫は自室に引き籠こもりになられるのである。

　要するに、サボり。

　そして、俺が王室騎士ロイヤルナイトに頼たのまれて彼女の部屋に行くことになる。

　これが最近の俺の一日のワンセットである。




「また今日もデニング様が入ってきたわね……見なさいよ、あの顔」

「え？　真ま面じ目めそうな顔だけど……」

「どこがよ……顔の下に、どんな醜みにくい欲望を隠かくしてるか……もしかして、女子寮に入りたいから姫様を虐めてるんだったり……」

　誰かの囁ささやき声に身体からだがびくんと飛び跳はねた。

　はああああああああ!?　ふ、ふざけんなバカやろう！　逆だよ！　逆！

　つーか折角良い感じに回復してきた俺の評価がこんなことで地に落ちてなるものか！

「まずいよ、こっち見てる……あの噂本当だったのかな」

「何か言いたげな顔してるわね。ふん、どんないかがわしいこと考えてるのかしら」

　……考えてねーよ。

　いいか？　お前らは知らないかもしれないけど、カリーナ姫は引き籠り気質なんだ！　ちょっと面倒なことがあったら部屋に閉じ籠っちゃうようなガラスハートの持ち主なんだ！　と声こわ高だかに叫さけびたい。

　だけど真実を馬ば鹿か正直に伝えれば、側そばにいる王室騎士ロイヤルナイト達に殺される。

「何をきょろきょろしているのだ。ついて来い、スロウ・デニング」

「はぁ……ついてねぇなあ」

「姫ひめ殿でん下かの私室に招かれるなど、光栄の極きわみであろうが」

　そっちじゃねえよとつっこみながら、俺は今日も女子寮りよう最上階にある彼女の私室に向かうのだ。




　寝しん室しつの中に入ると、爽さわやかな香こう水すいの香かおりとベッドに寝ねそべっているカリーナ姫。

　お気に入りなのか今日も淡あわいピンク色のパジャマを着たカリーナ姫は今日も、やる気が無さそうであった。

　現在、サボりが二日連続で続いている。

「カリーナ姫。待ち合わせの時間に来ないと思ったらまた引き籠りになられて……。こっちは女子寮に入るだけでも大変なんですよ」

「ち、違う……今日は本当に体調が悪い気がするから……」

「……体調が悪い人はそんなにお菓か子しを寝室に持ってこないです」

　はしたないし、食生活も乱れがち。

　皆みんなが想像する桃とう源げん郷きようの主あるじが、実はこんなにだらしない女の子だとは誰も夢にも思わないだろう。

「その卑いやしい目つき……分かったよ。ほら、君の分をあげるから……」

「違いますよ！　勝手な解かい釈しやくは止やめて下さい！　それに俺はダイエット中って言ったじゃないですか」

「ほんとう？　無理してない？　過度なダイエットは身体に毒だよ。それに噂うわさで聞くほど、驚きよう愕がくのおデブちゃんじゃないと思うけどなぁ。それぐらいなら、街に五人はいるよ」

「これでもダイエットに成功した方なんですよ……」

「ふーん。成功する前の姿も見てみたかったな」

　そう言って、ベッドの上でがつがつとお菓子を食べるカリーナ姫。

　どうやらストレス解消のために過食に走るタイプらしい。

　食べ終わると、またぼふっとシーツの中に隠れてしまった。

　はぁ……。

　こんな姿、カリーナ姫を地上に舞い降りた天使とか言ってる奴らはとても信じないだろう。このようなあけっぴろげな姿を俺に見せても気にしないのは、果たしてカリーナ姫の中では俺がどういう扱あつかいになっているのか……。

「カリーナ姫。ほら、出てきて下さい。今なら昼の授業には間に合いますから。だから……とりあえず着き替がえて下さい。まだパジャマなんでしょう？」

「嫌だよスロウ君……今日は一日出ないって決めたんだ。だから、着替えない」

　彼女が俺を守護騎士ガーデイアン選定試練セリオンに参加させた理由、そして学園滞たい在ざい中の相手に俺を指定した理由。さらに二人きりの時は呼び捨てを強要したり……これはさすがに固辞したが……。

　このように、俺にだけ親密に接してくる訳。

　一体、何故なぜカリーナ姫は俺にこんな心を許しているのか、自分なりに考えてみた。

　それはきっと国が抱かかえる問題児とされている俺への──仲間意識だろう。

「カリーナ姫が外に出てくれないと、俺が貴女あなたの騎士達に怒おこられるんですから」

「……迷宮ダンジヨンにはドラゴンの幼体もいないって分かったんだから、もう私が学園にいる意味もないのに……ぅぅ、何が交流を深めてこいだよ、マルディーニの爺じじい……」

　そう言って、シーツから不満げな顔を出すダリスの王女様。

　彼女は心底、王女という自分に課せられた役割を面倒だと思っている。

　……だから、俺なんだろう。

　真っ黒豚公爵は公爵家デニングの重圧に潰つぶれ、おかしくなった。

　それが世間に知られている一いつ般ぱん的な俗ぞく説せつで、カリーナ姫は好き放題に生きる俺のことが羨うらやましかったんだろう。

　真っ黒豚公爵としての悪評は他国にまで轟とどろくぐらいだから、当然カリーナ姫の耳にも入っていたんだろう。そして、心の愚ぐ痴ちを吐はき出す相手を求めて、俺を指名した。

「そんな悲しそうな顔したってダメです。俺は騙だまされませんよ」

「むぅ……しょうがないなあ」

　すると観念したのか、もぞもぞとシーツの中から這はい出し──

「ブ──ッ!!」

　俺は目を疑った。

　一いつ瞬しゆん、カリーナ姫が裸はだかだと思ってしまったのだ。でも、違ちがう。ちゃんと下着は付けていた。だけど、下着だけだ。もう、何ていうか……殆ほとんど素す肌はだ。俺が目をゴシゴシさせている間に、カリーナ姫も自分のあられもない姿に気付いたのか、可愛かわいらしい小さな声をあげる。そしてすぐさまシーツで身体を隠した。威い厳げんもなにもない。

「わぁ！　み、見たっ!?　お……お金取るよっ！」

　目の前で突とつ如じよ露あらわになった艶なまめかしい姿。て、てか。さっき胸が揺ゆれたよな？　白い太ももも、おへそも、それにやっぱり俺の目は服の上からでも分かる二つのあれに釘くぎ付づけとなった。

「い、今のは不ふ可か抗こう力りよくじゃないですか！　それより何で服着てないんですか！」

「それは、ベッドの中ではし、下着派だからっ！」

「何派だっていいですよ！　とりあえず何か服着て下さい！」

　──慌あわてて後ろを向く。

　さすがの姫様も恥はずかしかったのか、頰ほおに赤みが差していた。今の学園ではカリーナ姫の肖しよう像ぞう画がが銀貨で売買されているらしいが、さっきの姿は軽く金貨一枚の価値はあるだろう。あんなラッキーイベント、長いこと一いつ緒しよにいるシャーロットとの間でも一度も無いってのに……でも、服の下は俺の想像以上に凄すごかったな……。ていうか、そうだよ。俺は傭よう兵へいとか裏切りの王室騎士ロイヤルナイトじゃなくて、こういう主人公イベントを待ってたんだよ……。

　背後から聞こえる布の擦すれ合う音を、出来るだけ意識しないように努める。

　カリーナ姫はお着替え中。

　時間にしてみれば僅わずかだろうが、俺には数倍以上の時間に感じられたのだった。




「──それよりも、だよ。スロウ君は今日もちゃんと授業に出るんだね。暴あばれん坊ぼうだった君は授業態度もそれはひどかったって聞いてるけど……」

「不ふ真ま面じ目め期間は終わったんです」

「勿もつ体たいないなあ。自由に過ごせるのは今の間だけなのに……あー。これきっつい」

「カリーナ姫。昔の俺でも、授業はサボりませんでした。さぁ、早く着替えて下さい……あと何がきついのかはよく知りませんが、俺は下で待ってますから」

「あ。ちょっと待ってスロウ君」

「……何ですか」

「ちょっときつくて…………ねえ、着替えさせて？」

「下で待ってますからね！」

「っふふ。はーい」

　くそっ！

　冷静に考えれば、もっと目に焼き付けておけば良かった！




　寝室の先で待機していたダールトン卿きようは姫様の声で全すべてを察したのか、よくやったと言わんばかりに大きく頷うなずく。

　この通り、彼女は俺のことを自分の仲間、同類だと思っているのである。

　女王になんかなりたくない王女様と、風の神童から脱だつ落らくし自由気ままに生きている俺。

　彼女が本心をさらけ出せる仲間を求めているならば、俺はその役割をこなしてみせよう。風の神童としてデニング公こう爵しやくとなることを求められた俺は、その重圧から逃にげたくなる気持ちを誰だれよりも知っている。

　だから。

　短い時間でも学園にいる間ぐらいは、彼女が普ふ通つうの生徒らしく過ごせたら良いと俺は思うんだ。




「あれ、シャーロット。目がいつもより鋭するどいけど……どうしたの？　え、何？　昨日の夜に俺とカリーナ姫が何を話してたか？　……別に、大したことは話してないけど……」

　迷宮ダンジヨン探たん索さくを終え王室騎士団ロイヤルナイツが滞在するヨーレムに帰りたがったカリーナ姫だが、折角の機会だからと枢すう機き卿きようらは姫様の学園滞在を延長させた。

　しかし光こう陰いん矢の如ごとしとはよく言ったもんだ。

　カリーナ姫と過ごす時間はあっと言う間に過ぎていく。そして、有り難がたくもカリーナ姫の暇ひま潰つぶし相手を引き続き担当することになった俺は、不満垂れる彼女を学園のいろんな面おも白しろスポットへ連れていってあげたもんだ。

「え？　従者として俺の行動は把は握あくしておきたい？　うーん、そうだなあ。強しいて言えば昨日は確か、カリーナ姫の愚痴をもっぱら聞いていたような。ほら、やっぱりダリス王女ともなると色々なしがらみがあるみたいでさ……いや、シャーロット。別にメモを取る程ほどの話じゃないと思うけど……」

　時間帯はもっぱらまだ生徒が寝ている早朝。日課のダイエットに費ついやしていた時間をカリーナ姫のために使ったんだ。馬に餌えさをやったり、花の名前を教えたり、鳥の声を聞きながら緑の中を歩いたり。時にはシャーロットも一緒になってカリーナ姫のために食堂の厨ちゆう房ぼうからこっそりと食べ物を持ってきてくれた。

　俺にとっては当たり前の日常も王女様にとっては新しん鮮せんらしく、授業よりも俺達との時間が楽しいと言っていた。でも……俺とばっかり交流していた気がするから、枢機卿が望む同世代との交流が出来ていたかは微び妙みようなところだ。







「スロウ君。早く早く！」

「今、行きますからちょっと待って下さい！」

　正門の下に馬車が横づけられ、盛せい大だいな見送りの催もよおしがようやく終わった。

　太陽が沈しずみかけ、馬車の周りには白馬に乗った王室騎士ロイヤルナイト。

　そして門の向こうにいる大勢の野次馬は天使の帰き還かんを悲しんでいる。

　ならば、最後まで姫様のお相手が出来る俺はかなりの幸せ者なんだろう。

「じゃあシャーロット。俺は行って来るよ。カリーナ姫を送ったら学園に帰ってくるけど、その時には杖つえを返してもらうからね」

　シャーロットはお留守番だ。

　杖の使用期限は父上が学園にやってくる明日までなんだけど、万が一父上に見つかったらやばいので、今日の夜に俺が回収する。

「それと……ごめん。今日はシャーロットの魔ま法ほうを見てあげる予定だったのに」

「いえ！　気にしないで下さいスロウ様！　私は一人でも大だい丈じよう夫ぶですから！」

　ここのところ、シャーロットは暇さえあれば魔法の練習に精を出している。もしかするとカリーナ姫のために早起きしている俺よりも早いかもしれない。父上が学園にやってくる明朝。最後の最後まで、シャーロットは杖を使って練習に励はげむつもりらしい。

　けれど、時間を惜おしんで努力しているのは彼女だけじゃない。

　遂ついに翌日にまで迫せまった迷宮ダンジヨン探索。軍が主しゆ催さいする大イベントに向け、カリーナ姫の見送りに来ず演習場に向かった者も大勢いるのだ。

「それじゃあ行ってくる。魔法の練習、頑がん張ばってね」

「はい！　行ってらっしゃいませ、スロウ様！　……スロウ様？」

「あ、いや。何でも無い。行って来るよ」

　見送る生徒の中でアリシアが不安そうな顔をしていたのが、何故なぜか心に残った。




　　　●




　盛大な式典の後にシャーロットが演習場へ向かうと、そこはいつにも増して大おお賑にぎわい。

「遂に明日か～！　姫様と過ごした時間も夢みたいだったけど、やっぱり迷宮ダンジヨンだよな～」

「姫様と一緒って、その言葉使っていいのは豚ぶた公こう爵しやくだけだぜ、シューヤ」

　明日は大勢が待ちに待つ迷宮ダンジヨン探索。

　デニング公爵と共に幾いく人にんものお偉えらい貴族も来訪するからか兵士も妙みようにそわそわし、学園全体が一大イベントに浮うかれている。でも、シャーロットだけはデニング公爵の一番の目的は迷宮ダンジヨンでなく、スロウに会うことであることをよく知っていた。

「やっと見つけましたわシャーロットさん！　今日の報告はどうなってるの」

「あ！　忘れてました、ごめんなさいアリシア様！　えっと……」

　これまたいつものように、スロウ様はカリーナ姫の愚痴を聞いていたみたいです、と報告するとアリシアは「ふーん。ま、そうだろうと思ってましたわ。だってあのリトル・ダリスですもの」と、意味深に頷いて、アリシアは演習場から姿を消してしまうのだ。

　そして、これまたいつも通り。

　頃ころ合あいを見計い、ティナがシャーロットと合流。二人揃そろって魔法の練習に励み出す。

「シャーロットさん。今日のアリシア様、何だか機き嫌げん良かったですね。これは私の考えなんですけど、カリーナ姫が帰っていっちゃったから、これ以上先せん輩ぱいが捕つかまることもないし、嬉うれしいんでしょうね。あ、だったらシャーロットさんとおんなじかも」

「……だから!?　スロウ様はお仕事してるだけで、私は別に何とも思ってないよ！」

　その後もシャーロットと楽しいじゃれ合いを続けながら、ティナは杖をくいっと動かす。すると二体のミニゴーレムが土の身体からだを削けずり合いながら、拳こぶしと拳で戦い合う。

「……おい、あれ見ろよ。あの子だぜ。噂うわさの平民」

「無意識でゴーレムを操あやつってる……。たまにああいう子が出てくるんだよな……俺、あの子と同学年じゃなくて良かったわ」

　シャーロットだけじゃなく、演習場にいた貴族の生徒達も注目していた。

　平民でありながら、魔法の上達が早すぎる少女……このままでは追い抜ぬかれるかもしれないと、内心焦あせりながら彼らは魔法の練習を再び開始する。

　土の魔法に目覚めたティナは既すでに、鼻歌を歌いながら二体の泥どろで出来たミニゴーレムを戦わせる域に達していた。これが同時に三体のミニゴーレムを操れるようになれば、遂に青銅ブロンズで出来たゴーレムの操作に挑ちよう戦せん出来る。

　青銅のゴーレム、それが意味するところ即すなわち──土の魔法使いとして一人前。

「ティナちゃんはすごいなぁ。魔法が上達する速さが何て言うか……しゅぱーんだもん」

「私の場合はやりたいことと出来ることがたまたま重なってたっていうか……さっきのシャーロットさんの魔法も凄かったですよ！」

「……私の小石魔法が？　そんなことないもん」

「ぶふっ……そんな、シャーロットさん自じ虐ぎやくは止やめて下さい。光の魔法使いはこの国、ダリスでは特権ブランドなんですから！　自信持って下さい！」

「だって、絶対ティナちゃんのほうが凄すごいもん。私の魔法より役に立つし、だって私。小さな石ころの動きを止めるだけだよ？　はぁ[image: ～][image: ～]…………」

　光の魔法使いであるシャーロットの魔法は、ティナが操るミニゴーレムに効く気配が全くない。

「……あーん、もう！」

　そして、魔法に失敗するたびにティナの優ゆう秀しゆうさを実感するのだ。

　一日一日、確実に腕うでを上げていく年下の女の子。

　ティナはカリーナ姫と喋しやべることが出来たシャーロットが羨うらやましいと言うが、シャーロットにとっては魔法の扱あつかいに長たけたティナの方が遥はるかに羨ましい。

　……羨ましくって仕方がない！

「あ、そういえばシャーロットさん、一ついいですか？」

「なあに？」

「今いま更さらですけど実は私……明日の迷宮ダンジヨン探索に参加しようと思ってるんです」

「えっ、ティナちゃん。迷宮ダンジヨンに興味あったの？　もしかして軍属志望っ？」

「別に卒業後、軍に入りたいとかそんな高望みはしてないんですけど、私の魔法がどれだけモンスターに通用するか興味があって……」

「え[image: ～][image: ～]、危ないよ！　モンスターって学園に入ってくるオークみたいなまぬけなモンスターばっかりじゃないんだよ？」

「それはあの、分かってますけど……護衛ばっちりで迷宮ダンジヨンに潜もぐれる機会なんか滅めつ多たにないことじゃないですか。経験の無い冒ぼう険けん者が迷宮ダンジヨンに潜る時はお金払はらって護衛を雇やとうこともざらにあるみたいですし……だから……あ、でも別に深く潜るつもりはないです！　上層でちょっと試ためしてみるだけっていうか！　それでシャーロットさんはこの前先輩やカリーナ姫と一いつ緒しよに迷宮ダンジヨン潜ったんですよね。どうでしたか？　怖こわかったですか？」

「私の時？　えーっと…………私は……」

　……迷宮ダンジヨン探索。

　モンスターを前にしてあわあわと我を失いかけたことを思い出せば、ぐわーんと心が落ち込んだ。情けない～、情けない～。どうしてこんなに私は情けないの～と心が沈む。あのカリーナ姫にもクスクスと笑われたことを思い出して……シャーロットはどうしてこー、自分は大事な時に失敗ばかりするんだと一人、大反省会。

「あっ、シャーロットさん。無理に教えてくれなくてもいいですよ！」

「………？　どうして？」

「迷宮ダンジヨンで多分、失敗したんですよね？　シャーロットさん、分かりやすいですから」

「……うそ。私ってそんなに分かりやすい？」

「はい、とっても。シャーロットさんといると、ぶっちゃけ飽あきないですし」

「……それは言い過ぎだと思う」

　そしてまたまた悩なやみだしたシャーロットを見て、この人はやっぱり可愛かわいいなあとティナは思わずにはいられない。

　シャーロットさんは確かに公爵家デニングで働く従者の人達のイメージからは程ほど遠とおいけど、どこか抜けている先輩の相方にこれ程ピッタリと嵌はまる人はそうはいない。

「ほーら、シャーロットさん。いつまでいじけてるんですか」

　未いまだ落ち込むシャーロットを尻しり目めにティナは、一人で練習を再開。

　シャーロットにはああ言ったが、さっきの言葉は噓うそじゃない。ティナは……自分の才能がモンスター相手に通用するか否いなか、純じゆん粋すいに知りたかった。







　シャーロットは自室に戻もどって、大きなため息。

「はあ[image: ～][image: ～]何でかな[image: ～][image: ～]どうしてティナちゃん、あんなに魔法が上手なのかな～」

　ティナと一緒に魔法の練習に励む彼女は毎日その上達ぶりが目に焼き付いている。

　一日、また一日と着実に成長しているティナの姿を見て、自分は進歩しているか？　と自問自答を繰くり返す日々。さらにティナは髪かみがもじゃもじゃの先生にも目を掛かけられているようで、時折アドバイスも受けていた。

　……自分が余程羨ましそうな目で見ていたからだろうか。

　もじゃもじゃの先生は生徒でもない自分に「……デニングの従者か。何だ、お前も魔法の練習してんのか？」と声を掛けてくれて、親身にアドバイスをくれるようになった。自分が光の魔法に適性があることを知ると、六大魔法の中でも光と闇やみは特別なんだと教えてくれた。闇は心に傷を負った者に力を与あたえ、光の魔法は心の在り方が大事だと言っていた。あの先生も光の魔法に適性はあったのに発現には至らなかったらしく、実体験を色々と教えてくれ、先生自身は心の弱さが光の精せい霊れいにそっぽを向かれた原因だろうと語っていた。

「私。このままずっと下手っぴなのかなあ。それは嫌いやだなぁ……」

　毎夜、才能に溢あふれたティナと自分を比ひ較かくして落ち込んで、挫ざ折せつを味わう。

　さらにティナには自分の魔法使いとしての力量もばれて、時に気も遣つかわれる始末。その事実がシャーロットには情けないやら悲しいやら、ずし～んと心を落ち込ませるのだ。

　魔法使い歴十年近く。ようやく石ころ相手に魔法が成功するようになった。

　そりゃあ、石ころだって嬉しい。

　嬉しかったけれど……そこで止まったら意味が無い。

「魔法が上手うまくなりたいよ～……」

　ぼふっと枕まくらに顔を沈しずめ、手足をバタバタ。

　心の声も駄だ々だもれだが、気にしない。ここは前に見たお姫様の部屋とは比べモノにならないぐらい小さいけれど、クルッシュ魔法学園に来たことで手に入れることが出来た自分だけの空間だ。

「心の在り方……。もしかして私が、うそをつき続けてるから……？」

　今も周囲を欺あざむき続けている自分。

　本当の名前はもっと長いのに、公爵家デニングの方々の優やさしさに付け込んで従者になった。

　自分があのヒュージャックの王女様だなんて……今いま更さら誰だれが信じるだろうか。

　昔のあの頃ころならいざ知らず、もうあれから何年も経たってしまった。

　それに自分の正体が公おおやけになれば、モンスターに支配されたヒュージャック奪だつ還かんのきっかけとなるだろう。すると戦争だ。軍の指揮は公爵家デニングの人達が執とることになる。戦いくさの中で怪け我がをして、誰だれかが死んでしまうかもしれない。

「……」

　公爵家デニングの人達はどう思っているか分からないけれど、公爵様も奥様もスロウ様の兄妹きようだいも皆みな、厳しさの中に優しさがあって、シャーロットにとってはかけがえのない大切な人達だ。

　自分の独りよがりで、お世話になっている公爵家デニングに迷めい惑わくを掛けたくなかった。

「にゃああん」

「……慰なぐさめてくれるの？」

「にゃごごごご」

「ふふ、変な声。スロウ様のオーク声みたい」

　ヒュージャックから逃にげ出した時に付いてきた黒くろ猫ねこ。道中で皆とバラバラになり、一人になってしまった時もずっと一緒にいてくれた仲間。もはや家族のように思える。

　確かに長生きだなあとは思うが、さすがに化け猫と呼ぶのはどうなんだろう。

　シャーロットはこれまで何度も、スロウ様がこの黒猫に喋り掛けている場面を目もく撃げきしたことがある。その度たびにスロウ様も自分みたいにストレスを抱かかえてるんだなぁと思っていたけれど……やっぱり化け猫扱あつかいはひどい。

　今度見かけたら、ぴしっと言おうとシャーロットは決意。

「よし。落ち込む時間、終わり！」

　起き上がる。

　こういう気分が落ち込んだ時は気分転てん換かんが必要だ。そしてシャーロットにとっての気分転換はお部屋のお掃そう除じ。

　しかし掃除は昨日したばっかりで……それなら何かいらない物でも捨てようと考え、彼女はヨーレムの街に持っていった鞄かばんの中からそれを見つけた。




「あ、この香こう水すいって……あの侯こう爵しやく家の家宝で……わわ！　だったら大切に扱わないと！」

　シャーロットはじっと手に取って、見つめた。

　ヨーレムの街で自分の思いをじっと聞いてくれて、背中を押してくれた人から頂いた大切なもの。

　彼が本当に悪人だったのか、シャーロットには判断が付かない。

　それに彼女の主あるじである少年は、セピスのことを悪い奴やつではないと言っていた。




『一人だけでも何でも打ち明けられる友がいれば、あんなことはしなかっただろうな。でも、セピスは立ち直れる人間だ。だから枢すう機き卿きようはあいつが起こした事件の秘ひ匿とくに全力を注いでいるんだ。……それにこれは俺個人の考えだけど……女王陛下は、あいつの複雑な事情を汲くみ取って下さるだろう』

　帝てい国こくと繫つながり良からぬことを企たくらんだのに、セピスが立ち直れると自信を持って断言するスロウ様の真意が分からなかった。

　だけど、彼がそう言うなら、自分も信じてみようと思ったのだ。

「これって確か、ドラゴンに覚かく悟ごを伝えるって言ってたっけ……」

　シャーロットはスロウからもらったモンスター図ず鑑かんを引っ張り出して、ドラゴンのページを開いた。折り目が付き、もう何度読んだか分からないそこには守護龍りゆうセクメトの逸いつ話わが載のっている。

　北方から進軍するモンスターを幾いく度ども打ち倒たおし続けたヒュージャックの守り神。

　だけどもう、セクメトは死んでいるに違ちがいない。

　だって、あの時。

　ヒュージャックがモンスターに襲おそわれた時に守護龍は現れなかったから。

　その結果、祖国は滅めつ亡ぼうし、今の自分はダリスの人間だ。

　このまま生しよう涯がい、秘密を抱えて生きていくことになるのだろう。

　そして、いつか。セピスのように、自分の思いだけで突つき進んでしまう時がくるかもしれない。だれか一人でも本当の自分を知ってくれれば、楽になれるんだろうか。

　スロウの言うとおり、セピスが心の底を打ち明けられる人間が一人でもどこかにいれば、運命が変わっていたように。

　じゃあ、それは自分にとって誰だろうと考えると──そんなの決まってる。

　魔法の使えないドジな自分をどんな時でも味方になってくれたのは一人だけ。

「……そっか」

　シャーロットは理解した。

　カリーナ姫が、あれだけ彼に心を許している理由。

　何かにつけて呼び出し、彼を頼たよるのは──。

「……私と同じで、寂さみしがりなんだろうな」




　セピス・ペンドラゴンは言っていた。

　──自分はこの香水に、誓ちかったのだと。

　平民から、貴族として生きるために、全すべてを捨てたのだと。

　決断出来たその強さをシャーロットは羨うらやましく思う。

　だって、自分もずっとずっと願っているから。

　──秘密を打ち明ける勇気を、その時を待ち続けている。




「……っ」

　香水を手にとり、立ち上がる。

　窓を開き、外を眺ながめた。

　カリーナ姫やスロウ様の部屋と違い、眺めは良くない。

　でも、今の私にはとってもお似合いだと思うから、これでいい。

「おーい！　姫様がシューヤの占うらない受けるんだってよ！」

「げ！　あのインチキの毒どく牙がにかかるのかよ！　絶対に止めないと！」

　さて、自分はこの香水に、何を誓えばいいだろう。

　魔法が上手くなれますように？　従者として成長出来ますように？

　──違う、それじゃあ今までと何も変わらない。

「セピス様も魔法が上手くなりたいなんて望まなかったはず──」

　もうすぐ、公爵様がやってくる。

　その時、自分の未来も決まるんだろう。もしかするとスロウ様と違って無能な自分は、従者失格であの人と離はなれ離ばなれになるかもしれない。

　悲しいけれど、そんな未来も充じゆう分ぶんにあり得る。

　でも、今のまま離れ離れになったとしたら、きっと自分のことが嫌きらいになる。

　あの人を騙だまし続けたまま終わるのはいけないこと。

　だから、香水に誓うのは。

「──たった一人。スロウ様にだけは、本当のことを話せますように」




　こうして白百合ヒユージヤツクの血、受け継つぎし少女──。

　公爵家デニング三男、スロウ・デニングの専属従者は目に見えぬナニカに覚悟を告げた。

　龍を呼び寄せる秘宝、ペンドラゴンの香水を捨てたのだ。




　今まで嗅かいだことのない、鼻び孔こうをくすぐる香水の香かおり。

　心が軽い、頭が透すき通り、どうして今まで迷っていたのか分からない。

　それが使用者の覚悟を後押しする、ペンドラゴンが調合した薬の影えい響きようだとは彼女は知る由よしもない。まるで自分が今までの自分じゃなくなったみたいで、今なら魔法も上手く使える気がする。けれど彼女が杖つえを持った瞬しゆん間かん、それは起きた。

「な、なに！　地じ震しん!?」

「……にゃごご」

　彼女の部屋にいる長生きのペットだけは、即そく座ざに異変に気付いた。




　　　●




　それは、迷宮核ダンジヨンコアが破は壊かいされた時に生じる振しん動どうだ。

『しゃああああああああああああああああああああああ！』

　クルッシュ魔法学園を囲む大自然。

　迷いの森の中に生まれた名も無き迷宮ダンジヨン最奥で高らかな声を上げるモンスター。

『攻こう略りやくした！　迷宮ダンジヨンの最深部に俺は辿たどり着いた！』

　サーキスタに大迷宮ダンジヨンを構築し、モンスターの楽園を作り出した功績から南方魔王と呼ばれるようになったハンニバル。

　偉い大だいな存在に憧あこがれて、自分も迷宮核ダンジヨンコアの力を取り入れるため北方からはるばるやってきた。

　何日も何日も迷宮ダンジヨンを探し続け、遂ついに見つけた。見慣れぬ服を纏まとった兵士に見つからぬよう、彼らが見つけていない入り口を探しに探し、そして人間よりも先に迷宮ダンジヨンの最深部に到とう達たつ。

　手付かずの迷宮核ダンジヨンコアを見つけた時は、言葉に出来ぬ喜びを感じたものだ。

『見たか馬ば鹿か共！　俺はやってやったぞ！　遂に迷宮核ダンジヨンコアを取り込んだ！　これで俺も──俺様だけの軍隊を手に入れたんだ！』

　そして、モンスターは迷宮核ダンジヨンコアを己おのれの身体からだに取り込んだ。

　途と端たん。頭の中が強きよう烈れつに揺ゆれ、沸ふつ騰とうしたかのように身体が熱くなった。モンスターの身体から蒸気が発し、胸を押さえて痙けい攣れんし出す。がくんとその巨きよ体たいが振動し、身体がさらに一回り大きく膨ぼう張ちよう。はち切れんばかりの筋肉が皮ひ膚ふ上に浮うかび上がる。

　漲みなぎるチカラ。

『伝承通り！　やっぱり迷宮核ダンジヨンコアは俺達モンスターのための力だ！』

　迷宮ダンジヨン最深部に鎮ちん座ざする迷宮核ダンジヨンコア。

　地下に迷宮ダンジヨンを造り出し、モンスターを生み出す魔の力。

　人間とモンスターが奪うばい合う、奇き跡せきの源。

『これなら負けねえ！　冒ぼう険けん者にも帝国ドストルの奴らにも、もう二度と負けてやらねえ！　だがその前にあの人間共！　好き勝手に暴れやがって！　俺はハンニバルのように迷宮ダンジヨンをただ強化するだけの未来に興味はねえ。だから──外に出るぞ！』

　今なら、北方魔軍の将に匹ひつ敵てきするかもしれない。

　大層な自信を得て、迷宮主ダンジヨンマスターと化したモンスターは地上に向かって歩き出した。

　崩ほう壊かいを感じ取った迷宮ダンジヨン内部では、混乱したモンスターによる同士討うちも起き始める。迷宮主ダンジヨンマスターと化したモンスターが迷宮ダンジヨンの外に出ることで、これから迷宮ダンジヨンは時間を掛かけて、崩壊することが決定したのだから。

『人間にやられっぱなしで悔くやしくねえのかお前ら！　俺は迷宮ダンジヨンに籠こもって力を蓄たくわえるなんてつまらねえ真似まねはしねえぞ！』

　歩く迷宮ダンジヨンと化したモンスターに檄げきを飛ばされ、迷宮ダンジヨンから生まれ落ちた者達も覚悟を決めた。




　騎士国家ダリス南東に広がる樹海。

　うっそうと茂しげる森の中では、幾いく重えにも重なり合う葉と枝に遮さえぎられ、太陽の光が届くことはない。穏おだやかな動物や大人しいモンスターが住まう通つう称しよう、迷いの森とも呼ばれる場所は普ふ段だんは何も起きず森の秩ちつ序じよが乱れることは滅めつ多たにない。

　だが、今。

　理性を失ったモンスターの呻うめき声が樹海に響ひびき渡わたり、迷宮ダンジヨンの入り口は騒そう然ぜんとしていた。

「一体これは何の騒さわぎだ！」

　その暗い入り口から数えるのも馬鹿らしい程ほどのモンスターが溢あふれ出したからだ。モンスターの大半は理性を失い、興奮したままその場にいた兵士に襲い掛かる。

　その勢いに、兵士が対応出来る筈はずもなかった。

「学園長に報告を、さらにハイランド卿きようを呼べ！　我々では──とても手に負えんぞ！」




　　　●




　森をゆき、山を越え、遠方にまで伝わるペンドラゴンの香り。

『シューヤ・マリオネット』の世界にて迷宮ダンジヨンの奥地にて眠ねむる龍りゆうを引き寄せたセピス・ペンドラゴンの香こう水すいが──雨に溶とけ風に乗り、その香りはどこまでも広がっていく。

「…………」

　それは混こん沌とんの中にいた一体のモンスターの鼻び腔こうにまで届いた。

　記き憶おくも曖あい昧まいで、自己も不安定。

　もう死んでいると言っても偽いつわりでない。

　眠りすぎたせいなのか、老化のためなのか分からない。生死の境は曖昧で、本人すらもとうの昔に朽くちたと思っていたが、生と死の狭はざ間まで──懐なつかしい匂におい。

　身体が重く、視力も殆ほとんど失っているが、構わない。

　まどろみの中、その匂においに呼び寄せられるかのように。

　──黒龍セクメトは、過去百年と動かせなかった翼つばさをはためかせる。

　胸に去来する思いはたった一つ。

　君の面おも影かげを残す者に。

『グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

　最後にもう一度──。








四章　大侵しん攻こう









　俺は感動していた。

　だって、馬車というものは揺れるものだろ？

　石を跳はね上げた時や、御ぎよ者しやの腕うでが悪いと突とつ然ぜんガタンと揺れたりするものだろ？

　だが、これは一体どういうことだ？

　カリーナ姫ひめと一いつ緒しよに乗っている馬車は──全く揺れないのだ。

　森の街かい道どうは学園とヨーレムの街を繫つなぐ生命線。綺き麗れいに整備されているとはいえ、それでも道の悪いところは幾つも存在する。俺が感動していると、「馬車って揺れるの？」ととんちんかんな答えを返してくれたカリーナ姫。隣となり同どう士しに座っているため、先ほどから彼女の黄金の髪かみが頰ほおにあたってくすぐったい。それに女性特有の甘い香りが、気になって仕方がなかった。




「……ふー、疲つかれた。私、がんばったなぁ」

「お疲れ様です。カリーナ姫。ここに来たばかりの頃ころと比べたら、本当に見み違ちがえましたよ。今日なんて殆ど俺のフォローもいらなかったですし」

「ふふっ、ありがと」

　カリーナ姫は自分から積極的に、とはいかないまでも学園の皆みんなと交流するようになり、食堂にも顔を出すようになった。余りにも大勢の人に囲まれた時は体調が優すぐれない振ふりをして、怒ど濤とうの質しつ問もん攻ぜめやデートのお誘さそいを華か麗れいに回かい避ひ。

　初日とは打って変わり、見事な対応力で学園滞たい在ざいを乗り切っていたのだ。

「何だかんだ言って、学園での毎日を楽しめたのはスロウ君。多分、君のお陰かげ」

「俺のお陰？　そんなことはありませんよ。何もしていませんし」

　事実、俺は何もしてないからな。たまにカリーナ姫に群がる厄やつ介かい者達をぶひぶひ言いながら蹴け散ちらしているぐらいのもんだ。

「私のことを理解してくれる人が近くにいるだけで気持ちも違ってくるもんだって気付けたから……やっぱり君のお陰だよ」

　それは俺がひたすらカリーナ姫の愚ぐ痴ちなんかを聞いてあげたあの毎日のことを言っているんだろうか。

　それなら頑がん張ばった甲か斐いもあるってもんだけど……。

「ふふふっ……あの子達とは、またどこかで会えたらいいなぁ」

　薄うす気き味み悪わるい笑え顔がおを浮かべているカリーナ姫。

　だが、それには微笑ほほえましすぎる理由があるのだった。

　姫様の手首にご注目。そこには真しん珠じゆのように鈍にぶく光る玉に紐ひもを通しただけのブレスレット。何でも最後の授業前に、女の子達から体調を崩くずしがちな王女様の健康を願って作りましたなんて言われ、プレゼントとして受け取ったらしい。その話を聞いたお傍そば付きの王室ロイヤル騎士ナイト、中年に差し掛かったダールトン卿なんかは赤くなった目を拭ぬぐっていたような。

「良かったですね、カリーナ姫」

「あっ、これは、べ、別に嬉うれしいってわけじゃなんだよ！　い、一応、皆の期待に応こたえるのが私の役目だから……全然嬉しいってわけじゃあ……」

「ええ、分かってますよ。俺はすごく、分かってますから……」

「その笑みは何！　で、でも……分かればいいんだよ……。はぁ、本当に私なんか女王に全然向いてないのに…………」

　素す直なおじゃないけれど、ブレスレットを見て嬉しそうなカリーナ姫。

　そんな彼女の素が見れるだけで、俺の苦労も報むくわれるというものだ。

　彼女は自分が女王になれるような器うつわじゃないと卑ひ下げしがちだけれど、俺には分かるのだ。

　騎士国家ダリスの現女王陛下、あの光の女王がカリーナ姫を後こう継けい者しやに指名した理由。

　今も光の精せい霊れいがカリーナ姫を励はげますように寄り添そっている。多分、女王陛下はこの自信無さげなお姫様の素質に気付いたのだろう。

「ほんとにお母様は何も分かっちゃいないんだよ……。いっつも勝手で、私のことなんて何も考えてない」

　それにカリーナ姫のロコモコ先生に対する態度は本物だった。

　カリーナ姫の慈いつくしみに触ふれたあの瞬しゆん間かんから先生は変わった。やっぱり王室騎士団ロイヤルナイツ時代の上司だったらしいダールトン卿ともぎこちなくではあるが打ち解け……ていることにしよう、うん。

「それでも俺は味方ですよ。俺はカリーナ姫の頑張りを誰だれよりも近くで見させてもらいましたから」

「……ありがとう。そんなことを言ってくれるのは君だけだよ」

「王室騎士ロイヤルナイト達だって皆、カリーナ姫の味方じゃないですか。彼らは何をしてでも殿でん下かの望みを叶かなえようとするでしょう」

「それはちょっと……重くて嫌いやかも。でも、これでお母様からの宿題は達成だ」

　そして、控ひかえめに笑う。

　今のカリーナ姫が女王陛下のようになる未来はとても想像出来ないけれど、案外民たちから愛される女王になれるんじゃないかとも思うんだ。

「女王陛下からの宿題ですか？」

「お母様は友達を作りなさいって。この学園で私のことを理解してくれたのは君一人だけど、とりあえず達成かなって。これで胸を張って王都に帰れるんだけど──噂うわさで聞いていたあの可笑おかしな君に会えなかったのはちょっと残念かな」

「俺がまっとうになったからこそ、カリーナ姫に会えたんですよ。少し前の俺だったら、あの枢すう機き卿きようも俺に頼たのもうなんて思わなかったでしょう」

「あ、そっか……なら、これはこれで良かったのかな」

「なんか、すみません」

「いいよ。理解者がいるってだけで気持ちが楽になる、そう分かっただけでも十分だし──守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンを中止にした私の判断は、間違ってないって気付けたから」

　戦いに生きる公爵家デニングの人間にとって専属従者という存在が何よりも大切であるように、カリーナ姫にとっても守護騎士ガーデイアンになる騎き士しの選定は重要なものだ。

　彼女の未来、その一いつ端たんを決める守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンが中止になったというのに、彼女の横顔には後こう悔かいの影かげがどこにも無い。それどころか──

「カリーナ姫……間違ってなかったとは──」

「ふふ。それはね、ひ、み、つ。ってことにしておこうかな」

　そのまま、カリーナ姫はあどけない寝ね顔がおで瞼まぶたを閉じた。

　踏ふみ込んでいけない領域は誰にだってある。そこに触れるのは、止やめておくか。

「……何だか、疲れちゃった。少しだけ寝かせて欲しいかな……了りよう解かい？」

「ええ、了解ですイエス・ユアハイネス」




　学園滞在はカリーナ姫にとって、余よ程ほど疲れる毎日だったのだろう。

　その肩かたに掛かかる重圧は、栄光の未来を捨て一人好き放題に生きてきた俺には理解出来るわけもなく。だからせめて、馬車の中でぐらいはゆっくり眠らせてあげるとしよう。




　隣ですやすやと眠る姿は、触れられぬ高貴さに包まれている。

「しかし……公爵家デニングの俺が王室騎士ロイヤルナイトに守られるってのは変なもんだよな」

　小窓の外を眺ながめれば、馬車の周りを固める王室騎士ロイヤルナイト達が森の中から街道に飛び出してくるモンスターの相手に終始していた。

　でも……おかしいな。

　警けい戒かい心しんの強い森のモンスターがこう何度も騎士達に襲おそい掛かるなんて……力の差は奴やつらでも充じゆう分ぶんに分かるだろうに。やっぱり迷宮ダンジヨンの誕生が何らかの影えい響きようを与あたえているのか。

　……いや、これは考え過ぎだろう。カリーナ姫の見送りに来ていたアリシアの不安そうな顔。あいつの心しん配ぱい性しようが俺にも移ってしまったに違いない。







　見送りと同じく、出で迎むかえも壮そう大だい。

　カリーナ姫の学園滞在は既すでに街の人の知るところであったようで。

　学園と同じように、大勢の野次馬でごった返すヨーレム。彼らに姿を見せるために、カリーナ様は馬車を降りて、歩いて領主の館やかたまで向かうと言い出した。

　それは一体、どんな心境の変化なんだろう。

　だけど俺はカリーナ姫の望み通り、彼女の手を取って馬車の扉とびらを開いた。

「出てきたぞ！　あの方が姫殿下だ！」

「隣にいるのは公爵家デニングの若様だ！　どこかの貴族様を誘ゆう拐かいしようとした、あの盗とう賊ぞくをやっつけたすげえ人だぞ！」

　盗賊？　もしかしてセピスのことか？　……あ、そうか。

　枢機卿の偽ぎ装そう工作。

　セピス・ペンドラゴンの裏切りは無かった、話はそう進んでいるわけね。




　石造りの建物が、沈しずむ寸前の夕ゆう陽ひに照らされている。

　王室騎士ロイヤルナイトや兵士が人々を押しのけて作る道を、俺達はゆっくりと進んでいく。

　この国の王都に似せて作られた街、ヨーレム。『シューヤ・マリオネット』の世界では、学園を抜ぬけ出だした主人公勢の遊び先第一候補で、とりたてて大きなイベントは起きなかったと記き憶おくしている。

　だけど今。そんなヨーレムがカリーナ・リトル・ダリスの訪おとずれに沸わいていた。

「──若様！」

　突然、人ひと垣がきを押しのけて幾人かの兵士が現れる。

　カリーナ姫に用かと思ったが……帯刀した男達はカリーナ姫に目もくれず、俺の前にひざまずいた。

「──若様！　元げん帥すい閣下が館まで参上するようにと！」

「父上が？　父上の到とう着ちやくは深夜だろう」

「閣下は、既にヨーレムへ到着されております」







　元帥、それは騎士国家ダリズの軍を統とう括かつせし者に与えられる呼び名。

　つまり、今のデニング公こう爵しやくである俺の父上のことを指し示している。

「スロウ君。顔色が悪いけど……」

「もうちょっと心に余よ裕ゆうがある状態で会いたかったといいますか……」

　俺は侮あなどっていた。

　父上は戦場でも常に最前線に立つような現場第一主義者。だからどこかで本当にあの父上がクルッシュ魔ま法ほう学園に来るのかと疑っているところがあった。

　しかし、父上が既にヨーレムの街に到着していると、あの兵士達は言った。

　明日の迷宮ダンジヨン探たん索さくを指揮するため、父上は直接クルッシュ魔法学園に来るって話だったけど……先に枢機卿らと話し合いをすることにしたんだろうか。

「カリーナ姫ひめも知っているでしょうが、俺の父上はかなりその……恐こわい人でして」

「よーく知ってるよ……」

　でも、この場にシャーロットがいなくてよかった。

　たとえシャーロットが勝ち取った戦利品でも……俺が杖つえの使用許可を出したことがばれれば、父上からの鉄てつ拳けん制裁は間違いなし。

　カリーナ姫も俺の気持ちを慮おもんぱかってか、話しかけてこない。

　陽が落ち、茜あかね色いろの空が終わろうとする。

　これから雨が降るかもしれない。

「急げ！」

「冒ぼう険けん者を招集した！　すぐにでも調査を開始するとのことだ！」

　でも何だか、騒さわがしいな。

　ぞろぞろと俺達の後を付いてくる者達の歓かん声せいに混じって、悲鳴のような声が聞こえる。

　それに俺達を追い抜くようにして、何人もの兵士が領主の館に走っていく。最初は俺の父上がやってきたことが理由かと思ったが、何かに追い立てられているような様子がどうも気にかかる。

　一人の兵士を呼び止め説明を求めると、俺は衝しよう撃げきの事実を知らされた。




「──おい、それはいつだ！　いつ報告があった!?」

「つ、つい先ほどであります！　く、クルッシュ魔法学園からの定期連れん絡らくに異常の知らせと応おう援えん要よう請せいあり！　さらに森の中でモンスターの動きが活発化！」

「それで父上はどのように対応すると言っている！」

「閣下は王室騎士団ロイヤルナイツと対応を協議！　かくなる上は閣下直々に指揮を執とるとのことであります！」

「父上がわざわざ指揮を……おい、引き止めて悪かったな。行ってくれ」

「は！」

　それは一分一秒を争う事態のハズだった。

　クルッシュ魔法学園は未熟とはいえ、バラエティに富んだ魔法使いの宝庫だ。

　戦力で言えばちょっと森の中でモンスターが暴れだしても問題はない。

　さらに今は迷宮ダンジヨン探索に備え、大勢の兵士もいる。

　だけど──学園の去り際ぎわに見た、アリシアの不安そうな顔が頭から離はなれないんだ。

「カリーナ姫。申し訳ありませんが、俺はここで」

　俺は領主の館へと向いていた足を反転。

　父上には悪いが、俺は学園に戻ら──。

「待て、スロウ」

　俺の名を呼ぶ懐なつかしき声に自然と視線が引き寄せられる。

　そこには大勢の兵士を引き連れ、こちらに向かって歩く男。




「お前はこの私を前にして、一体どこへ行くというのだ」

　紅くれないのマントを羽織る男の、見る者を圧あつ倒とうする存在感に、言葉にならぬどよめきが起きた。

　今、クルッシュ魔法学園では大変なことが起きているというのに、俺も自然と立ち止まる。心臓がギュッと鷲わし摑づかみされたような気さえした。

　でも、そんな反応は当然だ。予想していたと言ってもいい。

　だってその男は誰だれよりも俺に期待し──『シューヤ・マリオネット』の世界でも俺の味方で在り続けてくれた人だから。




「……スロウ君、大だい丈じよう夫ぶ？　でも公爵から状じよう況きよう説明だけでも聞いた方がいい。それからでも、遅おそくない筈はずだよ」

　俺は余程、おかしな顔をしていたんだろう。

　カリーナ姫は心配そうに俺を見つめ、突とつ然ぜん浮うかんだ不安を優やさしく包み込んでくれた。




「……そうですね」

「学園ではお世話になったからね、今度は私の番だよ──了解？」

「了解です。姫殿下イエス・ユアハイネス」

　未来の女王陛下となるべき彼女の温かい掌てのひらが右手に重なる。

「じゃあ、行こうか。スロウ君」

「ええ、行きましょう。カリーナ姫」

　さあ、行こう。

　すぐそこに、貴方あなたが待っている。




「父上──お久しぶりです」

「──ああ」




　俺は真っ直すぐに。

　この国の軍を統括する男であり、『シューヤ・マリオネット』の悪役。

　父上、バルデロイ・デニングの顔が感かん慨がい深げに歪ゆがみ、俺はそんな父上の顔を見るのは初めてで──。

「え、え？　スロウ君？」

　もし、これがアニメであったなら。

　さぞや感動的なシーンになったんだろうけど、それは何の予告もなく現れたんだ。

「貴様──不敬なっ」

　肩かたに伸のし掛かかった威い圧あつ感かん。

　俺は即そく座ざに彼女の肩を摑つかみ、抱だき寄せる。

　激高する王室騎士ロイヤルナイトから放たれる殺気なんて完全、無視。

　何故なぜなら、とてつもない悪お寒かんを感じるから。

「父上──何かがいます！　狙ねらいは、カリーナ姫です！」

　そう、狙いは優しい彼女。

　だから俺は彼女、カリーナ・リトル・ダリスを抱き寄せたのだ。余りに勢いよく引っ張ったせいか、彼女が俺の胸むな元もとに吸い込まれてしまった。

　規則正しい鼓こ動どうが、ドクンと跳はね上がる。

　甘い香かおりと柔やわらかな胸の感かん触しよくが服越ごしに伝わる。

　けれど、それを楽しむ心の余裕なんてどこにもない。

「な、なに、これ。息が苦しい……」

　腕うでの中にいるカリーナ姫も何かに気づいたのだろう。

　迷宮ダンジヨンではモンスターを軽々と蹴け散ちらした三重の魔法使いトリプルマスターは、恐きよう怖ふに顔を青ざめさせる。そこで、カリーナ姫の傍そばにいた王室騎士ロイヤルナイトもようやく気付いた。

「ご安心を、カリーナ姫。貴女あなたは俺が守ります」

「……わっ。スロウ君が、とっても近い……」

　途と端たん、両肩にのしかかる重圧。

　胸が痛み、息も吸えない。数秒後には、自分が生きている希望すら消え失うせるような絶望を与あたえられる。俺が風の大精せい霊れいと初めて出会った時より、遥はるかに強い憎ぞう悪おの感情。

　世界を滅ほろぼさんと怒いかり狂くるう誰かの声が、どこからか。

「──グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ」

「──空かッ！」

　鼓こ膜まくを突つく大だい音おん声じよう。

　太陽の見えぬ空の上から──そいつは圧倒的な威圧感と共に降りてきたのだ。
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　どこにも、無い。

　もう、どれだけ眠ねむっていたのかも分からない。

　だが、愛した国が、彼女との思い出が全すべて無くなっていたことはよく分かった。

　故ゆえに、かの地を占せん領りようしていた生意気なモンスター共には炎ほのおをくれてやった。

　しかし──分からない。何故、自分は死という眠りから覚めたのか。

　理由を探すため、黒こく龍りゆうセクメトは音を辿たどった。長い時を生きた守護龍はいつしか自然に近づき、目に見えぬ精霊の声を感じ取れる程ほどに世界に近付いていた。

　己おのれが愛した彼女の血を受け継つぐ者は、光の精霊に強く愛されていた。

　もし、彼女の血を受け継ぐ者が生きていれば、光の囁ささやきが聞こえる筈。

「……」

　──聞こえた。

　囁きは近くに二つ。

　己の身体からだは生きているとは言えない状況だが、最後の力を振ふり絞しぼり空を行く。

　そして、見つけた。だから、この場に来た。

　遥か上空から黄金の髪かみを持つ少女に狙いを定め、黒龍セクメトは大いなる空から───光の精霊から偏へん愛あいを受ける少女の元へ。

　騎士国家ダリスの王女、カリーナ・リトル・ダリスの前に落ちてきたのだ。




「グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ」

　龍種による威い圧あつの咆ほう哮こう。

　自分達の身長の十倍はありそうな体たい軀く、衝撃にヨーレムが揺ゆれた。

　翼つばさを広げれば、一体どれ程の大きさになるのだろう。黒龍は闇やみに溶とけそうな漆しつ黒こくの身体を、騎士国家ダリスの最高戦力たる王室騎士団ロイヤルナイツの前に堂々と晒さらす。

　そのモンスターの名は、ドラゴン。

　北方では空の覇は者しやの異名を持つモンスターが今、彼らの前に顕けん現げん。

「──ドラゴン。それも、黒龍だとッ」

　爛らん々らんと光る瞳ひとみがデニング公こう爵しやくを捉とらえる。

　何故、どうして。どうして、今、このタイミングでこの場に。

「公爵！　これは一体、何の騒ぎだ！」

　そして、館やかたから騒ぎを聞きつけやってきた枢すう機き卿きようも黒龍を見た。

　その無機質な瞳と視線を合わせることで───枢機卿は理解してしまった。

　王室騎士団ロイヤルナイツを束ねる彼にもまた、数十年前は王室騎士ロイヤルナイトの一人として剣けんを振るった栄光の日々が存在する。

　しかし、生物としての格の違ちがい。自分達を見下ろしている黒龍から掛けられるプレッシャー。カリーナの周りにいる王室騎士ロイヤルナイト達も明らかに怖おじ気け付き、硬こう直ちよくから抜ぬけ出せそうな者は誰もいない。

　恐怖に支配される中で、黒龍がゆっくりと口を開く。

　抗あらがえぬ生物としての格。

　本能が叫さけんでいた。死にたくなければ──逃にげろ。

「──まさか、このドラゴンの目的は！」

　黒龍の腹が光に満ちる意味に気付いた者は少年を除くと、枢機卿のみだった。

　王室騎士団長ロイヤルバトラーを兼けん任にんする男は、何かの文ぶん献けんで読んだことがあった。




〝黒龍の腹部分が光に包まれた時、注意されたし〟

〝火か炎えんである。何事も抗えぬ火炎である〟




　だから、光のダリス王家に絶対の忠誠を誓ちかう男は恥はじも外聞も無く絶ぜつ叫きようした。

　龍の息吹ドラゴンブレス。

　直ちよく撃げきすれば、骨も残らない。

　そんな大炎の先には──ダリスの未来とも言うべき、少女がいるのだから。

「王室騎士ロイヤルナイトッ、姫ひめ殿でん下かを守れェェェェェェッ！！！」
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　クルッシュ魔ま法ほう学園からヨーレムの街を結ぶ長い街かい道どう。

　森へと続く街道への入り口たる正門。大きな石を積み上げられた門に大勢の杖つえを持った貴族生徒や剣を構えた平民、そして兵士が陣じん取どっている。貴族生徒は侯爵家ラズベリイの白銀ミスリルや男爵家ウドールの闇鴉ヤタガラスといった学園で名を馳はせる優ゆう秀しゆうな者達ばかり。

「一体何が起きたんですか！　うわ、先せん輩ぱい。闇やみの力、全解放じゃないですか！」

「……シューヤか。どうやら迷宮核ダンジヨンコアが奪うばわれたみたいだぞ」

「みたいだぞってそんな悠ゆう長ちような！」

　堅けん牢ろうな門を突とつ破ぱされれば、雪崩なだれを打ってモンスターが学園に押し寄せることは明白。

　だから彼らは総出で己の武器を握にぎり締しめ、正門に押しかけるモンスター達に魔法の洗礼を浴びせているのだ。

「でも、迷宮ダンジヨンが崩ほう壊かいしたからってどうしてモンスターが学園に来るんですか！」

「そんなの俺が知るか。だけど、これは現実で……ここを突破されれば学園は終わりだ。さあ来るぞ、次はコボルトソルジャーの群れだ。シューヤ、お前の炎ほのおでなんとかしてみろ」

「ッ」

　コボルトソルジャーの一群は身軽な身体を駆く使しし、シューヤが放った炎矢フレイムアローを軽々と避さけていく。

「おいおい。情けないな、シューヤ」

「先輩！　笑ってる場合ですか！　げっ、こっちに来ます──ってす、すげえ先輩！　相変わらず気持ち悪い闇の魔法ヤタガラスですけど！」

「気持ち悪いは余計だよ。それよりシューヤ。後ろを見ろよ、お前のお友達だぞ」

「ちょっとシューヤ！　どこにもいないと思ったら何で貴方あなたがこんな所にいるのよ！」

「う、うわアリシア！　それはこっちの台詞せりふだよ！　どうしてお前がここに来るんだよ！」

「モンスターが押し寄せてるって噂うわさを聞いて様子を見に来たのよ！　そしたらシューヤがいて……それに何よあのモンスターの数！　こんなの森の中で何が起きたか考えるまでもないわよ！」

「考えるまでもないって、何だよ！」

「迷宮核ダンジヨンコアがモンスターに奪われたのよ！　これはね、大侵しん攻こうっていうの！　もうっ、兵士は何をやってるのよ！　これじゃあ役立たずの給料泥どろ棒ぼうじゃない！」

「お、お前。こんなに兵士の皆みなさんがいるのにそんなにでかい声で！」

「事実を言って、何か問題がありまして!?　ほら、シューヤ！　大聖堂が避ひ難なん場所になってる！　こっち、来なさいよっ！」

　アリシアに腕を引っ張られながら、それでもシューヤは正門にしがみ付く。

　学園のピンチ。

　この場で何もせず逃げるなんて出来るわけが無い。アリシアも数少ない友人を避難場所まで避難させようと、シューヤの制服を引っ張り上げる。

「意地っ張り！　それにシューヤ！　あんな大きいモンスターを貴方がどうにか出来るわけがないんだから、こっちに来なさいって！」

「や、やめろアリシア！　服が伸のびる！　って、げええ!!　あれはサイクロプス！　み、皆さん、あれが迷宮主ダンジヨンマスターです！　あいつって北方にしか存在しないモンスターなんで間違いありません！　あいつを倒たおせば、絶対モンスターは森に帰って行きます！」

　冒ぼう険けん者としての経験を持つシューヤは知っていた。

　一つ目の巨人サイクロプス。

　南に生息しないモンスターを見て、あれが大侵攻を引き起こした存在だと直感。

「あれが迷宮主ダンジヨンマスターってことは、あいつを倒せば、勲くん章しようものだ」

　迷宮核ダンジヨンコアを取り込んで成長を果たした一つ目の巨人サイクロプスは地面に倒れるコボルトソルジャーを片手で持ち上げ魔法への盾たてとし、歩いてくる。盾として摑つかんだモンスターがボロボロになれば、サイクロプスは目の前で命失ったモンスターを再び持ち上げ、魔法への盾とした。

「盾にしているモンスターごと焼き払はらえ！」「土だ！　土の魔法であいつを足止めしろー──」「まずいな……俺の闇も効かないか」

　サイクロプスは門の中で動どう揺ようする生徒達の様子を見てとると、ゲラゲラ笑いながら彼らに向かって盾にしたモンスターを次から次へと放ほうり投げる。と同時にどこかで轟ごう音おんと共に雷らい鳴めいが落ちる。爆ばく音おんにひっくり返りそうになり、意識が逸それたと気付いた時には。

「うわあああああああああ！」「おい！　大だい丈じよう夫ぶか！」「雷かみなり、近くに落ちたぞ！」「あれ！　あのでっかいモンスターがいないぞ！」

　暗闇の中でサイクロプスが消えていた。

　混乱の騒さわぎに乗じる形で、彼らは敵であるモンスターの姿を見失い。




『──よお。お前ら、北のガキと違って戦い慣れてねえな？』

　サイクロプスは空から降ってきた。

　ばねのようにしなやかな体たい捌さばきで中空へと飛び上がったのだ。

　あの巨きよ体たいが飛ぶなど誰だれも考えもしなかった。迷宮ダンジヨン内で死し闘とうを繰くり広げ成長したサイクロプスの跳ちよう躍やく力は生徒達の予想を遥はるかに上回っていたのだ。間かん髪ぱつ入れず、サイクロプスは背中に隠かくし持った短たん剣けんを赤髪の生徒の心臓目掛がけて振り下ろす。

「シューヤッ！　危ない！」

　攻こう撃げきをその身に受けそうになった瞬しゆん間かん、シューヤは理解した。

　アリシアの言う通り、大聖堂に避難しておけば──よかった。

　だが。

「ニュケルンッ──そこを退どけえええええええ！」

　元王室騎士ロイヤルナイトの魔法が、サイクロプスの横っ面つらをど派手に吹ふき飛ばす。







『正門が落とされた！　皆、冷静に避難するのじゃ！』

　一つ目の巨人サイクロプスが学園の門を突破したことによって、森の中からモンスターがなだれ込む。迷宮ダンジヨンではなく森に潜ひそんでいたモンスターなら魔法学園の生徒でも十分に対処できる。だが、迷宮ダンジヨン内のモンスターは迷宮主ダンジヨンマスターと化したサイクロプスの号令によって統一された意思の元、動き出している。

　一体のサイクロプス、歩く迷宮ダンジヨンと化したダンジョンマスターによる大侵攻。

「学園長が大聖堂前を中心に結界を張っている！　モンスターは入ってこれない！　あそこに逃げ込むんだ！」

「はァっ……はァ」

　寮りようから急いで逃げてきたシャーロットもまた、大勢の者達と同じよう学園長の声に導かれるまま、逃げ場所である大聖堂前の広場に向かっていた。

　空を見上げれば翼の生えたモンスターが我が者顔で飛んでいる。

　まるで世界は自分達のものだと言うように、甲かん高だかい鳴き声と共に嘲あざけり笑っていた。




「あれは……うそ、ティナちゃんっ！」

　そして、シャーロットは見た。

　迫せまりくるモンスターに怯おびえる──友達の姿が見えた。

　演習場では何十体ものモンスターが死に絶え、その中心には魔法使い成り立ての少女。こんなに夜よる遅おそくまで、彼女は魔法の練習でもしていたんだろうか。

「努力しすぎ！　才能あるのに、そんなに練習されたら私、勝てないって！」

　恐おそろしくて、足が震ふるえる。迷宮ダンジヨン探たん索さくをした時よりも恐ろしい、しかも自分は半人前の魔法使い。けれど、シャーロットの心に迷いも不安もなかった。




「一、二、三……四体！　多分、いける！」

　いけない。

　小石の動きを止めるしか能の無い少女にとって、生き物ですらないミニゴーレムの動きさえ止められない彼女にとって、モンスター相手なんて夢のまた夢。

　けれどあの香こう水すいを投げてから、どこか調子がいい。

　何だって出来るぐらいに、気分が高こう揚ようしている。たとえそれが、一時的に偽いつわりの万ばん能のう感を与あたえる侯爵家ペンドラゴンの呪まじないであろうと、問題はどこにもない。

「照準チエツク、照準チエツク、照準チエツク、よし！」

　杖の先を演習場に見えるモンスターに向ける。

　攻撃の魔法じゃない。

　想像するは、時計の針。

　モンスターの動きをかちりと止める、そんなイメージ。




〝君に──本当に、出来るの？〟

　いつか、いつかと先延ばしにしてきたけれど。

　スロウ・デニングが未来を視みて、新たな生き方を決断したように。

　ようやく、彼女も新たな人生を始める覚かく悟ごを決めた。

〝過去から逃にげ続けてきた君に──本当に、出来るの？〟

「出来るとか、出来ないとか。そんなこと考えてる場合じゃない！」

　こうして、生まれて初めて。

「届いて、光の──ッ！」

　精せい霊れいの囁ささやきに応こたえる形で、亡国の姫ひめは杖を振ふるったのだ。
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「グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ」

　──違ちがう。

　光の精霊の囁きを感じたが、炎ほのおに包まれた少女は彼女の血を引く者ではない。

　もうもうと立ちこめる炎ほのおの中で、黒こく龍りゆうは外れであったことを認める。

　見えない、何も見えない。もはやこの身は死に体、熱さえ感じない。

　あとは、光の精霊の囁きだけが頼たよりだ。

　燃え盛さかる炎の中。辺り一帯を灰かい燼じんに帰すと、嘗かつては守護龍とも呼ばれたモンスターは再度、咆ほう哮こう。巨きよ大だいな翼つばさを羽ばたかせ、その場を去った。




　そして、残された地じ獄ごくのような火か炎えんの中。

　枢すう機き卿きようは幽ゆう鬼きのようにふらふらと歩き、ようやく見つけ出した姫ひめの肩かたを摑んだ。

「姫ひめ殿でん下か！　お怪け我がはっ」

「だ、大丈夫だよマルディーニ。スロウ君が、守ってくれたから……でも、さっきの、あんなの初めて見た……はは……ドラゴンって、恐ろしいね……あんなのを飼かい馴ならすなんて絶対に無理……」

　黒龍セクメトによって領館を含ふくめた辺り一帯は全ぜん壊かいした。

　まるで大おお嵐あらしが過ぎ去ったかの如ごとく、貴族が大勢住まう住宅街までもが灰と化した。

　悲鳴と助けを求める声が闇やみ夜よを切り裂さいてゆく。

「団長！　森に送り込んだ冒険者から……悪い知らせが」

「言えッ！」

「冒険者達によると、あれは大侵攻だと。迷宮核ダンジヨンコアがモンスターに奪うばわれ、迷宮主ダンジヨンマスターと化したモンスターの仕し業わざだと！」

「大侵攻だと！　あのような辺境に、それ程ほどのモンスターが現れるなど！」

「さらに、クルッシュ魔ま法ほう学園が大侵攻の標的になっている可能性が高く──」

　大侵攻に先の黒龍。

　一体、どこから手を付ければいいのか。頭を悩なやませる枢機卿らの元へ、風の魔法で決死の消火活動に勤いそしんでいたデニング公こう爵しやくがやってくる。

「姫殿下！　我が息子むすこ。スロウはどこへ！」

「す、スロウ君？　──あ、あれ？　さっきまでそこにいたんだけど───」

　カリーナは周りを見み渡わたすが、彼の姿はどこにも見えなかった。

　そして姫の顔の赤さを冷ますかのように、空からパラパラと水滴が落ちてきた。
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　すでに辺りは闇に沈しずみ──さらに雨。

　曇くもり空から、本格的に降り出した大おお粒つぶの雨がパラパラと世界を冷やす。

　空には青白い月。

　いつもは自分達を見守ってくれている光が不気味に感じられたのは初めてのことだった。

「何で止めるんだ！　俺達を魔法学園まで行かせてくれ！」「お前らは兵士だろう！」

「俺達の仕事はこのヨーレムに生きる者達を守ることだからだ！　あれを見ろ！　モンスターだ！　今、森に入ればお前達はお終しまいだぞ！」

　異様な空気の先にはヨーレムの民衆と対たい峙じする兵士の姿があった。

　鎧よろいに身を包む彼らは民衆を抑おさえるために必死だ。

　あーあ。街かい道どうの入り口で押し問答を続けていた兵士や街の人々との間でまた言い争いが始まったよ。……厄やつ介かいなことになったなぁ。というか、これ。洒落しやれにならない事態だよ。

　森の中からモンスター特有の赤い瞳ひとみが幾いくつもこちらの様子を窺うかがっている。

　中には我を失い、街へと飛び出してくるモンスターもいる始末。

　普ふ段だんは大人しい筈はずのモンスターが黒龍の咆哮のせいで興奮している。

「冒ぼう険けん者に森の中を調べてもらっている！　彼らが帰って来るまでは待つんだ！」

「そんなの待っていられるか！　魔法学園クルツシユには子供がいるんだ！」

　森の街道への入り口から少し離はなれた場所で、せめぎ合う彼ら。

　だけど、兵士が止めるのも当たり前。

　今、森の街道にはモンスターがうようよと、せめぎあっている。

　だから、森の街道を行くのは自殺行こう為いという兵士の言葉は至し極ごく正しい。戦いの経験が乏とぼしい一いつ般ぱん人はクルッシュ魔法学園に辿たどり着く前に凶きよう暴ぼう化したモンスターに襲おそわれて死ぬだけだ。

「ぶほおおおおおおおおおおおおおおお！」

「今の声はオーク伯はく爵しやくか……あのモンスターが元々森に棲すんでるわけないから、迷宮ダンジヨンから出てきたんだろうな……」

　……これは大侵しん攻こうだ。

　迷宮核ダンジヨンコアが外部のモンスターの手に落ちたんだ。

　今、思うとアリシアの心配はフラグだったんだろう……。

　てか、あいつ。

　今いま頃ごろ、ブチ切れてるだろうな。

　私の言った通りになったじゃないって……。うー、次あいつと会うのが恐ろしい。

　俺、ビンタされるかも……いや、ビンタならまだいい、最悪殴なぐられるかも。

　はぁー憂ゆう鬱うつだ。何か、最悪の状じよう況きようすぎて逆に冷静になってしまうな。

　カリーナ姫の来訪から始まった俺すら知らぬ新展開。

　だけど、俺は分かっていた筈なんだよなあ。

『シューヤ・マリオネット』の世界がどれだけ過か酷こくだったかを。

　だからアニメの中で、真っ黒豚ぶた公こう爵しやくはシャーロットから片時も目を離さなかった訳だし。




「しっかし……まだか、あいつ」

　出来るだけ早く学園に戻もどるためには馬がいる。

　だから、カリーナ姫を龍の炎から守りきった後、俺は呆気あつけに取られていたあいつに声をかけたんだ。

　もはや、一刻の猶ゆう予よもない。

　モロゾフ学園長とロコモコ先生がいれば粗あら方かたのことには対処出来ると思うが、ここは常に最悪を想像しなければならない『シューヤ・マリオネット』の世界。

「……」

　でも、あれが龍か。俺も実際に見たのは初めてだ。……シューヤの奴やつ、あんな強大な存在にアニメの中では立ち向かってたんだよな……あいつはやっぱりすごい。実際に龍を前にして分かる。あれは、違う。人が及およぶべくもない存在だ。

　それだけじゃない。

　さっきの龍はシューヤが戦った龍よりも一回りはでかく、遥はるかに名の通った龍だ。

　何故なぜならあの黒龍は──ヒュージャックの守護龍だからだ。

　百年も前に姿を消した伝説が今いま更さら現れるわけが無い？

　違う、俺がシャーロットに関連するモンスターの特とく徴ちようを、見み逃のがす筈がないのだ。

　だから、あれは──黒龍セクメトだ。




「坊ぼつちゃん！」

　俺のことをそう呼ぶ者は限られている。

　振り返れば、嘗て両翼の騎士ツインナイトと呼ばれた男が、白マントを羽織ったまま、俺の頼たのみより多い二頭の馬を引き連れてやってきた。

「王室騎士団ロイヤルナイツが所有する馬の中でも特に勇ゆう敢かんで、気き性しようの落ち着いた馬を持ってきました。けど坊ちゃん、もしや一人で街道を？　今、デニング公爵を中心に軍が街道越ごえのために動いています。彼らと共に行けば──」

「シルバ、これは大侵攻だ。父上の行動を待っている暇ひまはない」

「──無茶ってやつです。坊ちゃんが平気でも、馬は途と中ちゆうで力ちから尽つきます」

　シルバも薄うす々うす気付いてはいるんだろう。

　ロコモコ先生と同じように冒険者として生きていた過去を持ち、平民でありながら守護騎士ガーデイアン筆頭まで上のぼり詰つめた凄すご腕うでの剣けん士し。

　しかし、そんな男の声にも恐きよう怖ふという感情が含まれていた。

　無理もない。龍は強大な存在で、南方では姿すら滅めつ多たに確かく認にんされないモンスターだ。あんな強大な存在と再び立ち向かうことを考えれば、誰だれでも恐おそれる。

「お前も分かる筈だ。枢機卿はたとえ父上直々の要よう請せいでも王室騎士ロイヤルナイトの派は遣けんを渋しぶるだろう。そして今、ヨーレムに存在する軍の規模では、街道を迅じん速そくに渡わたれない」

　黒龍がクルッシュ魔法学園に向かっているなら、一秒だって無む駄だには出来ない。

　奴は怒いかり狂くるっていた。恐らく、ヒュージャックの滅めつ亡ぼうに気付いたのだろう……。

　俺達の元に現れたのは、光の精せい霊れいから偏へん愛あいを受けるカリーナ姫ひめを白百合姫ヒユージヤツクの血を受ける者だと勘かん違ちがいしたのか。

「坊ちゃん……王室騎士団ロイヤルナイツはそんな非情な組織ではありません」

「事実だ。黒龍が戻ってくる可能性を考え、王室騎士ロイヤルナイトは一人もクルッシュ魔法学園に派遣されない。何故なら、カリーナ・リトル・ダリスがこの街にいるからだ。彼女の安全は、王室騎士ロイヤルナイトにとって魔法学園よりも上。王室騎士ロイヤルナイトと日ひ頃ごろから接するお前なら分かるだろう」

　シルバは無言で、立ち竦すくむ。

　俺の言葉が事実であると、シルバは気付いているからだ。

　父上の要請に対して、枢機卿は言うだろう。あのドラゴンが学園を襲っているという確証はないし、ドラゴンがまたこのヨーレムの街に戻ってこないという保証もない、と。

　だからこそ──カリーナ姫の守りに全力を尽つくす。

　王族至上主義者である枢機卿の考えそうなことだ。

「だったら坊ちゃん──俺も、行きます」

「バカなことを言うな。今のお前は王室騎士団ロイヤルナイツ付きで、王室の貴重な戦力。たとえ守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンが中止になったとしても、お前は未まだ守護騎士ガーデイアン筆頭なんだから」

「……坊ちゃんを一人にさせるわけにはいきません。このまま放ほうっておくと、今の貴方あなたは一人で街道を越える」

「そんなことはないさ」

「いいえ。だから俺に、決して怯おびえない騎士団の馬を用意させたんでしょう」

　……やっぱり鋭するどい。

　昔からそうだった、こいつは噓うそで誤ご魔ま化かされるような男ではない。

　それに今の俺も、シルバと言い争いをしている暇はなかった。

「……そうだ。俺はあの龍りゆうが学園に向かったと確信している。だから、お前に今の街道越えに耐たえうる勇気を持った馬を頼んだんだ。その辺の馬ではモンスターを恐れて、まともに走れないからな」

「坊ちゃん……現実を見て下さい。どれだけ坊ちゃんが魔法に長たけていようと、街道は越えられない……！　街道を越えるのは、貴方が乗る馬だからです！　モンスターの一いち撃げきを一度でも喰くらえばそこで終わりだ！」

「そんなことはないさ。シルバ──お前が持つ剣を俺に貸してくれるなら、可能だ」




　だからこそ、俺はシルバを呼び出したんだ。

「俺の剣……？　坊ちゃん、正気ですか？」

　街道越えは、困難極きわまりない状況となっている。

　それは俺一人の力では、達成できないだろう。

　ノーフェイス、セピス・ペンドラゴンを打だ倒とうするのとは、ワケが違ちがう。

「シルバ。俺はいつだって本気だよ。お前の付与剣エンチヤントソードがあれば──可能なんだ」

　正式な守護騎士ガーデイアン候補に与あたえられる、一本の剣。

　ダリスの国宝、付与剣エンチヤントソードは普ふ通つうの武器ではない。

　これは魔法鉱石と呼ばれる鉱物によって造られた剣。

　魔法の使えない者達が、魔法使いと対等に渡り合うための奇き跡せきの鉱物。

「光の付与剣エンチヤントソードで──どうやって街道を渡るっていうんですか。これは、坊ちゃん。貴方が考えている程、便利なものじゃない」

　膨ぼう大だいな魔法鉱石を用いて造られた付与剣エンチヤントソードは、魔法の付与エンチヤントを可能とする。

　特に膨大な魔法鉱石が使われた付与剣エンチヤントソードともなれば、そんじょそこらの魔法使いじゃ力を込こめることすら出来やしない。

　今、シルバが持つ剣は騎士国家ダリスの守り神。あの光の大精霊レクトライクルの力が込められし魔法剣だ。

「噓はつかない。俺なら、その剣を用いて街道を越えられる。お前は俺に襲われたとでも言えばいい。全すべての責任は俺が取る」

「……」

　シルバの腰こしから下げられた鞘さやから光が漏もれ出している。

　ダリスの国宝、付与剣エンチヤントソードを正当な許しなく誰かに譲ゆずり渡すなんてありえない。

　だけど、俺はそれをしろと言っているんだ。

　光の付与剣エンチヤントソードはシルバのものではない。守護騎士ガーデイアン候補の立場によって、ダリス王室から一時的に貸し与えられているに過ぎない。でも、それを渡せと言っているんだ。

　シルバが罪に問われる可能性を全て考こう慮りよしたうえで、あぁ、分かってるよ。俺は最低最悪の自分勝手な人間だ。

　真っ黒豚公爵になると決めたあの頃ころから、結局なにも変わらない。

　暫しばらく躊躇ためらっていたシルバだが。

「このままじゃ押し切られるぞ！　応おう援えんを寄越すよう伝令を飛ばせ！」

「は！」

　兵士を押しのけ街かい道どうの先へ。

　クルッシュ魔法学園に向かおうとする者達の姿を見た。騒そう動どうから、暴動に発展するかもしれない。……これ以上待っているわけにはいかないか。

「悪いが、もう時間だ。俺は行く」

　すぐに選せん択たくを迫せまるのも酷こくか。

　国家の宝を一時的とはいえ人の手に渡す行こう為い、死罪になる可能性だってある。

　躊躇うのも当たり前だよな。

　俺も考え込んだシルバを無視して、奴が持ってきた馬に乗り、手た綱づなを握にぎった。

　付与剣エンチヤントソードがあればベストだったが、ない物は仕方がない。

　俺は独力で、街道を越える。

　しかし、こいつは暴れる様子もないし、さすがに王室騎士団ロイヤルナイツが扱あつかう名馬だな。

　これなら──いける。

　シルバには感謝しなくてはいけないだろう。この馬を借りられるだけで充じゆう分ぶん有り難がたい。それに今更、俺がシルバを頼たよるのも虫が良すぎる話なんだ。

　だって俺は……生しよう涯がいの友とさえ思ったこの男さえ、蔑ないがしろにした人間だ。




「……待って下さい」

「何だ」

「坊ちゃん。俺は……もう一度、貴方とこうして話す機会があれば、聞こうと思っていたことが沢たく山さんあります。あの時、坊ちゃんに何があったのか──貴方は何故……──」

「シルバ、後にしろ」

「……でも、こうして話せばわかる。坊ちゃん、貴方は昔と何も変わっていなかった」

　怒ど号ごうと、どこかで魔法の炸さく裂れつする音。

　兵士との押し問答は、民衆のほうが勢いを増してきた。

　まずい。

　あのままでは、強ごう引いんにも大勢が森に入ってしまう。そうすれば、悲劇は免まぬかれない。

「少し太ったからといって、貴方は変わっていない。きっと、俺達は見み抜ぬけなかっただけで、今の坊ぼつちゃんを見て気付きました。だから──」

　暗くら闇やみの中で、俺の知らぬところで守護騎士ガーデイアン候補にまで上り詰めた男は言った。

　そして、俺よりも遥かに上手な身のこなしで馬に跨またがる。

「馬ば鹿かな真似まねをするな！　今のお前はあのヨハネ・マルディーニの支配下にあるんだぞ！　俺と共に行けば、お前も罪に問われる！　今のお前がいるべき場所はカリーナ姫の傍そばだ！」

「構いません」

「構わないってお前なぁ……」

　だが、こいつはそんなことはどうでもいいとばかりに、笑ってみせる。

「たとえどのような罪を受けようと構いません。俺は元々、成り行きで王室騎士団ロイヤルナイツに拾われただけのこと。ええ、そうです。俺はどこまで行っても只ただの平民」

　付与剣エンチヤントソードを抜ぬき、闇夜に溢あふれる光。

　街道の入り口で言い争いを止めることの無かった者達が、何事かとこちらを見る。

　そして、誰かが気付いた。

　平民の英えい雄ゆうに向かって、助けてくれと叫さけぶ。

　現守護騎士ガーデイアンにして、騎士国家ダリス最強の男。

　ダリス女王の右みぎ腕うで。ルドルフ・ドルフルーイと同じく、光の付与剣エンチヤントソードを持つ男は街人らの声に応こたえるが如ごとく、王室の守護者の象しよう徴ちようたる白マントを脱ぬぎ棄すてる。

　それは王室騎士ロイヤルナイトに縛しばられぬ──覚かく悟ごの証明。

「お前……正気か？」

「実は坊ちゃん、俺も貴方と同じ意見なんです。あの黒龍は間ま違ちがいなくクルッシュ魔法学園に向かっている。だから、こんな場所で立ち往生している暇は無い」

　守護騎士ガーデイアン筆頭にまで上り詰めた男はあっさりと全てを捨て去り、輝かがやく剣を空に掲かかげる。




「坊ちゃん。こいつを──貴方に託たくします」

　そんな男の気持ちを、俺は──。

















五章　クルッシュ魔法学園









　勝者は即そく座ざに確定。

　大勢は決し、クルッシュ魔法学園の者達は敗北を理解する。

「逃にげろ！」「正門が突とつ破ぱされた！」「逃げろ、モンスターがやってくるぞ！」「逃げろおおおお！」「本で読んだことがある、さっきの揺ゆれは迷宮ダンジヨンの崩ほう壊かいだ！」「迷宮核ダンジヨンコアがモンスターに奪うばわれたんだ！」「逃げるんだああああああ！」

　そもそも彼らはモンスターと同じ域にすら達していなかったのかもしれない。

　学園の生徒は未いまだ学ぶ者達である。そんな彼らがモンスターとの命を懸かけた死し闘とうに身を投じるには早すぎた。

『皆みな、大聖堂へ急ぐのじゃ！　戦おうなどと思うでない！　その時は終わった！』

　迷宮ダンジヨンから発生したモンスターと、元々森の中に住まうモンスター。

　どちらも人間にとっては大した違いはない。一体でも学園への侵しん入にゆうを許した時点で、勝敗の天てん秤びんはモンスターの側に傾かたむいた。

　今や人間の世界であった筈はずのクルッシュ魔法学園はモンスターの世界へと様変わり。

　迷宮核ダンジヨンコアを手に入れ歩く迷宮ダンジヨンと化した一つ目の巨人サイクロプスの声に従い、彼らは暴れ続ける。

『ヨーレムに滞たい在ざいを続ける王室騎士団ロイヤルナイツは既すでにこちらの窮きゆう状じように気付いておる！」

　故ゆえに敗者である彼らは逃げるしかない。

　学園の中心部に残された唯ゆい一いつの人間の世界。

　大聖堂を中心に張られた結界が彼らに許された安息の地。

「大聖堂へ──逃げろおおおおおおおおおおおおおおお！」

　そう、蹂じゆう躙りんの始まりである。

　クルッシュ魔法学園は──負けたのだから。




「先隊は正門の補強を！　我らは学園の関係者を避ひ難なんさせる！」

「こちらだ！　急ぎ大聖堂へ！」

　迷宮ダンジヨン探たん索さくに向け増員された兵士は迅じん速そくに生徒の避難を誘ゆう導どう。物もの凄すごい剣けん幕まくで兵士は生徒を誘導する。ごつい装備の男達、軍の精せい鋭えいではない辺境の兵士。しかし、今は彼らの姿がどれだけ頼たのもしく見えることか。兵士は部隊を幾いくつかに分断し、学園内部に散らばった。

　大侵しん攻こう。その言葉、その先にある悲劇を知らぬ者はいない。




「ティナちゃん、ショートカットしよう！」

　闇やみの中、人ひと込ごみの中を無我夢中で走る二人の少女。

「シャーロットさん、さっきはありがとうございます！　私、意外とモンスター相手に戦えたことにびっくりしちゃって！」

　耳に聞こえるモンスターの叫び声は迷宮ダンジヨンに潜もぐった時よりもずっと恐おそろしい。けれど無我夢中で放った魔ま法ほうはモンスターに着ちやく弾だんし、効果を発揮した。だが、シャーロットは魔法の成功に酔よいしれることもなく、友の手を繫つなぎながら避難場所である大聖堂に急いだ。

「もう！　そういう人がいざという時に油断して、危ないってスロウ様よく言ってるよ！」

「ハインツ兵長！　正門は大破！　数が多すぎ、防ぎきれません！　また──空にワイバーンの影かげを確かく認にん！　この騒さわぎに引き寄せられたものと思われます！」

　誘導を続ける大勢の兵士と共に、彼女達も空を見上げた。

　勢いを増す雨の先。

　見上げれば、グルグルと翼つばさを持つモンスターが満月の下、悠ゆう然ぜんと泳いでいる。

「的が大きいものから撃げき墜ついする！　各自、杖つえを構え──一斉ブラス、射出フアイアッ！　撃うちまくれ！」

　ワイバーンと呼ばれるモンスターに向け、空に色取り取りの魔法が飛んだ。







『外におる生徒諸君！　これ以上は無用じゃ！　大聖堂へ避難するがよい！』

「これで二十体目。モンスター退治は俺の勝ちだな、シューヤ」

　兵士と共に大聖堂へ走る集団。

　幾体もの侵入を許しながらも、最後までモンスターの侵攻を正門で食い止めていた彼らも遂ついには大聖堂に逃げることを選択した。

「先せん輩ぱいはオークばっかりじゃないですか！　俺はリザードマンを二体も倒たおしました！　質で言えば、俺の方が圧あつ倒とう的に上じゃないですか！」

「シューヤ……俺はお前に自信をつけさせようと、残しておいてやったんだよ。お、また俺の闇鴉ヤタガラスが仕留めた……これで俺もリザードマン一体追加。やっぱり、俺の圧倒的勝利」

　避難する彼らに、逆ぎやく襲しゆうとばかりにモンスターが襲おそい掛かかる。

　だが、彼らこそがこの学園に通う精鋭にして、公爵家デニングが統とう括かつするダリス軍志望の生徒達。モンスターを魔法で撃墜する姿は、兵士にも引けを取らない。

　聡そう明めいな目元は涼すずやかに、貴族たる彼らは杖を振ふるう。

「先輩は学園長の言う通り本当に助けが来ると思いますか？」

「王室騎士団ロイヤルナイツは足が遅おそいから、軍が先だろうな。それに姫ひめが学園に滞在していた時、俺達に対する王室騎士ロイヤルナイトのあの冷たい態度を見ただろう？　でも、それだけじゃない。ヨーレムには今、既に元げん帥すい閣下が到とう着ちやくされてるって噂うわさだ。元帥自ら、鎮ちん圧あつに向かって来るだろう」

「え!?　もう元帥がヨーレムにいるんですか！　なら少しでも活かつ躍やくしないと！　大聖堂に着いたら、結界外のモンスター相手にもうひと暴れするぞ！」

「──シューヤ！　何馬鹿なこと言ってるの！」

「だって、元帥が！　あのデニング公こう爵しやくがいるんだぞ！　出世のチャンスだ！」

　軍属志望の彼らだけは、楽しんでいた。

　避難場所である大聖堂には、あのモロゾフ学園長が鉄てつ壁ぺきたる結界を張っている。

　彼らは理解していたのだ。学園内唯一の安息地帯、あの結界を破は壊かいするのは並なみ大たい抵ていのモンスターでは不可能であることを。そして、そんな集団の中には金きん髪ぱつの少年の姿もある。淀よどんだ月の光が、息の上がっているビジョン・グレイトロードの顔を青白く照らしていた。

「それよりそこの金髪。お前は大だい丈じよう夫ぶか？　顔色が悪そうだけど」

「だ、大丈夫です。はぁ、はあ……」

「金髪。お前は正直、よくやったよ。二年生にはシューヤだけじゃなく、お前みたいに根こん性じようがある奴やつもいるんだな」

「あ、ありがとうございます……」

　みっともなく息を切らしながら、ビジョンは大聖堂に向けて走り続ける。

　頭の中を占しめるのは助かりたい、死にたくない、生への渇かつ望ぼう、それだけだった。

　今は先生が対処しているだろう歩く迷宮ダンジヨン、一つ目の巨人サイクロプス。

　先生の身が心配だが、自分の力では足あし手で纏まといになるだけだと分かっている。




「──シューヤ！　あそこにメイドがいますわ！」

　集団の中、常に兵士が傍そばに寄り添そっている少女が叫ぶ。

　校舎の陰かげに取り残されたらしい少女の姿にアリシアは気づいたのだ。逃げ遅おくれ、ずっと動けなかったんだろうメイドの元にモンスターが接近中。

「あのままじゃまずいな。よし、最後の一仕事と行こう。兵士の諸君、そして皆はアリシア殿でん下かを大聖堂まで送り届けたまえ。あそこのメイドは俺とシューヤで助け出す」

「え……先輩っ、どうして、俺が？」

「将来有望な後輩には色々経験させてやらないとな。それよりも、怖こわいのかシューヤ。ならお前もアリシア様と共に逃げていいぜ」

　試ためすような上級生の声に、別の世界では救世主となるべき少年が燃え上がる。

　それに、モンスターに襲われそうなメイドを見て見ぬ振りなんて出来る訳がないのだ。

「び、びびってなんかいません！　俺が行きます！」

「シューヤ！　貴方あなたも私と」

「アリシア！　お前は俺の性格、もう分かってんだろ！　先に行ってろ！」

「ッ！　なら──すぐに追いかけてきなさいッ」

　アリシア・ブラ・ディア・サーキスタ。

　彼女は今の学園においては、最も保護すべき存在である。兵士がシューヤら二人に頭を下げ、大聖堂へ急ぎ駆かけ出す。




「それで先輩、あの……作戦とかは？」

「モンスターの注意を俺が一気に引き寄せる。その隙すきにメイドを助けろ、以上」

　単純明快。

　だが、自信満々に笑う先輩の姿は頼もしい。

「──分かりましたけど、それを作戦っていうのは無理があるんじゃないでしょうか！」

　走り出したシューヤを軍属志望の上級生が援えん護ごする。

　どこか憂うれいを持った青年が放つ魔法によって、モンスターの身体からだが闇に包まれる。だが倒すまでには至らなかったようで、逆上したモンスターの双そう眸ぼうがしっかりとこちらを捉とらえる。上級生の指示通り、シューヤは駆け出した。怯おびえて腰こしが抜ぬけた様子のメイドの手をしっかりと握にぎり締しめ、そのまま走り出そうとした時。

「シューヤ！　空から来るぞ！」

「えっ」

　空から急降下するモンスター。

　全身を襲う鳥とり肌はだ。だけど、シューヤは無我夢中でメイドを突つき飛ばし、背中にモンスターの爪つめを受ける。痛くてたまらないけれど、歯を食いしばってこれを耐たえた。そして、モンスターの悲鳴。上級生の魔法だろう。シューヤはそのままメイドの手を取って、なりふり構わず走りだした。







「ハイランド卿きよう、関係者の避ひ難なん完かん了りよう致いたしました！　またモロゾフ氏より帰き還かんの命が──」

「あァ!?　分かった！　俺はこいつの相手をしながら撤てつ退たいする！」

「それよりハイランド卿、我らの助すけ太刀だちは──」

「助力はいらねえ！　このモンスターは格が違ちがう！　お前らはよくやった、爺じじいの結界内に入り、ガキ共の不安を鎮しずめろ！」

「承知致しましたイエス・マイロード！」

　避難は無事、完了した。

　その事実がロコモコ・ハイランドの心を幾いく分ぶんか安心させる。

『ハッハー理解出来ねえな、土使い！　別に俺は、何人が相手でもいいんだぜェ？』

　しかし。

　全すべては今、対たい峙じしているモンスター次し第だいであることも彼は充じゆう分ぶんに理解していた。

　ロコモコ・ハイランドの相手はたった一体で兵や生徒を蹴け散ちらしたサイクロプス。大侵攻を決断した迷宮主ダンジヨンマスターは今、ロコモコ・ハイランドのみを敵と認にん識しきしている。この学園には、サイクロプスにとって戦う価値のある人間が少なすぎるのだから仕方がない。

　しかし、死者は未いまだゼロ。

　迷宮主ダンジヨンマスターたるサイクロプスが狩かりを楽しむために、厳命を下しているためだ。

『さぁ気張れや土使い！　てめーが俺様の相手をしている内は虐ぎやく殺さつは起きねえ！　ハッハー！　そう言えばやる気が少しは出てくるってもんだろッ！』

「っち、空にまでモンスターが出てくるか……」

『それじゃあ、戦せん闘とう再開と行こうか！　だが別に逃にげてもいいんだぜえ土使い！　てめーが俺に食くらい付く理由は無えんだからな！』

　冒ぼう険けん者としての経験を持つ元王室騎士ロイヤルナイトでも、過去一、二を争うモンスターの格。それも迷宮核ダンジヨンコアを喰くらったことで、かなりの魔ま法ほう耐たい性せいを身に付けている。

　元王室騎士ロイヤルナイトにとっては──最悪の相性と言ってよかった。




　　　●




『皆みなのもの、結界の中へ！　これより先は結界の外に出ることを禁ずる！』

　避難場所である大聖堂。

　門で防衛線を張っていた第三学年の生徒達が続々と結界の中へ戻もどってくる。

　貴族は中へ、平民は外の広場。大聖堂の中では見知った者と声を掛け合い、いつ王室騎士団ロイヤルナイツが来るのかと励はげまし合う姿がそこかしこに見られた。現れる飛ひ翔しよう型モンスターも時の経過と共に明らかに強きよう[image: 靭]じんな身体を持つものばかりとなり、さらには門が突とつ破ぱされたようで大地を踏ふみしめるモンスターも姿を見せる。

　まさに地じ獄ごく絵え図ずと言うほかない。

「そこにいたのかアリシア。大丈夫か？」

「シューヤ！」

「俺は無事だ……でも外、見ろよ。まさか、こんなことになるなんてな……迷宮ダンジヨンの外からモンスターを内部に入れさせないよう軍が徹てつ底てい的に監かん視ししてたって話だけど……抜けがあったんだろうな」

「……甘い。甘すぎるのよ。この国の奴らは何にも分かっちゃない」

　一歩結界の外に出れば、そこに広がるはモンスターのテーマパーク。

　起きてしまった大侵しん攻こう。冒険者ギルドの力を借りていれば、こんなことにはならなかっただろうと生徒達は口々に囁ささやき合う。

「だけど、さ──心配するなよ、アリシア」

　捨てられた子こ猫ねこのように震ふるえる彼女の肩かたをシューヤは叩たたいた。

「ヨーレムの街には王室騎士団ロイヤルナイツもいるんだから、あの姫様が王室騎士ロイヤルナイトを寄よ越こしてくれるはずだ。俺、姫様が学園にいたときにちょっと話したんだけどさ、優やさしい人だと思ったぜ」

「……そうね。ありがとう、シューヤ」

「気にするなって」

　だが、普ふ段だんは強気なアリシアが怖がるのも無理はないとシューヤは思うのだ。

　自分達は既すでに檻おりに閉じ込められた獲え物ものだ。

　逃げ道はどこにもなく、大聖堂を一歩出ればそこは地獄。大勢の人間が密集しているというのに熱気より冷気を感じる程ほどに空気は暗く、時折結界の外に出てモンスター退治に尽じん力りよくしていた上級生達も今は苦しそうに唸うなるだけ。

「そういえばさっき聞いたけど、ヨーレムには王室騎士団ロイヤルナイツだけじゃなくて、あの元帥までがいるらしいぜ。元帥だぜ、元帥。あのデニング公爵が────」

「……シューヤ？　どうしたの？」

　突然、シューヤが口を閉とざした。どこか一点を見て、固まっている。

　それもシューヤだけじゃない、大聖堂内にいる貴族の若者達が窓の外に向かって硬こう直ちよくしているのだ。それにあれだけ騒さわがしかったモンスターの声も止やんでいた。

「何？　どこを見ているの？」

「……」

　アリシアもシューヤの視線を追って──そして、彼女も目もく撃げきした。

　闇やみに溶とけるような姿で、空に佇たたずむ巨きよ大だいな造形。

「……うそ」

　誰だれもが知るモンスター。

　幼子向けの書から古文書まで、様々な文ぶん献けんに出てくる逸いつ話わ。

　その姿を見た時、人々は無力さを痛感すると言うがまさにそうだ。

　闇の中で月光に反射して輝かがやくあの爪の前では、人なんてどれだけ脆もろいものだろう。頰ほおまで裂さけた口からズラリと並ぶ牙きばの煌きらめきを見れば、アリシアの身体からドッと嫌いやな汗あせが噴ふん出しゆつし、歯が震えた。

「ド、ドラゴンだあああああああああッ！！！！」

　冒険者ギルドから手出し厳禁の災害種に指定されるモンスターを見た者の反応は様々であった。恐きよう怖ふを感じ、気を失う者もいた。顔面蒼そう白はくで地面にうずくまり、呆ほうけたように、ただ空に現れた巨大なモンスターを呪のろう者もいた。一心不乱に神仏に縋すがる者もいた。故郷の家族を思う者もいた。

　だけど──その中で一人だけ、異なる反応を見せる者もいた。

「そこの君！　一体何を考えているんだ！　止まりなさい！」

　大聖堂前の広場で。

　結界の端はしにいる兵士が、ふらふらと進む銀ぎん髪ぱつの少女を押しとどめた。

　その少女は闇の空に溶けそうな黒こく龍りゆうを一心不乱に見つめる。

　黒龍、胸に白の斑はん点てん。左さ翼よくに火傷やけど、額から右目に掛かけての鋭するどい傷きず跡あと。何度も何度もそのページだけ読み返したから分かる。本のイラストに描かいてあった通りの姿で──祖国の守護龍が魔ま法ほう学園の上空に顕けん現げんしたのだ。
















　そして慕したう彼から貰もらったモンスター図ず鑑かんには──。




『守護龍セクメトは──ヒュージャック城に近づいたモンスターを一度に、焼き尽つくす』

　少女の記き憶おくに応こたえるかのように、黒龍の腹が赤く染まり。

「──グォォォォォォォオオォォォォォオオォォオオ」

「う……、ぅぁ、うぉぉぁぁああああ！　ぉぉぉぁぁぁああああああああああああ!!」




　黒龍が吐はき出した火か炎えんによって結界が炎ほのおに包まれた。

　今までのモンスターの叫さけび声など比ひ較かくにならぬ、耳が割れんばかりの咆ほう哮こうに誰もが度ど肝ぎもを抜かれ、結界に近づいていたモンスターを焼き尽くす。

　安心という希望を、一いつ瞬しゆんで打ち砕くだくに充分な威い力りよく。

「馬ば鹿かな」

　大聖堂の屋上に立ち、巨大な杖つえを持つ老人は直じかにその存在を目に捉えていた。

　空を統すべるモンスターの支配者。あの超ちよう大たい国こく、ドストル帝てい国こくでも災さい厄やくとして挙げられ、人里に現れれば三さん銃じゆう士しの一人が直々に討とう伐ばつに向かうとされる災害種。

　モロゾフはそのモンスターを見た瞬間、敗北を悟さとる。逃のがれられない死を前に、学園の守りの要かなめたる指導者は降参を示すかのように、顔を背そむけた。
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　激しく降る雨が地面を叩き、ザァザァと大きな音をたてている。

「ぁぁぁあああぁぁ……ぁぁぁああああああああ！　もう終わりだ！」

「来ない！　来ない！　来ない！　皆、死ぬんだ！」

　顔には怯えが色いろ濃こくでて、誰かが叫びだせばあっという間に狂きよう気きは伝染する。

　もう何度、結界内部がパニックに包まれたか分からない。

　背筋も凍こおるほどの恐怖をじっと感じていれば仕方がないことなのかもしれない。

　もはや強がりを続ける気力も無く、怯えを隠かくそうとする者などどこにもいない。

　大聖堂内にいたアリシアは外に出た。身体を打つ雨。すると全身の熱が身体から漏もれ出るような錯さつ覚かくさえ覚える。

「終わりですわね……」

「アリシア、バカなこと言うな！　すぐに助けが来るに決まってるだろ！」

「シューヤ。今は平時と状じよう況きようが違いますわ」

「違うって……何が言いたいんだよ」

「この学園にモンスターが集まっているように、一部はヨーレムにも向かっている筈はず。街かい道どうはモンスターで溢あふれ、越こえるにはいつも以上の時間が掛かる」

　同盟国の姫ひめは、冷静に状況を説明。

　だけど、彼女の言葉は希望を打ち砕く宣告に等しかった。

「こちらの異変が伝わってから、軍を組織しても間に合わない。あの王室騎士団ロイヤルナイツがすぐに向かっても間に合わない。それだけじゃない。ヨーレムには今、あのリトル・ダリスがいるのよ。向こうで黒龍の存在が確認されていれば、王室騎士団ロイヤルナイツはリトル・ダリスの守護に力を入れる。王室騎士団ロイヤルナイツは王室のもの、こちらに援えん軍ぐんを寄越すなんてありえない。その辺の事情なら、シューヤ。貴方あなたのほうが詳くわしいでしょう」

　シューヤも充分に理解している。

　王室騎士団ロイヤルナイツは王室のために存在する組織であり、だからこそ自分は……国に生きる民たみのために軍に入りたいと願ったのだ。父親からは卒業後すぐに領地に戻って来いと言われているが、決められたルートを歩くだけの未来も嫌だった。だから冒険者になったんだ。

「アリシア。お前の言うことが全すべて正しいとしたら……どうすればいいんだよ」

「馬鹿ねシューヤ。だから終わりって言ったのよ……でも、一つだけ幸運もありますわ」

「幸運？」

「あの黒龍は最初の一撃以外、こちらに攻こう撃げきする意思がないように見えますから」

「それは……確かに、そうだな」

　あれから黒龍は空に留とどまり、ただ事のなりゆきを見守っている。

　こちらに敵てき愾がい心しんを燃やしている気配もなく、確かにあの攻撃以降、動く気配が無い。

　最初の一撃はどうやら自分の存在を示す一撃だったらしい。

　しかし威力は壮そう絶ぜつで効果は甚じん大だい。火炎に耐たえ切れず、一瞬結界が消えてしまう程。すぐさま結界は張り直されたが、あの時は冗じよう談だん抜ぬきに誰もが迫せまる死の影かげを目まの当たりにした。

「でも、あっちは……黒龍とは逆に、あれが何を考えているかはよく分かりますわ」

『ハッハー！　随ずい分ぶんと堅え結界だな！』

　外から聞こえる呪のろいの怨えん嗟さ──ドラゴンの攻撃がなくとも時間の問題である。

　サイクロプスは結界に覆おおいかぶさるように立ち、そのまま右みぎ腕うでのみで結界を殴おう打だ。ズシンズシンと、一発毎ごとに低い音が響ひびき渡る。いつあのサイクロプスによって結界が崩ほう壊かいするのかも予測出来ない。黒龍がもたらす死の予感は、結界を取り囲んだモンスターによって、真綿で首を締しめられているかの如ごとく、緩ゆるやかなカウントダウンへと変質。

　いつ終わりが来るのか分からない。

　またあの火炎で結界が一瞬でも消えれば──今度こそ、終わりだ。




『出てこいよ、土使い！　この中で一番手ごたえがあるのは、お前だ！』

　結界に攻撃を続けているサイクロプスの呪じゆ詛そがアリシアの耳にも届いている。

　大聖堂はもはや牢ろう獄ごくの内部へと様変わりした。

　結界が檻で、観客はモンスター。彼らは檻をがたがたと揺ゆらし、縛いましめが壊こわれるその時を今か今かと待ち構えている。

　雨の音に溶けるモンスターの唸り声。牢獄の中では多くの者達が抱だき合い、何も見たくないと目を閉じていた。顔が恐怖で歪ゆがみ、青ざめ、引きつっている。

　いっそのこと、終わりにしてくれ。もしかすると黒龍によって一気に滅めつされた方が幸せだったのかもしれないと思ってしまう程に、彼らの精神は限界なんて段階をとっくに超こえている。しかし、誰が彼らの心の弱さを責められようか。

「ねぇ、シューヤ」

「……何だ」

「あの黒龍、まるで誰かを待っているように見えない……？」

「待っているって、誰をだよ……」

「……そんなの知らないわ。でも、そう見えるんだから仕方ないじゃない」

　アリシアは周りを見み渡わたした。顔を伏ふせる沢たく山さんの人、人、人。

　その中で、ついあいつの姿を探した。

　でもすぐに、あいつはあのリトル・ダリスの見送りに行っていることを思い出した。

　あいつは今、何をしているのだろう。ヨーレムの街には公こう爵しやく様もいる。もしかすると、共に再会を喜び合っているのだろうか……けれど、叱しかられている姿ばかりを見ていたせいか、あの二人が仲良くやっている姿は思い浮うかばなかった。




『おら出てこいよ！　さっきまでの威い勢せいはどうした土使い！』

　渾こん身しんの力を込こめて、結界を殴なぐり続ける一つ目の巨人サイクロプス。

　飽あきもせず、サイクロプスは右腕で結界に攻撃を仕し掛かけ続ける。

　すると薄うすい膜まくでありながら、強きよう[image: 靭]じんな弾だん力りよく性を持っていた結界にピシリと小さな皹ひびが入る。今まではどれだけ攻撃を加えても綻ほころび一つ見せなかった結界に、モンスターの攻撃が初めて効果を見せた瞬間であった。

『ハッハ─！　何だもう少しじゃねーか！』

　ビリビリと痺しびれるような轟ごう音おんが空気ごと辺りを振しん動どうさせる。

　一つ目の巨人サイクロプスは全体重を乗せるようにして、結界を殴り続ける。

　黒龍だけじゃない、歩く迷宮ダンジヨンと化した一つ目の巨人サイクロプスの力によっても、結界の崩壊はもうそこまで近づいていた。

　そんなモンスターの姿を、大勢の者達が直視することが出来ず、ただ、眺ながめていた。
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「……まずったな～爺じじい。これはやばいなんてもんじゃないぜ」

　結界の周りに集結するモンスター。

　元王室騎士ロイヤルナイトと言えど、思わず目を背けたくなるような光景がどこまでも広がっている。

　しかし、空に滞たい空くうする黒龍をロコモコは視界に収めない。

　あれは規格外だ。

　自分達で何とか出来る存在じゃない。同時にあんな存在と日常的に戦っている北方、ドストル帝国はやばすぎるだろと毒づき、北が南を狙ねらうのも当然かと一人納なつ得とく。

「……あの龍が何を考えているのか分からねえが、問題はそれだけじゃねえ。今も結界に喧やかましく攻撃を仕掛けているあのモンスター、一つ目の巨人サイクロプスの異名は伊達だてじゃねえよ。それに爺……さっきの龍の息吹ドラゴンブレスで大分力を削けずられたな」

『ひゃはははっは！　おら出て来いよオラッ！！！』

　ロコモコは巨きよ大だいに膨ふくれる一つ目の巨人サイクロプスの右腕を忌いま々いましそうに見つめる。

　あの右腕に込こめられた強力な魔ま法ほう耐たい性せい。

　あれは……迷宮核ダンジヨンコアを喰くらったことによる特異体質オリジンだろう。

　結界はサイクロプスの拳こぶしを受け止める度たびに強度を損そこない、殴られた箇か所しよには拳大の穴が開く。瞬しゆん時じに結界は再構築されるが、それは膨ぼう大だいな魔力を消費するのと同義。

　結界の質が悪いのではなく大魔導師の魔法に挑いどむ、迷宮主ダンジヨンマスターの力が異常なのだ。

「あの一つ目の巨人サイクロプスはまさに動く迷宮ダンジヨンと言ったところじゃのう……」

「あれは北から逃にげてきたモンスターだ。妙みように人間と戦い慣れてやがるから、間ま違ちがいねえ」

「で、どうじゃ。ロコモコ、やれそうか。あれを倒たおせばモンスターの勢いも多少は収まるじゃろうが」

　二人は大聖堂の屋上から結界を殴り続けている一つ目の巨人サイクロプスを見つめた。

　老人との間に存在する固い信しん頼らい関係。王室騎士団ロイヤルナイツから引き抜ぬいた逸いつ材ざい。

「一対一で相打ち覚かく悟ごなら可能性はギリ……そうか、ここが俺の終着点ってわけか」

「……すまぬな、ロコモコ」

　ロコモコは覚悟を決め、瞼まぶたを開けた。

「構いやしねえよ、爺。これが俺の仕事じゃねえか……。なあに、楽しかったぜ。王室騎士団ロイヤルナイツよりもよっぽど性しように合ってた。それに姫ひめ殿でん下かにも会えて、未練はねえ。ほんとだぜ」

　永久にも等しい覚悟の時間を終え、『シューヤ・マリオネット』における学園の守り手は大聖堂の屋上から飛び降りた。

　見知った生徒達の背を叩たたきながら、結界の外に向け歩き出す。

　ロコモコ・ハイランドに心残りは無い。

　あの王女の学園訪問。迷宮ダンジヨン探たん索さく中に、彼女は自分を認めてくれたのだから。

『おお！　出てきやがったか土使い！　だがお前の魔法は既すでに見切ってるぜエ！　どうするつもりだあ！』

　再び一つ目の巨人サイクロプスと対たい峙じする。

　自身の倍はありそうな身体からだ。空には黒龍が佇たたずんでいるが、あれは相手にしない。

　あれは王室騎士団ロイヤルナイツ、全軍が揃そろわなければ落とせないだろう。だが、この歩く迷宮ダンジヨンと化したモンスターを倒せば、少なくとも結界は維い持じ出来るのだ。

「てめーを殺す。それだけだっつーの」

　こうして。

　クルッシュ魔法学園の守護者たる男の、最後の悪あがきが始まった。
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『やるじゃねえか土使い！』

　最後の力を振ふり絞しぼる元王室騎士ロイヤルナイトの戦いは防戦一方。

　土がめくれ上がり、何体もの命持たぬゴーレムが一つ目の巨人サイクロプスに潰つぶされていく。さらに敵は一つ目の巨人サイクロプスだけでなく、夥おびただしいモンスターが元王室騎士ロイヤルナイトに襲おそい掛かかる。皮ひ膚ふを裂さかれ、傷だらけ。何度も鈍にぶい殴打音を響かせ、遂ついには地に沈しずむ。

　しかし、自分達のため命を懸けて戦う人の姿に目を背そむけることは出来なかった。

「先生！」

『終わりだ！　まずはお前から殺す！　覚悟しな！』

　泥どろの中に倒れ込んだロコモコ・ハイランドの元へ、ゆっくりとサイクロプスは近付いてゆく。

　しかし、それこそが彼の望む最後であったことに気付く者はまだいない。

　結界内の中で誰だれかが叫さけび、外では血走った眼めのモンスター達が見つめている。充じゆう足そくした殺気を今か今かと、解放の瞬しゆん間かんを待っている。もはや悲鳴すらも彼らの餌えさになるようで、赤い瞳ひとみで大聖堂の中をよだれを垂らして見つめていた。

　大聖堂の屋上でモロゾフ学園長が苦しそうに頭かぶりを振った。

　黒龍はやはりあれから空に佇み、動かない。

　さらには冷たき雨が体力を削り、身体の熱を失わせ、誰かが嗚お咽えつと共に叫んだ。

「なあ！　黒龍よ！　お前みたいな強いやつはいったい何を考えてやがる！　俺達を見て、嘲あざ笑わらっているのか！」




　シャーロットは身体を硬こう直ちよくさせ、上空に佇む空の支配者と視線を合わせ続ける。

　心臓に響く黒龍の低い呼吸音、黒龍の赤い瞳が彼女を捕とらえて離はなさない。

　彼からもらった本に自分の祖先は自らの未来を差し出し、皆みなを守ったと書いてあった。

　多分、その時の姫ひめも自分と同じ気持ちだったんだろう。

「……そっか」

　あの炎ほのおを見て、皆は決意したのだ。

　皆が自分の未来で助かるなら、安いもの。

　だからシャーロットは決意した。ふがいない、今までまともに活かつ躍やく出来たことは一度も無い。それでも、こんな自分でも、やれることがあるのなら。

　シャーロット・リリイ・ヒュージャックは固く決意する。

　雨に濡ぬれた顔を上げて歩き出す。

　視界もかすんでよく見えない。それでも寒さに震ふるえる者、満まん身しん創そう痍いの兵士、ぴったりと寄り添そうアリシア達の姿もしっかりと視界に宿す。

　最近、主あるじと仲良くなり始める兆きざしが見える元婚約者フイアンセのアリシア様。

　彼女がいなくなれば、スロウ様はどれだけ悲しむだろうか。

「お、おい！　君、何を！」

「止めないで。私これでも、スロウ様の従者なんですからね」

　兵士が歩き出した彼女を留とどめようとするが。

　──彼らにとって公爵家デニングという言葉は絶対の不文律。

　彼女の歩みを止めることは、誰にも出来ない。

　だからシャーロットは一歩踏ふみ出し、そのまま結界の外へ。







　恐きよう怖ふにさらされ続け、頭が可笑おかしくなったのか。

「おい」「あの子って」「デニングの従者だ」「豚ぶた公こう爵しやくの──」

　自殺行こう為い、結界内部にいる誰もが脳のう裏りをよぎる。

　夥しいモンスターは迷宮主ダンジヨンマスターたるサイクロプスの元へ続く道を作り出し、足を踏み鳴らす。彼らは一様に興奮し、ギチギチと歯は軋ぎしりの音が夜の学園に響ひびいた。

『自分から出てくるバカがいるとは！　お前ら、手を出すなァ！　俺の獲え物ものだ！』

「──デニングの従者ッ。何故なぜだ！　何故、出てきた！」

　敗北を喫きつした元王室騎士ロイヤルナイトの声に応こたえることなく、彼女は進む。

　逃げ場なんて無い、どこにも無い。

　もはやこれまでと、誰もが諦あきらめて顔を伏せる中。

　それでも、彼女は歩みを止めない。

　嘗かつてヒュージャックで自分は逃げた。それ以外に道は無かった。

　でも、今は違ちがう。

　それ以外に、道がある。
















　だって、彼女は知っていた。

　幸せはいきなり崩くずれることもあると。

「……結局、言えなかったな」

　自分の力で皆を助けられるのなら、これ程ほどの幸せはないのだから。

　最後にひとつ、心残りがあるとすれば。

　お別れを言いたかった。

「スロウ様、実は私──ずっと貴方あなたに隠かくしていたことがあるんです」

　誰も知らない亡国の姫は、選せん択たくを待ち続ける祖国の守護龍と見つめ合う。




　空を滑かつ空くうするワイバーン。

　大地を飛び越こえ、跳ちよう躍やくするゴウザル。不気味な複眼で小刻みに身体を動かすマッドワームは口に兎うさぎを咥くわえ、より巨大な獲物を手に入れようと目をぎらつかせる。

　四方八方から己おのれを見つめる不気味なモンスターの群れを前にしても、シャーロットの心は乱れない。

　ただ黒龍の存在だけがリアルで、シャーロットはただ、黒龍だけを見つめていた。

　耳に入る音色も、何もない。

　あの時と同じように、視界が薄うすくなっていき──。







「──もうっ、シャーロットさん！　魔法下手っぴなのに、私なんかよりよっぽど無茶するじゃないですか！　でも今度は私が助ける番なんだから──えっ痛い！　な、何っ!?」

　クルッシュ魔法学園。

　平民生徒の中で期待の星とされる少女の腕うでを力強く摑つかむ者がいた。

　血気盛さかんな赤あか髪がみの少年。クルッシュ魔法学園において最悪の問題児がスロウ・デニングなら、最大の変質者とされる筆頭格。

　あのシューヤ・ニュケルンが何故か、自分の腕を摑んでいる。

「おい平民、お前何を考えてんだっ！」

「ちょっと痛い！　それに何を考えてるって!?　あの人は、シャーロットさんは……私の友達なんだから！」

「俺もちょうどあの子を助けようと思っていたところなんだよ！　平民は退どいてろ！」

「はぁ平民は退いてろって、何その理り屈くつ!?　そ・れ・に！　私より震えてる貴方に何が出来るって言うんですか！　後、さっきから痛いっ！　どうでもいいから腕を離して下さい！　シャーロットさんは私の、とっても大切な人なんです！」

「──おいビジョン、お前こいつと知り合いだろ！　俺がデニングの従者を助け出すから、この子を捕つかまえとけッ！　こいつ、本気だから！」

　あのスロウ・デニングの従者を助け出すなんて出来ない。

　そんなことは言われるまでもなく、シューヤは百も承知だった。

　結界の外に向かったデニングの従者。

　呆気あつけに取られて動けなかったけど、この黒髪の女の子まで行かせるわけにはいかない。

「シューヤ……君は死ぬ気か……」

「ちょっとビジョンさん！　離して下さいよ！　先せん輩ぱいがいないなら……私が、シャーロットさんを助けるんだからッ！」

　絶望に染まる心の中でもシューヤ・ニュケルンは歩き出す。

　今の彼を突つき動かすモノ、それは正義感。

　いつだって、シューヤ・ニュケルンの心は正しき熱に染まっている。

「……」

「ビジョン。確かにお前の言う通り、俺は嬲なぶり殺しにされるかもしれないけど」

『シューヤ・マリオネット』の中で世界を救った少年の震えは止まらない。

　まだ彼は覚かく醒せいの芽さえ出ていないのだから、今の彼は学園の生徒と変わらない。

　それでも──それでも。

「それでも、あの子を見殺しになんて出来ないって。だって俺、知ってるからさ」

　救世主となる素質を持った少年は動くのだ。

　兵も大勢の生徒だって動けない。

　結界の外は今もまた一いつ匹ぴき、一匹とモンスターの数が際限無く、増えているのだから。

　けれど、シューヤ・ニュケルンは止まらない。

　そんな彼の姿をビジョン・グレイトロードはただ見ていることしか出来なかった。

　アニメにも出てこなかったモブキャラである彼にはシューヤ・ニュケルンの行動は眩まぶしすぎた。

「あの子、すっげえ朝早くから魔ま法ほうの練習しててさ……。俺、ああいうの見ちゃったら駄だ目めなんだよ」

「……」

　そして、それこそが資格。

　シューヤ・ニュケルンという少年が、火の大精霊エルドレツドから選ばれた理由に違いなくて。

【止まれ、シューヤ！】

「……ん？」

　小こ遣づかい稼かせぎに利用する占うらない道具。

　でもそれは、少年にとっての何よりの勇気の証あかし。まだ彼はその水すい晶しようが持つ本当の意味には何も気付いていないけれど、大事な決断をする時はいつだってこの水晶が傍そばにいた。

　そしてほら。

　今だって、ソコから声が聞こえてくる。

【──来るぞ！　衝しよう撃げきに備えよ！】

　だけど、ここまで。

　はっきりと感情を伴ともなう声が水晶の中から聞こえたことは一度も、無かった。

「……来るって何が──」

　結界の外に出る寸前、シューヤは立ち止まり向こう側を見た。

　雨の中、ロコモコ先生がボロボロになりながらモンスターと戦っている。

　じりじりとデニングの従者に忍しのび寄る幾いくつもの影かげも見えた。

【何が来るかだと!?　風だ！　風が、来るのだ！】

「……え。風？」




　そして、その時。まさに、体温を奪うばう風が吹ふいたのだ。

　春も終わり、夏の到とう来らいはもうすぐ。なのに、氷のように冷たい風だとシューヤは感じる。

　そして静せい寂じやく、一いつ瞬しゆんの間が空き、ぞくりと身体からだの芯しんを溶とかすような風がもう一度、吹いた。

　音が止やんだ。……音が、止んだ？　何故？　あれだけ聞こえていたモンスターの声が、聞こえない。理由を、シューヤはすぐに理解する。

　開校百年を記念する記念碑モニユメントが空に浮うかび、校舎の窓ガラスが一いつ斉せいに割れた。

　そしてシューヤは結界の中からそれを見た。

　モンスターが次々と結界に叩たたき付けられ、血に染まっていく。

　赤、真しん紅く、紅くれない、モンスターの血で結界が染まる。

　今度は別の意味で吐はき気けを催もよおすような光景に、誰だれもが顔を手で覆おおった。

　何が起こったのか理解出来ず、シューヤの頭の中から先ほどの勇ましさが消えた。

　事態を理解しようと、頭を働かせる。けれど、分からなかった。

　別世界の主人公は、その場に立ち尽つくした。

【この状じよう況きようで貴様が出てこぬ訳を理解した！　やはりあの小こ僧ぞうが──】

　それに、この頭の中に響く声。

　間ま違ちがいなく喜色を浮かべている、まるで本物の人間のような声の主は一体、何だ？

　俺の頭の中にいるお前は一体、誰だ。

　とシューヤは問いかけようとして。

「グオォォォォォオオオオオオオオオオオオォォ！」

　いつの間にか、隣となりにいたアリシアがぶるっと震ふるえる。アリシア、どうしてお前が。「貴方に死なれちゃ困るから」そう言って、アリシアはシューヤを見つめ、目を瞬またたく。

　沈ちん黙もくを続けていた大空の支配者が再度、咆ほう哮こうしたからだ。

　さらに黒こく龍りゆうの腹が赤く輝かがやきだす。

　またあの炎ほのおが来ると、誰かが悲鳴を上げたが、黒龍は首を後ろに捻ねじり、結界があるこちら側ではなく──魔法学園の正門に続く街道に向かって炎を放つ。

　膨ぼう大だいな熱量と真っ赤に染まる視界。

　でも、あの時と違う。

　脅おどしでなく、明確な誰かに向けて放たれた攻こう撃げきのようにシューヤは思えた。

「ォォォォオオォォォォォオオォォ！」

　雨を蒸発させ、弾はじけ飛ぶ炎の残ざん滓し。

　しかし、炎は爆ばく散さんした。まるで火か炎えんは、目に見えない何かとぶつかったかのように──。

　それは直後に分かった。

　風だ──突とつ風ぷうが炎と真っ向からぶつかったんだ。

　あの黒龍が吐き出した炎と絡からみ合う暴風の余波が学園を荒あらし始める。

　世界が熱波に閉とざされた。

　結界内にいる者は、訳の分からぬ恐きよう怖ふに目を開けることすら叶かなわない。

　瞼まぶたの閉じられた暗くら闇やみで聞こえるのは、バチバチと弾け飛ぶ火花の音。そして。

【貴様の選んだ切り札ジヨーカーの力！　──しかと見届けさせてもらうぞ、我が因縁の風アルトアンジユッ！】







「その手が、あったかッ！」

　大聖堂屋上に立ち、分厚い魔ま導どう書しよを開き、結界を維い持じし続ける大魔導師グレイトメイジ。

　白はく髪はつを豊かに蓄たくわえた老人は残り少ない時間を、後世に生きる者達の育成に割さくことを決め、騎士の国ダリスにやってきた。

　祖国にて大魔導師グレイトメイジの地位を得ながら、有限の時を育成に費ついやす。

　北方に対たい抗こうするため結成された南方四大同盟の盟主。

　魔導国家ミネルヴアを抜ぬけた後、騎士の国ダリスにて未来への投資を行う指導者モロゾフは嘆たん息そくの息を吐いた。

　月が雲に隠かくれ、全すべてが闇やみに包まれる前に、学園を包み込む樹海の中からやってくる者の姿を確かく認にんしていた。

「素す晴ばらしい！　確かにアレを使えば、今の街かい道どうを抜けることが可能であるか！」

　黙もく々もくと滾たぎる炎を前にして、騎士国家ダリス三さん傑けつの一人は全てを理解したのだ。

　ここから見えるあの光、黒龍の攻撃と真っ向から対たい峙じした緑光の奔ほん流りゆう。

　モロゾフは一瞬ではあるが、視認した。

　正門を抜けてくる二頭の駿しゆん馬め、さらに先頭を駆かける青年が振ふるう剣けん。

　あれはモロゾフもよく知っている──守護騎士ガーデイアンに与あたえられる聖なる一振り。

　友と呼ぶ騎士国家ダリス最強の男。現女王陛下の守護騎士ガーデイアン、ルドルフ・ドルフルーイが持つ至高の剣に違ちがいないが、その在り方は大きく違った。




「彼は──未いまだ大精霊しか辿たどり着けぬ極致に、達していたのかっ！」




　今より数年前、息子むすこが魔法学園に入学を希望していると有力な貴族から連れん絡らくを受けた。

　だが、少年の評判はモロゾフも十分に知っていた。

　自分も難色を示したが、少年の父親である男がわざわざ魔法学園までやってくると聞いた時は肝きもを冷やした。今、この国で最も忙せわしなく動く男が最前線を離はなれるなどあり得ない。

　しかし、現実に──公爵家デニングの証たる紅の外がい套とうを着込んだ男は学園にやってきた。

　今まで見たことのない形相で。

　騎士国家ダリスの貴族社会において、頂点に立つ男は頭を下げたのだ。

　息子を受け入れて欲しいと、あの男が頭を下げるなど信じられなかった。

「認めよう！　全て、君が正しかった！」

　偉い大だいな指導者の目に、再び力が戻もどる。

　黒龍が吐き出した渦うず巻まく炎と真っ向からぶつかりあう風の奔流を見て、モロゾフは確信する。一時は輝きを失った魔導書が、原色の炎を押し潰つぶす緑光を見て再び輝きを取り戻す。




「喜べ、デニング公爵ッ！　君の息子は────本物であったぞッ！」

　そして、モロゾフの予想通り。

　平民剣けん士しが持つ付与剣エンチヤントソードから[image: ]ほとばしるチカラは、龍の息吹ドラゴンブレスを、打ち破った。




　　　●




　天から降り注ぐ滝たきのような雨を一身に受けながら、シャーロットは思う。

　状況は一変した。

　黒龍はもう、自分のことなんて見ていない。それにあれだけのモンスターも一いつ掃そうされた。

　何が起きたのか分からないけど、ひとつだけ分かるのは、自分は助かったということだ。

「あっ」

　足元に、いつも自分の傍そばにいてくれた黒くろ猫ねこの姿。

　あの時。ヒュージャックから逃にげる時にどこからともなく現れて、一人、また一人と消えていく中で道を示してくれた。結局、悪い人達に捕つかまったけれど、それでもいつでも傍にいてくれた大切な友達。

　相棒とも言える小さな家族を抱だき上げて、温ぬくもりが命の実感を与えてくれる。

　それに……今なら、結界の中にこっそりと戻れるかも。

「ゴエエッ！」

「え？」

　ざあざあと降りしきる雨の中、シャーロットは振り返った。

　背の高いモンスターが水みず溜たまりの中にばしゃんと倒たおれる。

　腹には大きな穴が開いて、誰かの攻撃を受けたみたいだ。……誰か？

　今、結界の外に人は殆ほとんどいない。

　だけど、彼女だけは真っ先に気付いた。

　雨水を含ふくみ、滑すべりやすくなっている泥どろの上を進む者がいた。

　涙なみだでぼんやりとした視界の中で、そのまま、馬上から下りる者がいた。涙と雨でぐにゃぐにゃと歪ゆがんだ視界でも、シャーロットにはその人が何者かすぐに分かった。

　信じられない。

　だってそれは現実的に──おかしいから。

　こんな短時間で、彼が帰ってこれるわけがない。

　森の街道は、モンスターで溢あふれている。雨も降り、あの長い道のりを、どうして乗り越こえられたのか。でも、そこにいる。その姿は間違いなく彼だったのだ。

　すぐ傍で毎日言葉を交かわした彼。

　これからはまともになると、変わると約束してくれた彼女の主あるじ。

　ダリスにおける厳格な貴族社会。その頂点に君臨する公爵家デニングの少年。嘗かつては風の神童と称たたえられ、自分を何も言わず受け入れてくれて。

　今はあのお姫様リトル・ダリスをヨーレムまで送り届けているはずの命の恩人が、そこにいた。

「君は──」

　服は汚よごれ、夥おびただしい血の跡あと。

　顔は泥にまみれ、学園を出た際の姿は見る影かげもない。

　きっと、余よ程ほど急いで街道を越えてきたのだろう。

「一体……何を考えているんだっ！」

　少年は怒おこっていた。

　彼女を絶望から救い出し、風の大精せい霊れいに癒いやしの時間を与えた。そのために全てを捨てた少年にとって、ここで彼女達とのお別れなど到とう底てい許せるものじゃなかった。

　彼女達との時間が、少年にとって全てだったから。

　彼は彼女達との時間を、未来を捨ててでも得たいと思ったから。

「結界の外に出るなんて！　前から思ってたけれど、君は考え無しにも程がある！」

『シューヤ・マリオネット』の世界では。

　誰も知らない裏側で、ドストル帝てい国こくを相手に一人で立ち向かった少年は、怒っていた。

　そして亡国の姫は、そんな彼の顔をこれまで一度も見たことがなかった。

　長い従者生活の中、彼は自分に対してはいつも優やさしかったから。それに、シャーロットには何故なぜ怒られているのかさえ分からなかった。

「この杖つえは没ぼつ収しゆうだ！」

「あっ」

　どうやら少年は、自分が結界の外に出ていることを怒っているようだ。

　でも、シャーロットにも言い分はある。

　自分が空に浮うかぶあの龍に頼たのめば、皆みんなが助かるのだ。

　自分がどれだけの決意で結界の外に来たか、彼は知らないから。

　だから、また会えた嬉うれしさよりもむかっとした。

「あ、あの。結界から出たのは浅はかだったと思いますけど……わ、私にだって……考えがあってですね……」

「考えだって!?　どうせあれだろ！　シャーロットが好きな本の中で悲劇のヒロインがよくやるやつでしょ！」

　だって、彼は何も知らないから。

　空に佇たたずむ龍の秘密も、自分の正体も。

　彼は何も知らないから、そんなことが言えるんだ。

「ひ、悲劇のヒロインって！　そ、そんな言い方ないじゃないですか！　それに私なら皆を助けられるんです！　実は私、すごいんですから！」

「君が皆を助ける？　それにすごいだって？　へっぽこ魔ま法ほう使つかいのくせに、何が出来るって言うんだ！」

「へ、へっぽこ？　す、スロウ様も私のこと、へっぽこ魔法使いだと思ってたんですね！　ひどい！　もう知らない！　スロウ様、退どいて下さい！」

「絶対に退くもんか！　今、君を行かせたら今までの全てが無む駄だになる！」

　彼女は疑っていなかった。

　秘密は自分だけのもの。公こう爵しやく様がスロウ様の突とつ飛ぴな思い付きを受け入れ、正式に公爵家デニングの人間として認められた時はもしかすると気付いているのかとも思ったが、杞き憂ゆうであった。

　公爵様はスロウ様の我わが儘ままを受け入れただけだとすぐに分かった。

「俺の頑がん張ばりだけじゃなくて、シャーロット！　君の頑張りだって意味を無くす！　君が公爵家デニングのことを考えて、自分の正体を黙だまっていることも全て無駄になるんだぞ！」

　だから、今。スロウの言葉はまさに青せい天てんの霹へき靂れき。

　何度も言おうと思った。でも、その度たびに思いとどまった。

　自分がいれば、ダリスは大義を得る。ヒュージャック奪だつ還かんの旗手として、モンスターに支配された祖国に攻せめ入るだろう。そして公爵家デニングの人々は自分のために命を散らす。

「だから、絶対に退かない。シャーロット、俺はもう二度と君を失わないと決めたんだ」

　少年は、強い決意を込こめた目で少女を見つめる。

　燃え盛さかる炎ほのおの中で、少年は少女に誓ちかう。

　今の言葉がどれほどの意味を持っているかなんて、誰だれにも分からない。

「それよりアルトアンジュ！　お前もお前だよ！　何で、そんなところにいるんだよ！　戦えよ！　お前にとって一番大事なものはシャーロットだろう！　一度モンスターに負けたぐらいで、何びびっているんだ！」

　そして、少年は彼女のペットに話しかける。

　まるで人間に話すかのように、スロウ・デニングという少年は自分が抱だき締しめる猫ねこに話しかけたから。

「……あの、スロウ様……誰に向かって話してるんですか？」

　シャーロットは戸と惑まどった。

　たまに化け猫扱あつかいしていることは知ってたがこんなにはっきりと話しかけるなんて……。

　けれどシャーロットは知る由よしもないが、少年はいつも風の大精霊の無理難題に応こたえてきたのだ。この世の珍ちん味みが食べたいと聞けば無理やりにでも手に入れる、目め障ざわりな者がいれば穏おん便びんに排はい除じよする。

　並なみ大たい抵ていではない苦労を、少年はたった一人で耐たえてきたのだ。

「お前、俺にだけあんな圧力掛かけといて自分はいっつもさぼりやがって……俺はもう我が慢まんの限界だ！　もういい。お前はそこにいろ。あの目障りな龍りゆうは俺が排除する！」

「……あの」

　そう言い捨てると、少年は歩いていった。

　右手で何も無い空間を払はらう仕草。

　それだけで雲が晴れ、月明かりが学園に降り注いだことが彼女には不思議だった。

　だけど、もっと不思議だったのは。

「スロウ。あの龍はシャーロットが捨てた香こう水すいに寄ってきたにゃあ」

「そうか……後、援えん護ごぐらいはしろよ。それぐらいなら、そこからでも出来るだろ」

「分かったにゃあ。後、別にびびってたわけじゃないにゃあ」

「……え？」

　シャーロットは抱き締めるペットを見つめた。

　それは人のようにも、動物の鳴き声のようにも聞こえるが、確かに声だった。

　腕うでの中にいる温かいこの子は今……私の名前を口にして……何やらびびってたわけではないらしい。

　……もしかして、もしかして。今の声って。

「アルちゃん、喋しやべった？」

「実はぺらぺらにゃあ」

「……え？」

　麗うるわしき亡国の姫は、硬こう直ちよくした。

　端たん的てきに言えば、何も考えられなくなったのだ。
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　さっきまで、自分達は怯おびえていたはずだ。

　黒龍のあの火か炎えんでひと思いに楽にしてくれと考える程に命を諦あきらめていたというのに。

　雲間から再び顔を出した月が学園を照らし出す。

　声にならない声をあげながら、学園の者達は歓かん喜きと共にその光景を目に映す。

　月の光に照らされて見えるのは、誰かの後ろ姿。

「ハインツ！　一兵たりとも結界の外に出すなよ！」

「……しかし若様ッ！」

「これは、命令だ！　お前は俺の勇ゆう敢かんさを後で父上に伝えろ！」

「ハッ！」

　今、自分たちは夢でも見ているんじゃないだろうかと、結界に逃にげ込んだ者達は一様に思う。

　闇やみが晴れた先の状じよう況きようは一変。

　唐とう突とつな救きゆう援えん、それも限りない強つわ者もの。

「坊ぼつちゃん！　後、一度ぐらいならこの剣けんを振ふれます！」

「シルバ！　あの一つ目の巨人サイクロプスが見えるか！　あいつがこの大侵しん攻こうを引き起こした迷宮主ダンジヨンマスターだ！　お前は最後の一振りであいつを仕留めろ！　やれるな!?」

「ええ、やれます！　お任せを！　坊ちゃんはここら一帯の掃そう討とうを！」

　先ほどの暴風によって吹ふき飛ばされたサイクロプスは戦場に復帰。

　生きつ粋すいの戦士たるモンスターは向かってくる剣士を見つめると、笑い声を上げる。

「あの男、どこかで見たことがあるぞ!!」

「なあ！　おい！　あいつが持ってるのは付与剣エンチヤントソードじゃないかッ」

「ハインツ！　皆を抑おさえていろ！　一人たりとも外に出すなよ！」

「ええ！　若様の邪じや魔まは、しませんぞ！」

　先ほどの絶望はどこへやら、モンスターが倒たおされていく。

　火が、水が、土が、風が、光が、闇が。まるで物語の一部分を切り取って具現化したかのような、この世のものとは思えない光景に言葉も出ない。

　でも、彼らは知っていた筈はずなのだ。

　デニング公爵家三男。傭よう兵へい捕ほ縛ばくの件を受け、噂うわさになった彼の力。

　クルッシュ魔ま法ほう学園の入学試験において、幾いくつもの試験で歴代最高得点を叩たたき出した少年の異常さを、気付いていた筈なのだ。




『てめえええええええええええええ!!　俺の身体からだをぶった斬ぎりやがったな！』

　サイクロプスは翻ほん弄ろうされていた。

　付与剣エンチヤントソードを持つ剣士によって、迷宮主ダンジヨンマスターとなってから初めて身体に刻まれた傷。

　苛いら立だちと共にモンスターは剣士と距きよ離りを取り深呼吸。

　それだけで、傷の回復が行われるが剣士は何も気にしない。

「──おい、ロコモコ。久しぶりだな」

　まさに九死に一生を得た形となったロコモコ・ハイランドは悔くやし気に唸うなる。

　そして、剣士が持つ剣を見て言葉を失った。

　それは王室騎士ロイヤルナイトにとっては、余りにも因いん縁ねんがある一振りだ。

「……お前が筆頭候補になったって噂は聞いてたが──それは光じゃねえな」

「あぁ。この世界にたった一つ、風の付与剣エンチヤントソードだ。すげえだろ」

「デニングか。あいつが在り方を変えたのか……やっぱとんでもねえクソガキだな。それは国宝だぞ。お前もお前だ。分かってんのかシルバ、お前らが何をしたのか」

「俺も共犯だろうさ。覚かく悟ごはしている」

「お前……」

　ロコモコ・ハイランドにとって、冒ぼう険けん者時代の友は初めて見る顔をしていた。

　付与剣エンチヤントソードの属性替がえ。

　万ばん死しに値あたいする行こう為いに力を貸したというのに……彼の顔には喜色が溢あふれていた。

　事実、シルバの心に去来する感情は喜び一色。

　森の街かい道どう越えをする間、彼は気づいた。

　誰もが彼を特別な存在だと認にん識しきしていたけれど、今は堕おちた風と呼ばれた少年の必死な姿を見て、ようやく彼のことが理解出来た。

　あの子は公爵家デニングで得られる全すべてよりも、大切なものを見つけていたようだ。

　だからシルバは──ただ、嬉うれしかった。

　風の神童と呼ばれた主あるじは……何だ色ボケに走っただけだと気づけたから。

『てめえら二人。纏まとめてぶっ殺してやる！　八つ裂ざきだ！』

「ロコモコ。あいつ、俺が倒しちまってもいいよな？」

　背を向けた剣士を好機と見たサイクロプスが風の剣士に向かい突とつ進しん。

『ははは！　後ろ！　取ったぜ！』

　剣士は冒険者時代の友の頷うなずきを見ると、間合いも確認せず振り向き様ざまに剣を振りかぶる。

　既すでに彼は付与剣エンチヤントソードの力、魔法の感覚を理解している。

「馬ば鹿か野や郎ろう──俺達は世間話の最中だ」

　剣に内包された魔力が吹き上がり、暴発する風に変へん換かん。

　至近距離から風の直ちよく撃げきを受けたサイクロプスの顔が困こん惑わくに歪ゆがむ。

『ウソ、だろっ。この俺様がっ』

　大地にしっかりと根を張る両足が離はなれ、ふわりと浮うけば──ハデに吹き飛ぶ。

『力負けっ、するだとおおおおおおおおおおおおおおお！！！』

　猛もう烈れつな勢いで吹き飛んだサイクロプスは校舎の壁かべを突つき破り、迷宮主ダンジヨンマスターを追いかけるように校舎の中へ入っていく剣士の姿。

　中から多量の粉ふん塵じんが舞まったかと思うと、直後におぞましい断だん末まつ魔ま。校舎の中へ入り込んだ迷宮主ダンジヨンマスターは二度と出てくることなく、代わりに出てきたのは血まみれの剣士のみ。

　余りにも早すぎる。

　校舎の中で一体どのような攻こう防ぼうが行われていたのか推測する暇ひまさえない。それにあのモンスターは元王室騎士ロイヤルナイトである先生でさえ、倒すことの出来なかったモンスター。だから、こんなにあっさりと仕留めるなんて信じられない。

　それでも──現実をこの目が映している。

「あいつ、サイクロプスを仕留めたのか！」「迷宮主ダンジヨンマスターが死んだぞ！」「誰だよあれ、王室騎士ロイヤルナイトか!?」「見ろ！　モンスターの動きが鈍にぶくなった！」「やった！」

　生徒達は剣士を見つめ、叫さけび声を上げた。

　貴族が平民に賛辞を送ることなど滅めつ多たにない。

　けれど、そんな貴族の若者達でさえ認めざるを得ない程ほど、その青年は才能に溢れていた。

　平民でありながら、数々の王室騎士ロイヤルナイトを押しのけ守護騎士ガーデイアン筆頭にまで上り詰めた黒くろ髪かみの男は輝かがやく剣を引っ提さげ、共に街道越えをした彼の隣となりに立った。

「坊ちゃん。こちらは終わりましたが、俺は限界です。それにこの剣はもう……打ち止めのようです」

　もはや立ち上がっているモンスター達は一体もいない。

　風の剣士は付与剣エンチヤントソードを空に佇たたずむ黒龍に向け……下ろした。

「そうか、よくやった。後は俺に任せろ」

「……ええ、見せて下さい」

　沸わき上がった大だい歓かん声せいと共に、シルバは肩かたを竦すくめる。

　こうして。両翼の騎士ツインナイトの片割れ、平民剣士に課せられた役目は終わった。








終章　新たな未来









　黒こく龍りゆうセクメトは動かない。

　地上からどれだけモンスターが駆く逐ちくされようとも、表情一つ変えない。

　……やっぱり地上のモンスターとの間に仲間意識はないみたいだな。

　人とモンスターの間に立つヒュージャックの守護龍。

　救うべき国が滅ほろびた今、果たして何を考えているのか。

「しかし強力な迷宮主ダンジヨンマスターの出現に加えて、迷宮ダンジヨンの大侵攻。何だかアリシアの言った通りになっちゃったなぁ。あいつに一回殴なぐられるぐらいは覚悟しておくか……」

　街道越えの最中。

　どうして大侵攻が起きたのかずっと考えていたが、さっきの大精せい霊れいさんの言葉で理解した。

　シャーロットが使ったという香こう水すい。

　……。

　これってもうあれだろ。ペンドラゴンの香水だろ。

　古来、世界を相手に暴れに暴れた古龍を眠ねむらせるために作られた呪まじない。僅わずかな原液に不純物が混じったそれこそがペンドラゴンに伝わる秘伝の家宝。

　だけど、あれが伝説の黒龍セクメトを呼び寄せてしまうとは。




「坊ちゃんー。いいっすよー」

「あいつ……もっと深刻さを持てっての」

　サイクロプスを見事、退治したシルバが俺と距離を取った。

　迷宮主ダンジヨンマスターを倒したことで、既にモンスターの撤てつ退たいは始まっている。

　残っているのは最後の一体、空に浮かぶアレだけだ。

　守護龍セクメト。決して報むくわれない相手に尽つくした悲ひ哀あいのモンスター。

　望む結果を得られなかったからか、それとも彼女に頼たのまれたのか、子孫にまで執しゆう着ちやくし続けた哀あわれなモンスター。ストーカーここに極きわまれりといった感じだが、俺にはその生き方を馬ば鹿かにすることなんて出来やしない。

　俺はよく似た生き方をした大馬鹿の存在を知っているのだから。




「……さて。俺の魔法はお気に召めして頂けただろうか」

　赤い瞳ひとみで俺を見つめる黒龍。

　いつだってヒュージャックを見守ってきた、風変わりなモンスター。

「あんたの事情なんて知らないし、知りたいとも思わない。ただ、あんたが愛した彼女の血を引くシャーロットまで奪うばおうなんてさ、我わが儘ままが過ぎるってもんじゃない？」

　代々、白百合リリーと呼ばれた亡国の姫ひめを求めた変わり者。

　アニメではあり得なかった相手を前に大きく息を吸った。

　背中に感じる視線の束と皆みんなの祈いのるような声は俺に力を与あたえてくれる。

　今いま更さら現れて、横取りなんてさせてたまるか。

　大空の主気取りのモンスター。

　空はまるで自分のものだと言わんばかりの存在感だけど、今は違ちがう。




「動けないだろ、セクメト。だけど、ここからだぜ」




　風がな、泣いてんだよ。

　お前は力で押さえつけているだけだ。




「最初に出会ったのは風の精霊だった。だからかな、風の気持ちが分かるんだよ」




　優ゆう雅がさの欠片かけらもありやしない、俺が先生なら０点をつけるってもんだ。

　泥どろだらけの水たまりに足を突っ込んで、冷たさに頭をシャキッとさせる。




「風の鎧そらにあつまれ。風の鎖きみにおもりを」




　視界に捉とらえる黒龍の姿。

　光の精霊がこれでもかとばかりに相手の姿を照らしてくれる。

　暗いから見えなかったなんて言い訳すんなよって具合に。

　全く、見えすぎて眩まぶしいぐらいだ。




「風の町おもくおもく。風の城さらにおもく」




　心に爽さわやかな風が吹ふき荒あれる。

　全身全霊の一いち撃げきを求めて、振ふり下ろされる杖つえ。




「風の森これでおしまい。風の世界もうとびだてない」




　俺の視線に、暗い空が応える。

　俺の言葉に、暗い夜が呼応する。

　俺の力に、風の精霊が悦よろこび、夜空を舞う暗き侵しん入にゆう者を排はい除じよせんと轟とどろき始める。

　速さも、モンスターとしての格も、関係無く。

　ただ、お前に告げる。

　黒龍セクメト、恋こいに生きた哀れな先せん輩ぱい。

　俺の夢のために。




「───重力操作グラビデ・ダウン」

　その首に掛かかる異名、ドラゴンスレイヤーの名を貰もらい受ける。
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（……あれは、古いにしえの同どう胞ほうを惑まどわせた呪いか。まさか本当に実在していたとは）

　黒龍セクメトは命の灯が消える終わりに、自我を取り戻もどしていた。

　その幸運をかみ締しめ、大地にゆっくりと落ちてゆく。

　空は自分の領域だと思っていたのに……全く、これは風の反逆とも云いうべきか。

　しかし、包み込む浮ふ遊ゆう感かんは不思議と心地よい。

（なるほど、僕は風に嫌きらわれていたらしい……）

　それも当然か。

　風に流されることなど望まず、彼らを力のままに操あやつったのだから。

（何でもないふうを装よそおっているけど、君は一体どれだけの力を風に込こめたのかな）

　彼女を守るように立つ少年の姿。

　彼が守護者に相応ふさわしいか試ためすため一暴れしようと思っていたが、その必要は無さそうだ。




（ごめん、リリー。君の愛した国を守り続けることは出来なかったよ。でもこれは、悪くもない結末だと思うんだ）

　黒龍は死を受け入れ、最後に己おのれを見つめる少女を見つめる。

　少女は自分が愛した彼女と瓜うり二ふたつ。

　まるであの子が現世に蘇よみがえったみたいで柄がらにもなくはしゃいでしまった。

（君の血を引く者の側そばには人間となった、僕がいた）

　それに、死に際ぎわに良いモノが見れた。

　心残りは無いけれど、その役目が羨うらやましい。

（少年。龍殺しの栄えい誉よは君に力を与えるだろう。少しでも、この命が君の糧かてになればいい）

　見つめあったことで理解した。

　杖を振らずとも自分を空に縛しばりつけながら、少年は視線に思いを込めていた。

　彼女を守ると、声なき言葉で応こたえてくれた。

　ならば──これ以上は野や暮ぼというものだ。

　身体からだから、力が失われていく。

　役目は終わりだと言わんばかりに、身体から命が抜ぬけていく。

　そうして黒龍セクメトの世界が白に染まり。




（彼女を託たくすよ──無詠唱の魔法使いノーワンド・マスター）

　懐なつかしい彼女のことを思いながら、ヒュージャックの守護龍はその巨きよ体たいを大地に横たわらせ、静かに眠りについた。
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「……」

　この場に倒たおれ込み、眠ってしまいたいとさえ思う程ほどに俺は疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

　今なら泥どろ溜たまりも極ごく上じようのベッドのように感じられるだろう。

　カリーナ姫や皆を守るために。付与剣エンチヤントソードの属性を変えるために。街かい道どうを越こえるために。クルッシュ魔ま法ほう学園に集まるモンスターを掃そう討とうするために。そして──黒龍を落とすために。

　俺は、嘗かつてない程に力を使った。

　疲つかれ果てて、倒れ込みたい。息も絶え絶えで、口を開くことすらままならない。周りは静まり返り、肌はだを打つ雨がいつの間に止やんだのかさえ気付かなかった。

　それでも俺は、大地に横たわる黒龍に近付いた。最後の、俺の義務だと思った。

「……」

　近付けば近づく程、迫はく力りよくに吞のまれそうになる。古来、人は龍りゆうを敬ったという。気持ちは分かる。人の身では及およびもつかぬ存在に、無条件に縋すがり付きたくなる。それもこの龍は一いつ般ぱん的な龍よりもでかい。全ぜん盛せい期にはたった一体で、北から南下するモンスターの軍勢を追い返したぐらいだ。……すげえ、何だよそれ。折角の最強種、ドラゴンとしての生をたった一人のために使った。それも死んだ後まで。やっぱり、バカだ。そこまでするかよ普ふ通つう。でも、こいつはやった。だからこそ、今でも語り継つがれる守護龍となった。

　でも、黒龍は死んだ。

　瞼まぶたは閉じられ、安らかな顔を晒さらしている。

　身体に触ふれれば熱はなく、巨大な身体はもう動くことは二度とないだろう。

　こいつは最後には抵てい抗こうすらせず、死を受け入れた。

　ヒュージャックを守り続けた守護龍はもう、どこにもいない。




「……ふぅ」

　しかしノーフェイスにセピス。そして、守護龍。

　一体どうなってるんだよ。幾いくら何でもハードモード過ぎるだろ俺の人生。

　そりゃあ、俺が滅め茶ちや苦く茶ちや未来に干かん渉しようしてるってならまだしも、俺は学園ライフを謳おう歌かしているだけだ。

　だけど、愚ぐ痴ちっても仕方がないか。

　それに幾ら疲れていると言っても、情けない姿を見せるわけにはいかない。

　最後には抵抗すらしなかった、黒龍こいつのためにも情けない姿は見せられない。

　それに……。




「龍を落とした。あいつ、災害種を撃げき墜ついした！」「二人目だ！　ドルフルーイ卿きように次ぐ二人目の龍殺しドラゴンスレイヤーだ！」「おい！　俺達も出るか!?　結界の外に！」「いや、まだやばいだろ」「騎士国家ダリスに二人目の龍殺しドラゴンスレイヤーだ！」「見ろ！　龍だ！」

　静まり返っていた学園の空気が大きく震ふるえる。

　大聖堂一帯を包み込む結界の中から茫ぼう然ぜんとするシューヤも、小さいから必死につま先立ちしているアリシアの姿も。こちらに向かって最敬礼をする顔かお馴な染じみの兵士も、シルバとロコモコ先生が言い合う姿も、大聖堂の上に立つ学園長の満足気な姿も。

「黒龍だ！　ドルフルーイ卿が落としたのよりも大きいぞ！　俺は剝はく製せいになってる龍を見たことがあるんだ！」「わけわかんねえ！　何で生きてるんだよ俺達は──ッ！」

　さっきまであんなに真っ青だったのに……皆みんな元気だな。

　しかし、あれだけの問題児だった俺を受け入れてくれた魔法学園は……公爵家デニングから追放されるために選んだ楽園は、いつの間にか俺にとっての第二の故郷になっていたようだ。

　じゃないと……この喜びの理由にならない。

　頑がん張ばった甲か斐いがあったけど、俺一人の力だとはとても言えない。

　街道越えのために力を貸してくれたシルバ、黒龍を落とすために援えん護ごしてくれた風の大精せい霊れいさん。多分、大精霊さんは何もしていないと言うけれど、俺の力だけだったら一撃では仕留められなかっただろう。

「見ろ！　やっぱりあの剣けん士しはシルバだ！　守護騎士ガーデイアン筆頭候補だ！」「しかもあれ、やっぱり付与剣エンチヤントソードだぞ！」「ロコモコ先生も生きてるぞ！」「おい、シルバ！　たった一年でＡ級冒ぼう険けん者になったお前に俺の気持ちがわかるか！　この変態が！　それに、あいてて！　脇わき腹ばらを触さわるな！」

　シルバがロコモコ先生に肩かたを貸して、二人は軽口を叩たたきながら結界の中に向かって歩いていく。シルバは冒険者をやっていたから、先生とはその繫つながりかもしれないな。守護騎士ガーデイアン筆頭候補であるシルバは魔法学園でも大人気のようで。あいつがロコモコ先生と共に結界へ向かうと、大おお騒さわぎで迎むかえ入れられている。

　さて、ここで立ち止まっているわけにもいかない。

　軍属志望の先輩方が杖を持って立ち上がりつつあり、兵士に止められている。

　軍属志望の血気盛さかんな先輩方がやられっぱなしなんてありえない。それにシューヤも俺が学園に着いた時、シャーロットを助けてくれようとしたのか結界から出る寸前だった。

　あいつも一応、軍属志望。

　今は黒龍の討とう伐ばつに声も出ないようだが、すぐに立ち直る筈はずだ。

　それにヨーレムの街から父上もすぐにやって来るだろう。さすがに公爵家デニングの人間はいなかったが、父上の周りには子飼いの軍人が何人もいたしな。

　──だから、彼女と喋しやべれるのは今しかないんだ。







「水の魔法使いはいないか！　若様に癒いやしの魔法を！」

　俺は、立ち尽つくす彼女のもとへ歩み出す。

　だけど俺が近づくにつれて、シャーロットの顔がどんどんと青白くなっていく。

　シャーロットに抱だき抱かかえられていた風の大精霊さんは、相変わらずすっぽりと羨ましい位置に収まっていた。

　対して、彼女は蒼そう白はくな顔。触れば、崩くずれそうなガラス細工のよう。

　俺がこれから何を言うつもりなのか、すでに察しているようだった。

　彼女の腕うでに抱かれた風の大精霊が、短い腕を振ふって応える。大精霊さんは怒おこってないようだ。公爵家デニングと違ちがって、学園の代わり映ばえのしない生活に退たい屈くつしていたみたいだからな。

「その様子だと、風の大精霊さんから話を聞いたみたいだね」

　俺はさっき、シャーロットの目の前で風の大精霊さんに怒いかりモードで話しかけた。

　もう誤ご魔ま化かしは効かないだろう。

　でも、後こう悔かいはどこにもなかった。




「正直、何から話せばいいか……分からない」

　俺が伝えることで昨日までの楽しい毎日は終わりかもしれない。

　……だけど俺は、ここで伝える。

　今、伝えるのは全すべて俺の自己満足。

　そんなこと、全て分かってる。

「でも、あれはヒュージャックの守護龍で、あんな存在がこの学園にやってきた理由も大体察しがついている」

　──街道を越える時。

　シャーロットが嘗ての祖先と同じ決断をして、もう学園から消えているんじゃないかと思うと、胸が張り裂さけそうになった。

　もう、あんな思いをしたくない。

「シャーロット。俺は、君を知っているんだ」

　周りの喧けん騒そうが聞こえる。

　とてもにぎやかなのに、俺達の周りだけはとても静か。

　そしてシャーロットはもう表情も変えなかった。

　色んなことを知って、心の許容量を超こえてしまったんだろう。




　もう俺達は──元の関係には戻もどれない。

　でも──君の言葉を待つのは止める。

　俺は自分から、君に告げる。




「君と出会ったあの日から、俺はずっと君が何者か知っていた」

　始まりは義務感だった。

　傷ついた一人と一いつ匹ぴきを、誰だれかが癒さねばならぬと感じた。

　それは全てに恵めぐまれた俺の役目だと考えた。

　何故なぜ、俺がと悩なやんだ日々があることも否定しない。




「ずっと、君の口から教えてくれることを待っていた。でも、止めだ。騙だまし合いはここで終わりにする」

　でも、いつの間にか。

　ずっと、君と共にいたいと思うようになった。

　前向きでひたむきな姿に、俺は少しずつ心を惹ひかれていったんだ。

　そこからは、全てを失うことは苦しいことではなくなった。

　だけどもう、偽いつわりの関係でいるのは嫌いやなんだ。




　拒きよ絶ぜつされたって構わない。

　けれど、お互たがい何も知らないまま、お別れなんて嫌だから。




「君の名前は──」




　こうして、俺は胸に燻くすぶる思いを解き放った。

　大切な彼女へ。ずっとずっと、隠かくしてきた思いを。










　騎士国家ダリスにおける護国の家系。

　公爵家デニングの直系男子による黒龍討とう伐ばつの知らせは、南方諸国家のみならず。

　大陸に散らばる諜ちよう報ほう員によって、覇は道どう突つき進むドストル帝てい国こくの中ちゆう枢すうへ迅じん速そくに届けられた。

　また『シューヤ・マリオネット』の世界にて名を残す英えい雄ゆう達が、シューヤ・ニュケルンの仲間となる勇士達が、さらには少年さえ知らぬ数多くの者達が──黒龍討伐の報と共に、聞き覚えのある誰かの名前を思い出す。

　こうして、『シューヤ・マリオネット』へと至る未来は完全に分断し。

　公爵家デニングの堕ちた風オチコボレは、南方四大同盟の盟主。

　騎士国家ダリスが抱える二人目の龍殺しドラゴンスレイヤーとして、表舞台メインステージに返り咲ざく。








あとがき









　夏ですね。

　暑いですね。

　まじで……暑いですね。

　エアコンを付けないと眠ねむれない季節の到とう来らいですね。

　でも自分は寒いよりも暑い方が好きだったり。

　真夏の炎えん天てん下か、クーラーがキンキンに効いた百貨店に入った時の幸せは筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいものがあります。




　さてはて。

　ここ最近はがむしゃらに働きつつ、平日の仕事終わりや休日なんかはもっぱら執しつ筆ぴつという毎日。この豚ぶた３巻が出る頃ころはちょうど私の夏休みも終わってる頃でしょうか。こんなに夏休み、いるか？　と思ってた学生生活が恋こいしいもんです。




　ていうか、豚３巻？

　いつの間に３冊も本が出てるんだ、という衝しよう撃げき。

　豚１巻が今年の２月刊行なのであれから半年。あの時から生活も一変……はしてないですけど、色んなことがあったなぁとシミジミ。

　豚が店頭に並ぶようになってから会社で本買ったよとか？　本屋で見かけた！　とか、同どう僚りようから声を掛かけられるようになりました。それだけじゃなく途と絶だえてた交友関係が復活したり、関わりの無かった方から飲みに誘さそって頂いたり、新たな知り合いが出来たり。

　程々に楽しい毎日を過ごさせて頂いております。

　ありがてぇ。

　退たい屈くつな毎日に、この刺し激げきはありがてぇ。

　これも全て、支えて下さる皆みなさまのお陰かげです。

　だからって訳でもないですが、４巻も頑がん張ばります。

　次巻からやっとアニメ展開のスタート。豚もクルッシュ魔ま法ほう学園から出るとか、出ないとか。豚とシューヤの運命が交差するとかしないとか。

　辺境の魔法学園から、世界がグン！　と広がります。




　次巻をお楽しみに。

　それでは、また！





合あい田だ拍子りずむ










合田拍子

●あいだりずむ



新居に引っ越しました。

快適です。

エキチカです。

便利です。

ただ一つ文句を言えば。

電車アナウンスで……。




目が覚める。


















カバー・口絵・本文イラスト／nauribon
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豚ぶた公こう爵しやくに転てん生せいしたから、今こん度どは君きみに好すきと言いいたい３
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